
第
一
巻

自
然
編

新
編

大
村
市
史



3自然編 第一章 地形・地質

多
良
山
系
は
東
に
有
明
海
、
西
に
大
村
湾
を
望
み
、
北
は
佐
賀
平
野
、

南
は
諫
早
平
野
に
面
し
て
い
る
。
そ
の
形
は
お
お
よ
そ
楕
円
形
で
、
南
北

の
長
径
は
三
四
㌔
㍍
、
東
西
の
短
径
は
二
四
㌔
㍍
、
面
積
は
五
九
〇
平
方

㌔
㍍
に
及
ぶ
。
多
良
山
系
の
最
高
峰
は
経
ヶ
岳
（
一
〇
七
五
・
七
㍍
）で
、

多
良
山
系
の
中
央
部
に
は
郡
岳（
八
二
六
㍍
）、
遠
目
山（
八
四
九
㍍
）、
釜

伏
山
、
経
ヶ
岳
、
更
に
、
経
ヶ
岳
か
ら
、
南
方
へ
と
黒
木
町
を
取
り
囲
む

よ
う
に
、笹
岳
、中
岳
、五
家
原
岳（
一
〇
五
七
・
三
㍍
）、大
花
山（
八
七
五

㍍
）、
鳥
甲
山
（
七
六
九
・
四
㍍
）
が
連
な
り
、
黒
木
町
の
大
き
な
（
東
西

約
七
㌔
㍍
、
南
北
三
・
八
㌔
㍍
）
窪
地
を
つ
く
っ
て
い
る
。
こ
の
黒
木
の
窪

地
は
か
つ
て
火
口
跡
（
小
倉
勉
（
一
九
一
九
）「
多
良
嶽
火
山
地
質
調
査
報

文
」）と
さ
れ
た
が
、
松
本

夫（
一
九
七
三
）「
多
良
山
系
の
地
形
と
多
良

岳
火
山
区
の
地
質
」
に
よ
る
と
侵
食
に
よ
る
地
形
で
あ
っ
て
火
口
跡
で
は
な

い
と
し
て
い
る
。
経
ヶ
岳
か
ら
五
家
原
岳
に
続
く
主
稜
の
中
間
よ
り
多
良
岳

（
九
八
二
・
七
㍍
）の
尾
根
が
分
岐
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
山
頂
か
ら
は

放
射
状
の
河
川
が
黒
木
町
窪
地
の
外
側
に
向
け
て
発
達
し
、
深
い
峡
谷
を

第
一
節
　
地
形
地
質
概
説

地
形
・
地
質

第
一
章

写真1‐1　多良岳南西部の地形模型　長崎県立大村高等学校地学部（石井恭
子・村山瑞恵・長浜佳子・田中久美・塚野敏美・山下良子）1994 ～
1995年製作、　高さが２倍ほど誇張されていることに注意、大村扇
状地、火山麓扇状地、黒木の窪地、郡川の流れなどが分かる
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つ
く
り
な
が
ら
有
明
海
や
諫
早
湾
あ
る
い
は
大
村
湾
に
注
い
で
い
る
。

多
良
岳
火
山
は
、
約
一
〇
〇
〜
四
〇
万
年
前
に
活
動
し
、
そ
の
後
著
し
く
開
析
さ
れ
た
大
型
成
層
火
山
で
あ
る
。
経
ヶ
岳
や
五
家
原
岳
な

ど
の
侵
食
さ
れ
た
成
層
火
山
や
溶
岩
ド
ー
ム
を
中
心
に
、
放
射
状
に
深
い
谷
が
刻
ま
れ
、
山
麓
に
は
溶
岩
ド
ー
ム
や
ス
コ
リ
ア
丘
な
ど
の
寄
生
火

山
の
ほ
か
、
火ひ

山ざ
ん

麓ろ
く

扇せ
ん
じ
ょ
う状

地ち

が
広
く
発
達
し
て
い
る
。
多
良
岳
火
山
の
活
動
は
、
約
一
〇
〇
万
年
前
頃
の
古
期
と
八
〇
〜
四
〇
万
年
前
の
新
期

に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　
写
真
１
─
１
は
長
崎
県
立
大
村
高
等
学
校
地
学
部
が
一
九
九
四
〜
一
九
九
五
年
に
か
け
て
製
作
し
た
大
村
市
を
中
心
と
し
た
地
域
の

二
万
五
〇
〇
〇
分
の
一
の
地
形
模
型
で
あ
る
。
高
さ
が
二
倍
ほ
ど
誇
張
さ
れ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
地
形
の
様
子
が
分
か
り
や
す
い
。
大
村
扇
状
地
、

多
良
火
山
麓
扇
状
地
、
黒
木
の
窪
地
、
郡
川
の
流
れ
な
ど
地
形
の
特
徴
が
読
み
と
れ
る
。

萱
瀬
川
は
黒
木
町
の
窪
地
か
ら
流
れ
出
し
、
田
下
町
で
東
か
ら
の
南
川
内
川
と
合
流
し
た
の
ち
郡
川
と
な
り
西
流
し
て
大
村
扇
状
地
の
扇
頂

に
達
し
、
荒
瀬
付
近
か
ら
北
西
に
向
き
を
変
え
、
重
井
田
か
ら
立
福
寺
を
通
っ
て
流
れ
下
っ
た
佐さ

な奈
川か

わ
ち内

川が
わ

（
長
さ
二
九
二
四
㍍
）
と
今
富
町

で
合
流
し
、
寿す

こ古
町
の
好よ

し
た
け武

城じ
ょ
う

付
近
で
直
角
西
向
き
に
曲
が
り
大
村
湾
に
注
ぐ
。
萱
瀬
川
と
郡
川
を
加
え
た
長
さ
は
一
万
五
九
三
八
㍍
で
あ
る
。

大
上
戸
川
（
長
さ
三
五
五
五
㍍
）
は
狸
の
尾
堤
か
ら
伏
勢
を
通
り
山
田
の
滝
を
流
れ
落
ち
、
水
田
町
、
杭
出
津
町
を
通
っ
て
大
村
湾
に
、
南
の

内
田
川（
長
さ
二
五
八
三
㍍
）は
東
大
村
か
ら
徳
泉
川
内
、
赤
佐
古
を
通
り
大
村
湾
に
、
ま
た
、
諫
早
市
と
の
境
に
は
鈴
田
川（
長
さ
五
七
七
〇

㍍
）が
あ
り
平
町
、
岸
高
、
似
田
、
岩
松
を
通
っ
て
大
村
湾
に
注
ぐ
。
す
ぐ
南
に
は
諫
早
市
の
本
明
川（
長
さ
約
二
一
㌔
㍍
）が
流
れ
、
栄
田
町
、

福
田
町
を
通
っ
て
諫
早
湾
に
注
い
で
い
る
。

川
の
両
岸
は
安
山
岩
溶
岩
や
玄
武
岩
溶
岩
、
玄
武
岩
質
火
砕
岩
層（
赤
色
ス
コ
リ
ア
層
）で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

大
村
市
で
は
こ
れ
ら
の
溶
岩
や
凝ぎ

ょ
う
か
い灰

角か
く
れ
き
が
ん

礫
岩
が
つ
く
る
火
山
地
形
の
ほ
か
に
、
堆
積
作
用
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
火
山
麓
扇
状
地
や
郡
川
の
下

流
域
に
広
が
る
扇
状
地
や
三
角
州
、
氾
濫
源
や
河
岸
段
丘
な
ど
特
徴
の
あ
る
地
形
が
見
ら
れ
る
。

多
良
火
山
麓
扇
状
地
は
多
良
火
山
南
部
の
大
村
市
東
部
と
諫
早
市
南
部
、
及
び
多
良
岳
の
北
東
部
鹿
島
市
南
部
に
扇
を
広
げ
た
よ
う
な
緩

や
か
な
台
地
を
つ
く
っ
て
い
る
。
傾
斜
は
約
六
度
程
度
で
あ
る
。
大
村
市
東
部
で
は
、
諫
早
市
上
大
渡
野
町
広
谷
を
扇
頂
と
し
て
南
西
に
広
が
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り
荒
平
町
、玖
島
、岩
松
町
、小
川
内

町
ま
で
広
く
緩
や
か
な
台
地
を
つ
く
っ

て
い
る
。
諫
早
市
で
は
湯
野
尾
町
川

頭
付
近
を
扇
頂
と
し
て
南
に
広
が
り
、

本
明
町
、福
田
町
、猿
崎
町
に
達
し
て

い
る
。
多
良
火
山
麓
扇
状
地
は
土
石

流
推
積
物
か
ら
で
き
て
お
り
、
構
成

し
て
い
る
安
山
岩
の
礫
は
風
化
が
激
し

く
、
い
わ
ゆ
る「
く
さ
れ
礫
」に
な
っ
て

い
る
。
最
近
こ
の
多
良
火
山
麓
扇
状

地
堆
積
物
上
に
活
断
層
の
爪
痕
が
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

大
村
扇
状
地
は
南
北
約
七
㌔
㍍
、

東
西
約
三
㌔
㍍
の
長
崎
県
第
一
の
広

さ
を
持
つ
扇
状
地
で
あ
る
。
扇
頂
の

標
高
は
坂
口
で
約
四
〇
㍍
、
扇
央
の

Ｊ
Ｒ
竹
松
駅
付
近
で
約
三
〇
㍍
、
地

表
の
傾
斜
は
平
均
約
一
度
で
あ
る
。

大
村
扇
状
地
の
上
に
は
縄
文
時
代
早

期
以
降
の
遺
跡
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
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図1‐1　大村市の地形図
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時
代
か
ら
現
在
ま
で
人
々
の
生
活
の
舞
台
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
大
村
扇
状
地
は
多
良
火
山
麓
扇
状
地
よ
り
も
低
い
位
置
に
広
が
っ
て
い
る
。

多
良
山
系
の
西
麓
に
は
角か

く
せ
ん
せ
き
あ
ん
ざ
ん
が
ん

閃
石
安
山
岩
か
ら
で
き
た
ド
ー
ム
状
の
武む

る

ろ

留
路
山や

ま

（
三
四
一
・
四
㍍
）、
玄
武
岩
か
ら
で
き
た
な
だ
ら
か
な
傾
斜
を

も
つ
鉢
巻
山
（
三
三
四
・
六
㍍
）、
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩
か
ら
で
き
た
飯
盛
山
（
三
三
五
・
三
㍍
）
な
ど
が
並
び
、
美
し
い
姿
を
見
せ
て
い
る
。
多
良

山
系
の
北
の
東
彼
杵
町
に
は
独
立
し
て
、
主
に
安
山
岩
の
溶
岩
や
火
山
砕
屑
岩
の
互
層
か
ら
で
き
た
、
多
良
火
山
よ
り
古
い
時
代
の
虚
空
蔵
火

山
が
そ
び
え
て
い
る
。

三
浦
半
島
は
、
多
良
山
系
の
南
に
あ
り
大
村
市
と
諫
早
市
に
ま
た
が
る
位
置
に
あ
る
。
地
質
は
古
第
三
系
、
岩
松
デ
イ
サ
イ
ト
、
摺す

ず
り
で出

石い
し

凝
灰
角

礫
岩
と
こ
れ
ら
を
貫
い
た
り
覆
っ
た
り
す
る
日
岳
玄
武
岩
か
ら
で
き
て
お
り
、
台
地
の
表
面
は
玄
武
岩
の
溶
岩
で
広
く
覆
わ
れ
て
い
る
。
三
浦
半
島
台

地
の
諫
早
市
栄
田
町
付
近
に
も
広
く
多
良
火
山
麓
扇
状
地
堆
積
物
が
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
三
浦
半
島
は
多
良
山
系
と
地
質
的
に
も
地
形
的
に
も
趣

を
異
に
し
て
い
る
。

�

（
阪
口
和
則
）

　
　
古
第
三
系
の
分
布

大
村
市
の
古
第
三
系
は
、
大
村
市
南
部
・
諫
早
市
・
喜
々
津
・
古
賀
・
矢
上
・
戸
石
・
田た

結ゆ
い

・
江
の
浦
及
び
長
与
地
区
を
含
め
た
地
域
に
分

布
す
る
い
わ
ゆ
る
諫
早
炭
田（
山
崎
達
雄
ほ
か（
一
九
六
五
）「
諫
早
炭
田
の
地
質
」）、
の
一
部
で
あ
る
。
大
村
市
で
は
南
部
の
三
浦
半
島
、
鈴
田
、

与
崎
、
東
浦
及
び
郡
川
中
流
田
下
町
の
氷
川
神
社
下
の
河
床
な
ど
に
分
布
し
、
大
村
市
全
体
か
ら
す
る
と
地
表
で
の
分
布
は
広
く
な
い
。

多
良
火
山
地
域
に
お
け
る
地
表
で
の
高
度
分
布
を
調
べ
る
と
、
嬉
野
町
吉
田
川
上
流
の
春
日
、
大
野
付
近
で
最
も
高
く
標
高
は
三
三
四
㍍
で

あ
る
。
続
い
て
東
彼
杵
町
俵
坂
付
近
の
二
〇
〇
㍍
、
大
村
市
田
下
氷
川
神
社
下
の
河
床
一
〇
〇
㍍
、
小
川
内
町
の
七
〇
㍍
な
ど
が
あ
る
。
大

村
市
三
浦
半
島
で
は
中
里
町
の
一
四
〇
㍍
の
高
所
ま
で
分
布
し
て
い
る
。
大
村
湾
の
臼
島
や
箕み

島し
ま

で
も
標
高
五
㍍
以
下
の
低
い
と
こ
ろ
に
露
出
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
多
良
火
山
地
域
で
は
大
村
市
三
浦
半
島
を
除
く
と
全
体
的
に
は
北
か
ら
南
に
か
け
て
高
度
を
下
げ
て
分
布
し
て
い
る

一
第
二
節
　
大
村
地
域
の
古
第
三
系
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よ
う
に
見
え
る
。

一
方
、
大
村
地
域
で
の
ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
に
よ
れ
ば
古
第
三
系
の
地
下
深
度
は
、
北
か
ら
野
岳
町
の
標
高
マ
イ
ナ
ス
一
二
〇
㍍
、
久
良
原
の
マ
イ
ナ

ス
一
三
〇
㍍
、
富
の
原
の
マ
イ
ナ
ス
二
七
六
㍍
、
狸
ノ
尾
堤
の
マ
イ
ナ
ス
二
四
〇
㍍
、
伏
勢
の
マ
イ
ナ
ス
一
八
三
㍍
、
岳
の
木
場
の
マ
イ
ナ
ス
一
九
五
㍍
、

サ
ン
ス
パ
大
村
の
マ
イ
ナ
ス
二
〇
〇
㍍
な
ど
で
あ
る
。
大
村
市
付
近
で
は
か
な
り
深
い
と
こ
ろ
に
多
良
岳
火
山
の
基
盤
岩
を
な
す
古
第
三
系
が
分
布
す

る
。
こ
の
こ
と
と
諫
早
市
東
部
の
ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
な
ど
か
ら
、
彼
杵
―
黒
木
の
谷
を
結
ぶ
線
と
箕
島
―
諫
早
市
長
田
町
を
結
ぶ
線
に
挟
ま
れ
た
西

北
西
か
ら
東
南
東
方
向
の
古
第
三
系
の
落
ち
込
み（
地
溝
）が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
地
質
構
造

大
村
市
を
含
め
諫
早
炭
田
地
域
の
古
第
三
系
は
、
地
質
図
（
山
崎
達
雄
ほ
か

（
一
九
六
五
）「
諫
早
炭
田
の
地
質
」）
を
見
る
と
北
西
か
ら
南
東
方
向
の
多
く
の
断

層
に
よ
っ
て
切
ら
れ
て
い
る
。
矢
上
地
区
で
は
五
六
〇
万
年
前
に
活
動
し
た
行ぎ

ょ
う
せ
ん仙

岳だ
け

火
山
岩
類（
山
崎
達
雄
ほ
か　

一
九
六
五
）「
諫
早
炭
田
の
地
質
」）の
貫
入
に
よ
っ
て

古
第
三
系
が
ド
ー
ム
状
に
隆
起
し
、
地
層
が
変
形
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
地
層

の
配
列
は
か
な
り
整
然
と
し
、
地
層
の
上
下
関
係
も
分
か
り
や
す
い
。
一
方
、
三
浦

半
島
地
域
の
地
層
の
傾
き
を
走
向
線
図（
１
）（
略
図
）
を
描
い
て
み
る
と
全
体
と
し
て

地
層
の
配
列
が
不
規
則
、
複
雑
で
あ
る（
図
１
─
２
）。
特
に
鈴
田
川
河
口
周
辺
か
ら
日

泊
付
近
に
か
け
て
の
地
域
で
は
多
く
の
断
層
や
火
成
岩
の
貫
入
が
見
ら
れ
地
層
の
傾

き
も
か
な
り
乱
れ
、
急
傾
斜
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
三
浦
半
島
で
は
そ
の
断
層
の
う

ち
北
東
側
か
ら
日
焼
川
―
風
観
岳
を
通
る
断
層
、
内
倉
を
通
る
断
層
及
び
祝
崎
―

日
泊
―
真
崎
を
通
る
断
層
の
三
本
の
断
層
が
あ
る
。
祝
崎
―
日
泊
―
真
崎
を
通
る

二

図1‐2　三浦半島の走向線略図　矢印は、矢印の向きの左側に下り傾斜を持つ
地層の走向を示す　諫早付近に比べると走向線の方向に規則性が見ら
れない
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断
層
上
の
県
立
病
院
入
り
口
付
近
で
は
逆
転
層（
２
）（
Ｎ
五
五
度
Ｗ
、
傾
斜
角
八
六
度
Ｎ
Ｅ
）が
、
諫
早
市
東
大
川
沿
い
で
は
北
東
に
七
〇
度
の
急

傾
斜
を
示
す
地
層
が
、
割わ

り

籠ご

井い

─
内
倉
を
通
る
断
層
の
北
西
延
長
の
与
崎
で
は
Ｎ
三
〇
度
Ｅ
、　

六
〇
度
Ｗ
で
、
す
ぐ
隣
の
東
浦
東
部
で
は
Ｎ
Ｓ
、

六
〇
度
Ｅ
と
近
接
し
た
場
所
で
傾
斜
の
向
き
が
極
端
に
違
う
急
傾
斜
し
た
地
層
が
見
ら
れ
る
。
三
浦
半
島
で
は
新
第
三
紀
の
岩
松
デ
イ
サ
イ
ト

に
よ
る
貫
入（
七
〇
〇
万
年
前
）を
受
け
て
特
に
釜
川
内
付
近
で
は
変
形
が
著
し
い
。
更
に
北
北
東
―
南
南
西
と
北
西
―
南
東
方
向
に
褶
曲
軸（
３
）

を
持
つ
多
く
の
細
か
い
褶
曲
が
記
載
さ
れ
て
い
る（
山
崎
達
雄
ほ
か　

一
九
六
五
）。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
地
域
の
地
層
の
傾
き
は
、
断
層
・
褶
曲
及

び
火
成
岩
の
貫
入
な
ど
の
影
響
を
受
け
複
雑
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
古
第
三
系
は
堆
積
後
に
構
造
運
動
（
断
層
や
褶
曲
な
ど
の
活
動
）

を
受
け
た
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
恐
ら
く
多
良
岳
火
山
の
火
山
岩
噴
出
以
前
に
す
で
に
何
ら
か
の
地
質
構
造
が
で
き
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
地
層
の
特
徴

大
村
市
南
部
の
三
浦
半
島
を
中
心
に
分
布
す
る
古
第
三
系
は
、
始
新
統
の
諫
早
層
群
毛
屋
層
と
矢
上
層
群
の
侍さ

ぶ
ら
い
し石

層
、
切き

り
み
や宮

層（
鎌
田
泰
彦

（
一
九
五
七
）「
長
崎
県
矢
上
炭
田
東
長
崎
町
地
区
の
古
第
三
系
層
序
」）で
あ
る
。

箕
島
で
は
凝
灰
質
細
粒
砂
岩
が
露
出
し
、
矢
上
層
群
の
平
木
場
層
の
延
長
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
松
井
和
典
・
水
野
篤
行（
一
九
六
六
）五
万

分
の
一
地
質
図
幅
説
明
書『
大
村
』）。
大
村
市
与
崎
付
近
の
古
第
三
系
に
つい
て
は
、
一
瀬　

亘（
一
九
五
三
）「
大
村
市
南
部
の
地
質
に
就
て
」

に
詳
し
い
報
告
が
あ
る
。

毛
屋
層
は
約
六
〇
〇
㍍
の
層
厚
を
持
ち
、
与
崎
付
近
及
び
釜
川
内
付
近
か
ら
祝
崎
更
に
南
方
日
泊
に
か
け
て
の
地
域
に
比
較
的
広
く
分

布
す
る
ほ
か
、
上
鈴
田
付
近
や
そ
の
南
方
の
内
倉
に
も
露
出
す
る
。
鈴
田
峠
付
近
に
は
比
較
的
良
い
露
頭
が
あ
り
、
砂
岩
泥
岩
の
互
層
と

炭た
ん
し
つ
け
つ
が
ん

質
頁
岩
を
含
む
毛
屋
層
が
見
ら
れ
る
。
鈴
田
川
河
口
付
近
南
部
に
お
け
る
層
序
を
総
合
す
る
と
毛
屋
層
下
部
で
は
砂
岩
に
と
み
、一
部
に
泥

岩
と
炭
質
頁
岩
を
挟
む
。
毛
屋
層
上
部
で
は
、
か
な
り
頻
繁
に
炭
質
頁
岩
及
び
粗
悪
な
炭
層
を
挟
む
砂
岩
泥
岩
互
層
と
な
る
傾
向
が
あ
る
。

毛
屋
層
下
部
の
砂
岩
は
中
粒
、
塊
状
、
白
色
、
ア
ル
コ
ー
ズ
質
で
、
釜
川
内
で
は
毛
屋
層
下
部
の
白
色
中
粒
砂
岩
層
と
含
炭
層
が
観
察
さ
れ

る（
写
真
１
─
２
）。
二
〇
一
〇
年
に
行
わ
れ
た
与
崎
の
道
路
拡
幅
工
事
に
伴
っ
て
出
現
し
た
国
道
切
り
割
り
で
は
Ｎ
五
度
Ｗ
〜
Ｎ
Ｓ
、
六
〇
度
Ｗ
で

三
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急
傾
斜
を
示
す
雲
母
の
微
細
片
を
多
量
に
含
ん
だ
中
粒
砂
岩
が
主
で
、
炭
質
頁
岩
及
び
炭
層
を
含
ん
だ
地
層（
写
真
１
─
３
）
が
観
察
さ
れ
た
。
毛

屋
層
下
部
は
、
一
瀬
（
一
九
五
三
）に
よ
る
と
与
崎
層
と
東
浦
層
に
当
た
る
。
一
瀬
は
与
崎
層
を
白
色
ア
ル
コ
ー
ズ
砂
岩
、
褐
色
砂
岩
、
頁
岩

な
ど
の
互
層
よ
り
成
り
、
そ
の
上
部
に
は
炭
質
頁
岩
四
枚
を
挟
有
し
て
お
り
、
そ
の
厚
さ
は
約
二
六
〇
㍍
で
、
東
部
で
は
Ｎ
三
〇
度
Ｗ
、
四
〇

度
Ｗ
、
最
上
部
一
〇
㍍
の
白
色
ア
ル
コ
ー
ズ
砂
岩
層
に
は
海
緑
石
の
細
粒
を
含
む
と
し
、
毛
屋
層
か
ら
多
産
す
る
貝
化
石
と
植
物
化
石
及
び
釜

川
内
、
鈴
田
峠
付
近
な
ど
か
ら
産
出
す
る
貝
化
石
、
植
物
化
石
を
ま
と
め
て
記
載
し
て
い
る
。
表
１
─
１
に
は
大
村
地
域
に
こ
れ
ま
で
に
報
告
さ

れ
て
い
る
産
出
化
石
を
示
す
。

毛
屋
層
上
部
の
砂
岩
は
比
較
的
細
粒
に
な
る
。
泥
岩
は
上
部
に
圧
倒
的
に
多
い
が
、
こ
れ
は
多
く
の
場
合
植
物
片
の
化
石
や
薄
い
炭
層
を

含
ん
で
お
り
、
一
瀬
（
一
九
五
三
）に
よ
る
と
釜
川
内
層
に
相
当
す
る
。
南
部
の
祝
崎
別
荘
地
に
近
い
大
規
模
な
露
頭（
写
真
１
─
４
）
で
は
、
毛

屋
層
上
部
の
中
粒
砂
岩
と
泥
岩
・
炭
質
頁
岩
の
互
層
が
見
ら
れ
、
更
に
上
部
に
は
粗
悪
な
石
炭
を
挟
ん
で
い
る
。
地
層
の
傾
き
は
Ｎ
六
〇
度

写真1‐2　釜川内の毛屋層下部の露頭　
一部に石炭層を挟む（1996年撮影）

写真1‐４　釜川内の大露頭　毛屋層上部の砂岩・泥岩互
層で、左落ちの正断層と最上位には白色の摺
出石凝灰角礫岩が不整合関係でのる（1978
年撮影）

写真1‐３　与崎国道拡幅工事に伴って出現した毛屋層下
部層の露頭　砂岩泥岩の互層で一部に石炭
層を挟む、地層は60°で手前側に傾斜してい
る。一瀬（1953）が与崎層を記載した場所で
あるが現在はコンクリートでふさがれ露頭は
見えない（2010年撮影）
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Ｅ
、
三
〇
度
Ｓ
で
、
Ｎ
五
〇
度
Ｗ
、
四
〇
度
Ｎ
Ｅ
方
向
の
落
差
三
㍍
ほ
ど

の
正
断
層
が
観
察
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
直
径
が
一
〇
㌢
㍍
程
度
の
黄
鉄

鉱
の
ノ
ジ
ュー
ル
と
貝
化
石
及
び
植
物
化
石
を
産
す
る
。
砂
岩
中
に
は
ク
ロ

ス
ラ
ミ
ナ（
４
）
が
見
ら
れ
る
。
上
部
は
不
整
合
で
摺

す
ず
り

出で

石い
し

凝
灰
岩
質
層
に

覆
わ
れ
る
。
ま
た
仏
舎
利
塔
登
り
口
で
は
岩
松
デ
イ
サ
イ
ト
の
貫
入
と

熱
水
変
質
を
受
け
て
い
る（
写
真
１
─
８
）。
祝
崎
別
荘
地
の
入
り
口
付
近
か

ら
は M

acom
a sp.

、
マ
テ
ガ
イ
の
化
石
が
採
集
さ
れ
た（
小
柳
孝
夫
ほ
か

（
一
九
八
四
）「
大
村
市
南
部
祝
崎
付
近
の
地
質
」）。
内
倉
川
の
東
を
流

れ
る
日ひ

焼や
け

川
の
川
沿
い
に
は
毛
屋
層
上
部
の
細
粒
砂
岩
と
暗
灰
色
泥
岩
の

互
層
が
見
ら
れ
地
層
の
傾
斜
は
、
Ｎ
五
度
Ｗ
、
二
八
度
Ｅ
を
示
し
、
泥
岩

か
ら
は
保
存
の
良
好
な
シ
ジ
ミ
及
び
カ
ワ
ニ
ナ
の
仲
間
を
多
産
す
る（
山
口

修
弘
ほ
か
（
一
九
八
四
）「
大
村
市
鈴
田
地
域
の
古
第
三
紀
層
」）。
鈴
田

峠
で
は
毛
屋
層
上
部
の
砂
岩
泥
岩
互
層
が
見
ら
れ
る
。
大
村
市
西
方
海

上
の
臼
島
に
分
布
す
る
白
色
・
中
粒
砂
岩
は
毛
屋
層
の
一
部
と
考
え
ら

れ
る
。

切
宮
層
は
約
一
〇
〇
～
一
八
〇
㍍
の
層
厚
を
持
ち
、
厚
い
白
色
中
粒

な
い
し
細
粒
砂
岩
層
を
主
と
し
、
最
下
部
に
は
海
緑
石
粒
を
多
量
に
含
む

泥
岩
（
厚
さ
一
〇
～
三
〇
㍍
）
層
が
あ
り
侍さ

ぶ
ら
い
し石

層
と
呼
ば
れ
、
大
村
湾
奥

付
近
と
内
倉
と
に
分
布
す
る
。
最
下
部
の
泥
岩
は
や
や
青
み
を
帯
び
た
暗
灰
色
を
示
す
が
、
風
化
す
る
と
黄
褐
色
と
な
る
。
全
体
と
し
て
不
均

質
で
あ
り
、
剥
離
性
が
著
し
い
。
雲
母
片
が
多
量
に
含
ま
れ
て
い
る
。
塊
状
で
層
理
が
不
明
瞭
で
あ
り
、
風
化
す
る
と
玉
葱
状
の
風
化
面
を
示
す
。

産地：与崎（毛屋層）
貝化石
Ostrea sp.、 Crassatellites sp.、 Corbicula(Cyrenobastissa) mirabilis (NAGAO)
Diplodonta confusa NAGAO、 Callista matsuraensis NAGAO
Macoma yamadai NAGAO、 Cutellus sp.
植物化石
Ulmus sp. ニレ属、 Salix sp. ヤナギ属、 Betula? sp. シラカンバ属、
Planera (Zelkova) ungeri ケヤキ属
産地：祝崎（毛屋層）
貝化石
Corbicula sp. カワニナ
産地：内倉（切宮層・侍石層）
貝化石
Athleta japonica NAGAO、 Portlandia sp.、
Venericardia nipponica YOKOHAMA、
Venericardia cfr. mandaica (YOKOYAMA)
Pitar kyushuensis (NAGAO)、 Pholadomya cf. margaritacea (Sow.)
有孔虫化石
Cyclamina pacifica BECK、 Plectina poronaiensis ASANO、
Trochammia sp.、 Cyclamina tanii ISHIZAKI

産地：箕島（平木場層）
貝化石
Portlandia thraciaeformis (STORER) , Lucinoma nagaoi OYAMA et MIZUNO

表1‐1　過去にこの地域で産出が報告された化石の一覧
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Cyclam
ina pacifica B

ECK

、

P
lectina poronaiensis 

A
SA

N
O

な
ど
の
有
孔
虫
を
多
産

し（
写
真
１
─
５
）、
ま
れ
に
小
型
二

枚
貝
の
化
石
が
含
ま
れ
て
い
る
。

内
倉
で
は V

enericardia cfr. 

m
andaica Y

O
K
O
Y
A
M

A  

及

び Portlandia sp.

の
貝
化
石
が

得
ら
れ
た
。
鈴
田
峠
で
は
、
泥

岩
の
上
位
に
切
宮
層
の
雲
母
片

を
多
く
含
む
中
粒
黄
褐
色
砂
岩
、

剥
離
性
に
富
む
三
㍍
の
厚
さ
を

持
つ
葉
片
状
の
黒
色
泥
岩
、
そ

の
上
位
に
厚
さ
六
㍍
の
海
緑
石

を
含
む
層
状
の
帯
緑
色
砂
岩
層
が
続
く（
小
柳
孝
夫（
一
九
七
五
）「
大
村
市
鈴
田
峠
付
近
の
地
層
」）。

平
木
場
層
は
暗
灰
色
泥
岩
を
主
と
し
、
ま
れ
に
凝
灰
岩
を
伴
っ
て
い
る
。
箕
島
で
は
東
西
方
向
の
断
層
の
南
側
に
凝
灰
岩
及
び
凝
灰
質
細

粒
砂
岩
が
露
出
し
て
い
る
。
凝
灰
岩
は
風
化
し
て
、
ク
リ
ー
ム
色
～
灰
白
色
と
な
り
、
砂
質
で
ラ
ミ
ナ
を
持
つ
。
凝
灰
岩
に
はM

afic

（
鉄
・
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
に
富
む
）
鉱
物
は
非
常
に
少
な
く
、
黒
雲
母
の
微
小
片
が
散
在
す
る
こ
と
か
ら
流
紋
岩
（
花
崗
岩
）
質
凝
灰
岩
と
思
わ
れ
る
。
凝
灰

質
細
粒
砂
岩
は
塊
状
で
多
少
ラ
ミ
ナ
を
有
す
る
程
度
で
あ
る
。
新
鮮
な
面
で
は
暗
灰
色
で
あ
る
が
、
風
化
し
て
多
少
緑
色
を
帯
び
た
黄
褐
色

を
示
す
。
砂
質
泥
岩
に
移
化
す
る
の
が
観
察
さ
れ
、
こ
の
中
か
らPortlandia thraciaeform

is (S
T
O
RER ), Lucinom

a nagaoi  O
Y
A
M

A   

1㎜6

1 2

3

4 5

7
1㎜

1㎝

写真1‐5　大村三浦半島産出の貝化石・有孔虫化石　
大村市三浦半島産　貝化石
１．Pitar kyushuensis (NAGAO)　［切宮層・侍石層］（産地：内倉）
２．Callista matsuraensis NAGAO　［切宮層・侍石層］（産地：内倉） 
３．Venericardia cfr mandaica (YOKOYAMA)　［切宮層・侍石層］（産地：内倉）
４．Pitar kyushuensis (NAGAO)　 ［毛屋層］（産地：祝崎）
５．Pholadomya cf. margaritacea (SOW.) 　［切宮層・侍石層］（産地：内倉）

（これらの標本は、長崎県教育センターに保管されている）
大村市三浦半島産　有孔虫化石（山口修弘　撮影）
６．Cyclamina pacifica BECK　［切宮層・侍石層］（産地：内倉）
７．Ｐlectina poronaiensis ASANO　［切宮層・侍石層］（産地：内倉）
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et  M
IZU

N
O  

が
発
見
さ
れ
て
い
る（
松
井
・
水
野　

一
九
六
六
）五
万
分
の
一
地
質
図
幅
説
明
書『
大
村
』）。

　
　
多
良
岳
火
山
地
域
の
古
第
三
系

多
良
岳
火
山
地
域
で
は
次
の
よ
う
な
地
層
が
見
ら
れ
る
。

北
部
の
嬉
野
町
横
竹
ダ
ム
付
近
で
は
漸ぜ

ん
し
ん
せ
い

新
世
の
杵き

島し
ま

層
群

佐さ

り里
砂
岩
層
（
平
木
場
相
当
層
）が
、
武
雄
市
平
原
で
は

骨
石
を
含
む
佐
里
砂
岩
層
下
部
が
、
更
に
嬉
野
町
下
宿

で
は
佐
里
砂
岩
層
上
部
が
露
出
す
る
。
嬉
野
吉
田
川
沿

い
納な

ん

戸ど

料り
ょ
うで

は
杵
島
層
の
有
田
化
石
帯
が
、
東
彼
杵
町

丹に

ぶ生
川か

わ
ち内

に
は
杵
島
層
が
露
出
す
る
。
表
１
─
２
南
部
の
大

村
・
諫
早
を
中
心
と
し
た
古
第
三
系
の
対
比
表
を
に
示
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
多
良
岳
火
山
地
域
の
北
部
あ
る
い

は
北
西
部
に
は
古
第
三
紀
漸
新
世
の
地
層
（
杵
島
層
群
以

上
）
が
、
南
部
に
は
始し

新し
ん
せ
い世

の
地
層
（
諫
早
層
群
）
と
漸

新
世
の
地
層（
矢
上
層
群
又
は
相お

う

知ち

層
群
）が
広
が
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
ボ
ー
リ
ン
グ
資
料

以
下
に
大
村
市
内
の
ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
を
参
考
の
た
め

四五

野島層群

佐世保層群	 佐世保層群

	 畑津頁岩層	 	 日切層
	 畑津砂岩層	 	 塩田層
	 行合野砂岩層	 	 百合岳層
	 佐里砂岩層	 	 徳万層○	 平木場層tf

杵島層	 間瀬層	 洗切層	 	
大明寺層○

	 	 	 	 山口層
	 	 	 崎戸層●coal	 長与層	 長与頁岩礫岩互層	 船津層○
	 芳ノ谷層●	 	 	 	 長与頁岩層
	 厳木層●	 	 苺島層○	 	 矢上砂岩層
	 	 	 	 	 矢上含礫砂岩層
	 	 	 	 切宮層	 古賀夾炭層	 下部伊王島層	 坂瀬川層群
	 	 	 	 侍石層○	 古賀塊状砂岩層	 沖ノ島層○
	 	 	 	 	 大村シルト
	 	 	 	 毛屋層●	 大村夾炭層	 端島層●	 砥石層
	 	 	 	 	 	 二子島層●	 教良木層
	 	 	 	 	 諫早板状砂岩	 	 白岳層
	 	 	 	 	 諫早砂岩頁岩互層
	 	 	 	 江ノ浦層	 江ノ浦頁岩層	 香焼層

	 	 寺島層●
	 	 赤崎層	 北浦層	 	 	 赤崎層
	 	 圧砕花崗岩	 	 	 白亜系

佐
世
保
・

相
浦
階

西
彼
杵
階

筑
紫
階
下
部

中
新
世

筑
紫
階
上
部

漸
新
世

階 北松〜唐津 崎戸・大島 高島 天草 三
池階水野（1963） 森永（1957）

大村・諫早

始
新
世

間
瀬
階

船
津
階

大
辻
階

沖
ノ
島
階

万
田
層
階

直
方
階

有
明
上
部

有
明
中
部

高
島
階

大
牟
田
層
群

唐
津
層

西
彼
杵
層
群

相
知
層
群

松
島
層
群

表1‐2　古第三系の対比表� （水野（1963）及び森永（1957）をもとに編集）

　○：海水性貝化石　　●：淡水・汽水性貝化石
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に
記
載
す
る
。

■
１
．
田
下
の
萱
瀬
温
泉
掘
削
ボ
ー
リ
ン
グ（
標
高
一
〇
〇
㍍
）で
は
、
深
度
五
〇
㍍
付
近
か
ら
八
五
㍍
付
近
ま
で
凝
灰
質
砂
岩
、一
六
〇
㍍
ま

で
は
細
粒
砂
岩
、
三
二
八
㍍
ま
で
は
一
部
石
炭
、
炭
質
頁
岩
を
含
む
砂
質
頁
岩
と
細
粒
砂
岩
の
互
層
、
そ
れ
以
下
六
二
五
㍍
ま
で
は
砂
質
頁

岩
と
細
粒
砂
岩
の
互
層
か
ら
な
る
。
ま
た
、一
瀬　

亘（
一
九
五
二
）「
大
村
市
の
自
然
環
境
」に
よ
る
と
氷
川
神
社
の
郡
川
寄
り
の
ボ
ー
リ
ン
グ

で
は
二
五
〇
㍍
で
、
三
・
六
尺
の
石
炭
層
に
当
た
り
、
六
枚
の
炭
層
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
メ
タ
ン
ガ
ス
の
発
生
が
認
め
ら
れ
た
。
炭
層

を
挟
む
こ
と
か
ら
相
知
層
群
の
芳
ノ
谷
層
付
近
に
対
比
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

■
２
．
富
ノ
原
地
下
水
調
査
ボ
ー
リ
ン
グ
で
は
深
度
二
八
六
・
〇
〇
㍍
か
ら
三
〇
〇
・
五
〇
㍍
に
諫
早
層
群
よ
り
む
し
ろ
杵
島
層
群
に
属
す

る
と
考
え
ら
れ
る
粗
粒
砂
岩
に
類
似
す
る
地
層
が
存
在
す
る（
松
下
久
道
ほ
か（
一
九
七
四
）「
大
村
市
富
ノ
原
の
地
下
地
質
」）。

■
３
．
野
岳
温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ
位
置
推
定
資
料
（
標
高
二
七
〇
㍍
）の
中
で
古
川
俊
太
郎
の
説
に
よ
る
と
海
抜
マ
イ
ナ
ス
二
一
〇
～
マ
イ
ナ
ス

六
〇
〇
㍍
の
深
さ
で
城
山
砂
岩
層
（
切
宮
・
侍
石
層
相
当
）、
マ
イ
ナ
ス
六
〇
〇
～
マ
イ
ナ
ス
九
五
〇
㍍
の
深
さ
で
毛
屋
層
相
当
を
考
え
て
い

る
。

■
４
．
大
村
ゆ
の
華
温
泉（
サ
ン
ス
パ
お
お
む
ら
）で
は
、
マ
イ
ナ
ス
二
〇
〇
㍍
付
近
か
ら
濃
灰
色
か
ら
暗
灰
色
の
砂
質
泥
岩
あ
る
い
は
泥
岩
か
ら

な
る
侍
石
層
以
下
の
地
層
が
一
四
〇
〇
㍍
の
深
さ
ま
で
観
察
さ
れ
て
い
る
。

�

（
阪
口
和
則
）

註（
１
）　

走
向
線
図
と
は
、
地
層
の
傾
き
の
様
子
を
示
す
方
法
の
ひ
と
つ
で
、
そ
の
地
域
の
地
層
の
配
列
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
略
図
で
示
し
て
あ
る
。

（
２
）　�

両
側
か
ら
引
っ
張
る
力
が
働
い
て
い
る
場
所
で
は
正
断
層
が
、
圧
縮
す
る
力
が
働
く
場
所
で
は
逆
断
層
が
、
水
平
方
向
の
ず
れ
の
力
が
働
く
場
所
で
は

横
ず
れ
断
層
が
お
こ
る
。

（
３
）　

摺
曲
軸
と
は
、
摺
曲
の
尾
根
や
谷
の
方
向
を
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
方
向
か
ら
の
力
が
働
い
た
か
を
推
定
で
き
る
。

（
４
）　�

ラ
ミ
ナ
は
、
一
枚
の
地
層
が
で
き
る
と
き
の
水
の
流
れ
の
様
子
を
反
映
し
た
縞
模
様
の
こ
と
で
、
水
の
流
れ
が
緩
や
か
な
と
こ
ろ
で
は
水
平
な
縞
模
様

（
平
行
葉
理
）が
、
水
の
流
れ
の
速
い
と
こ
ろ
で
は
水
の
流
れ
を
反
映
し
た
斜
め
の
縞
模
様
が
で
き
る
。
こ
れ
を
斜
交
葉
理（
ク
ロ
ス
ラ
ミ
ナ
）と
い
う
。
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こ
の
地
域
を
、
大
村
市
の
三
浦
半
島
地
域
と
多
良
岳
火
山
地
域
に
分
け
て
記
載
す
る
。

　一　
大
村
市
三
浦
半
島
地
域
の
地
質

■
１
．
地
質
概
説

こ
の
地
域
の
基
盤
岩
は
古
第
三
系
の
諫
早
層
群
か
ら
矢
上
層
群
で
あ
る
。
新
第
三
紀
の
岩
松
デ
イ
サ
イ
ト
は
古
第
三
系
を
貫
く
岩
体
で
、
上

位
の
地
層
か
ら
覆
わ
れ
た
り
玄
武
岩
に
よ
っ
て
貫
か
れ
た
り
し
て
い
る
。
摺す

ず
り
で出

石い
し

凝
灰
質
岩
層
は
下
位
の
古
第
三
系
や
岩
松
デ
イ
サ
イ
ト
を
不

整
合
に
覆
っ
て
分
布
す
る
。
摺
出
石
凝
灰
質
岩
層
は
、
田
久
保
や
今
村
な
ど
で
玄
武
岩
の
溶
岩
や
ス
コ
リ
ア
に
覆
わ
れ
る
。
三
浦
半
島
で
は
こ
の

玄
武
岩
溶
岩
は
、
そ
の
下
位
に
厚
さ
二
㍍
ほ
ど
の
玄
武
岩
質
ス
コ
リ
ア
を
伴
っ
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
玄
武
岩
溶
岩
は
、
日
岳
玄
武
岩
類
で
あ
り

摺
出
石
凝
灰
質
岩
層
を
覆
い
、
多
良
火
山
噴
出
物
の
鈴
田
川
凝
灰
角
礫
岩
層
に
覆
わ
れ
る
。
古
第
三
系
・
日
岳
玄
武
岩
・
摺
出
石
凝
灰
質
岩

層
及
び
鈴
田
川
凝
灰
角
礫
岩
層
は
、
最
上
位
の
い
わ
ゆ
る「
く
さ
り
礫
」を
含
む
多
良
火
山
麓
扇
状
地
堆
積
物（
土
石
流
堆
積
物
）に
覆
わ
れ
る
。

■
２
．
地
質
各
論

１　

古
第
三
系

 

こ
の
地
域
の
火
山
岩
類
の
基
盤
岩
で
あ
る
古
第
三
系
に
つい
て
は
松
井
ほ
か（
一
九
六
六
）、山
崎
達
雄
ほ
か（
一
九
六
五
）、一
瀬（
一
九
五
三
）

な
ど
の
詳
し
い
報
告
が
あ
る
。
そ
の
地
質
年
代
は
産
出
化
石
か
ら
古
第
三
紀
・
始
新
世
の
諫
早
層
群
毛け

屋や

層そ
う

か
ら
矢
上
層
群
侍さ

ぶ
ら
い
し石

層そ
う

、
切き

り
み
や宮

層そ
う

に
対
比
さ
れ
て
い
る
。

２　

岩
松
デ
イ
サ
イ
ト（
１
）（
角
閃
石
黒
雲
母
石
英
安
山
岩
）

松
井
ほ
か（
一
九
六
六
）で
は
、
こ
れ
を
角
閃
石
黒
雲
母
石
英
安
山
岩
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。

鈴
田
川
流
域
惣
原
・
岩
松
付
近
に
露
出
し
、
一
部
は
大
村
湾
の
臼
島
を
構
成
し
て
い
る
岩
石
で
あ
る
。
鈴
田
川
流
域
で
は
東
西
約
一
・
五

第
三
節
　
多
良
岳
火
山
地
域
及
び
そ
の
他
の
火
山
岩
類
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㌔
㍍
に
わ
た
っ
て
露
出
し
て
い
る
。

岩
松
デ
イ
サ
イ
ト
は
と
こ
ろ
に
よ
り
多
少
岩
質
を
異
に
す
る
が
、

黒
雲
母
・
斜
長
石
及
び
少
量
の
石
英
・
角
閃
石
を
有
す
る
斑は

ん
じ
ょ
う状

岩が
ん

で
、
鈴
田
川
流
域
の
も
の
は
青
灰
色
～
淡
黄
色
を
呈
す
る
。
全
体

に
風
化
作
用
を
受
け
て
お
り
、
風
化
面
は
黄
色
の
砂
状
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
有
色
鉱
物
の
斑は

ん
し
ょ
う晶

は
少
な
く
、
黒
雲
母
は
ほ
と

ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
斜
長
石
斑
晶
も
臼
島
の
も
の
に
比
べ
て
小
さ

い
。
臼
島
で
は
一
㌢
㍍
内
外
の
斜
長
石
斑
晶
を
多
く
含
有
し
、
一
～

二
㍉
㍍
の
黒
雲
母
を
多
く
有
す
る
暗
灰
色
の
斑
状
岩
で
、
斜
長
石
の

周
縁
部
は
風
化
の
た
め
褐
色
を
帯
び
て
い
る
。
岩
松
デ
イ
サ
イ
ト
は
、

古
第
三
系
を
貫
き
（
鈴
田
小
学
校
裏
、
田
久
保
な
ど
）、
摺
出
石
凝

灰
質
岩
層
及
び
鈴
田
川
凝
灰
角
礫
岩
層
に
覆
わ
れ
る
。

３　

摺
出
石
凝
灰
質
岩
層

一
瀬（
一
九
五
三
）は
、
基
盤
岩（
古
第
三
系
）よ
り
も
後
期
の
砂

層
、
礫
層
を
後
期
水
成
岩
と
称
し
、
そ
れ
は
集
塊
岩
に
覆
わ
れ
る

と
し
た
。
ま
た
、
橘　

行
一（
一
九
五
八
）「
昭
和
三
十
二
年
七
月
の

多
良
火
山
の
山
崩
れ
に
つ
い
て
」
で
は
、
多
良
火
山
の
安
山
岩
質
集

塊
岩
類
の
基
底
部
に
分
布
す
る
一
部
安
山
岩
の
円
礫
を
含
ん
だ
白

色
凝
灰
岩
層
を
凝
灰
質
礫
岩
層
（
大
渡
野
層
）
と
定
義
し
、
風ふ

う
か
ん観

岳だ
け

付
近
で
多
孔
質
玄
武
岩
に
覆
わ
れ
る
凝
灰
角
礫
岩
層
も
そ
の
一

（阪口和則・西村暉希、1995　原図を一部改変）図1‐3　大村市三浦半島地質図　

1.毛屋層下部　2.岩松石英安山岩　3.摺出石凝灰質岩層　4.鎌倉山・琴ノ尾岳などの輝石安山岩類　5.岩松玄武岩類　6.鈴田川凝灰角礫岩
7.日岳玄武岩類　8.多良火山輝石安山岩類　9.多良火山麓扇状地堆積物　10.ASO─4火山灰層　11.スコリア　12.玄武岩岩脈　13.貝化石産地
14.有孔虫化石産地　15.毛屋層上部　16.侍石層・切宮層
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部
で
あ
る
と
し
た
。
更
に
凝
灰
質
礫
岩
層（
大
渡
野
層
）は
、Fagus sp. Q

uercus sp. 

そ
の
他

の
植
物
化
石
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
茂
木
・
喜
々
津
両
植
物
化
石
層
と
時
代
的
に
密
接
な
関
係
に

あ
る
堆
積
物
で
あ
る
と
し
た
。

山
崎
達
雄
ほ
か（
一
九
六
五
）は
、
日
岳
一
帯
の
松
浦
玄
武
岩
類
は
そ
の
基
底
に
お
い
て
厚
さ
約

三
〇
㍍
の
凝
灰
質
岩
層
を
被
覆
し
て
お
り
、
こ
の
凝
灰
質
岩
層
が
摺
出
石
の
東
斜
面
に
摸
式
的

に
露
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
摺
出
石
凝
灰
質
岩
層
と
命
名
し
た
。
そ
し
て
川
棚
町
付
近
の
褐か

つ
て
っ
こ
う
そ
う

鉄
鉱
層

と
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

摺
出
石
凝
灰
質
岩
層
は
釜
川
内
、
内
倉
、
摺
出
石
及
び
日
泊
の
高
所
を
走
る
農
道
沿
い
な
ど

に
分
布
し
、
日
岳
玄
武
岩
溶
岩
に
覆
わ
れ
る
。
主
に
安
山
岩
の
角
礫
、
亜
角
礫
、
円
礫
、
レ
ン

ズ
状
の
砂
層
や
泥
層
、
軽
石
層
な
ど
か
ら
な
る
厚
さ
約
三
〇
㍍
の
火
山
性
の
堆
積
物
で
側
方
変
化

が
激
し
い
。
礫
の
大
き
さ
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
～
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
で
、
円
礫
層
の
部
分
で
の
分
級

は
良
く
な
い
。
砂
層
や
泥
層
は
薄
層
理
を
示
し
、
と
き
に
植
物
化
石
を
含
む
。
多
く
の
Ｅ
Ｗ
～
Ｎ

八
〇
度
Ｗ
方
向
の
小
さ
な
断
層
に
よ
っ
て
切
ら
れ
て
い
る
。
角
閃
石
安
山
岩
の
礫
を
多
く
含
む
こ

と
か
ら
喜
々
津
植
物
化
石
層
の
延
長
と
考
え
ら
れ
る
。
礫
の
種
類
は
場
所
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る

が
、
角
閃
石
安
山
岩
が
主
体
で
、
複
輝
石
安
山
岩
、
玄
武
岩
、
古
第
三
系
の
砂
岩
、
泥
岩
な
ど

か
ら
な
る
。
一
部
で
下
位
の
堆
積
物
を
削
り
、
河
道
を
埋
め
る
構
造
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
河
道

堆
積
物
と
思
わ
れ
る（
写
真
１
─
６
）。

摺
出
石
凝
灰
質
岩
層
は
上
位
の
鈴
田
川
凝
灰
角
礫
岩
層
と
こ
の
地
域
で
分
布
が
隣
接
し
て
お

り
、
肉
眼
的
特
徴
が
よ
く
似
て
い
る
の
で
判
別
し
に
く
い
場
合
が
あ
る
。

写真1‐6　摺出石凝灰角礫岩　角礫層と砂層が積み重なっている、砂層の一部は上の角礫層によって溝状
にけずられている、河川の堆積物であろう
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４　

玄
武
岩
類

小
倉
（
一
九
一
九
）
は
、
郡
川
以
南
の
大
村
市
日
岳
付
近
に
分
布
す
る
玄
武
岩
を
一
括
し
て
普
通
玄
武
岩
と
し
、
石せ

っ

基き

は
斜
長
石
、
か
ん

ら
ん
石
、
チ
タ
ン
輝
石
及
び
磁
鉄
鉱
で
ガ
ラ
ス
は
見
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
橘　

行
一（
一
九
六
二
）「
茂
木
植
物
化
石
層
と
松
浦
玄
武
岩
」

に
よ
る
と
新
期
玄
武
岩
と
称
し
、
斑
晶
と
し
て
か
ん
ら
ん
石
、
チ
タ
ン
輝
石
、
黒
雲
母
を
含
み
結
晶
質
で
、
特
に
チ
タ
ン
輝
石
を
含
む
点
か
ら
、

松
本

夫
（
一
九
六
一
）「
北
九
州
松
浦
玄
武
岩
の
岩
石
学
的
研
究
」の
後
期
鮮
新
世
の
後
期
斑
状
玄
武
岩
類
（
Ｂ

３
）に
対
比
で
き
る
と
し
て

い
る
。山

崎
達
雄
ほ
か
（
一
九
六
五
）「
諫
早
炭
田
の
地
質
」
は
、
合
計
の
厚
さ
が
約
一
〇
〇
㍍
の
溶
岩
台
地
を
つ
く
り
、
日
岳
、
風
観
岳
な
ど
を

構
成
す
る
玄
武
岩
を
松
浦
玄
武
岩
類
と
し
、
そ
の
活
動
は
鮮せ

ん
し
ん
せ
い

新
世
末
か
ら
更
に
洪
積
世
に
ま
で
及
ぶ
と
し
て
い
る
。
松
井
ほ
か
（
一
九
六
五
）

五
万
分
の
一
地
質
図
幅
説
明
書
『
大
村
』
は
、
日
岳
、
風
観
岳
の
も
の
を
普
通
輝
石
か
ん
ら
ん
石
玄
武
岩
と
し
て
、
与よ

崎ざ
き

、
岩
松
、
鈴
田
な

ど
に
分
布
す
る
無
斑
晶
岩
で
緻ち

密み
つ

な
玄
武
岩
と
区
別
し
て
記
載
し
て
い
る
。
阪
口
和
則
・
田
島
俊
彦（
一
九
八
二
）「
大
村
市
今
富
町
岩
名
遺

跡
の
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
」
に
よ
る
と
岩
松
付
近
に
分
布
す
る
貫
入
玄
武
岩
類
及
び
ド
レ
ラ
イ
ト
を
松
浦
玄
武
岩
類
と
し
、
日
岳
玄
武
岩
類
を

新
期
玄
武
岩
類（
後
で
述
べ
る
多
良
岳
新
期
玄
武
岩
類
と
は
定
義
が
違
う
）と
し
て
区
別
し
て
い
る
。

（
１
）岩
松
付
近
の
玄
武
岩
：
岩
船
、
玖
島
崎
、
与
崎
、
白
鳥
、
三
浦
半
島
の
低
所
に
分
布

与
崎
で
は
、
摺
出
石
凝
灰
質
岩
層
を
岩
松
玄
武
岩
類
が
覆
っ
て
い
る
。
こ
の
地
よ
り
北
東
六
〇
〇
㍍
に
あ
っ
た
元
与
崎
温
泉
で
は
岩
松

玄
武
岩
類
が
鈴
田
川
凝
灰
角
礫
岩
層
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
る
。
ま
た
、
岩
松
駅
北
の
住
宅
裏
で
は
摺
出
石
凝
灰
質
岩
層
に
貫
入
し
た
岩
松

玄
武
岩
が
鈴
田
川
凝
灰
角
礫
岩
層
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
る（
写
真
１
─
７
）。
岩
松
玄
武
岩
は
黒
色
多
孔
質
で
そ
の
空
隙
に
は
玉ぎ

ょ
く
ず
い髄

が
晶
出
し
て
い

る
。
完か

ん
し
ょ
う晶

質し
つ

で
間
粒
状
組
織
を
示
し
、
か
ん
ら
ん
石
、
普
通
輝
石
が
多
い
。
か
ん
ら
ん
石
、
普
通
輝
石
は
僅
か
に
イ
ヂ
ン
グ
サ
イ
ト
あ
る
い

は
緑
泥
石
に
変
化
し
て
い
る
。
斜
長
石
は
〇
・
五
㍉
㍍
ほ
ど
の
大
き
な
短
冊
状
を
示
し
、
イ
ル
メ
ナ
イ
ト
と
磁
鉄
鉱
が
多
い
。
普
通
輝
石

か
ん
ら
ん
石
玄
武
岩
で
あ
る
。
玖
島
崎
、
寺
島
、
与
崎
、
岩
船
な
ど
に
分
布
す
る
も
の
も
同
じ
で
あ
る
。

（
２
）日
岳
付
近
の
玄
武
岩
：
日
岳
、
風
観
岳
、
伊
達
峰
、
三
浦
半
島
の
高
所
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大
村
市
多
良
岳
火
山
地
域
の
地
質

多
良
山
系
を
一
つ
の
大
き
な
火
山
と
見
る
か
、
い
く
つ
か
の
年
代
の
大
き
く
異
な
っ
た
火
山
活
動
の
集
積
で
で
き
た
火
山
と
考
え
る
か
、
多

良
岳
地
域
火
山
岩
類
の
「
火
山
」
と
し
て
の
と
ら
え
方
は
研
究
者
に
よ
っ
て
見
解
が
異
な
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
松
本

夫
他
（
一
九
七
三
）「
多

良
山
系
の
地
形
と
多
良
岳
火
山
灰
の
地
質
」
は
、
多
良
岳
火
山
岩
類
の
名
称
を
多
良
岳
、
五
家
原
岳
な
ど
の
山
陰
系
角
閃
石
安
山
岩
に
限
定

し
て
使
用
し
て
い
る
。
一
方
、
小
形
昌
徳
（
一
九
八
九
）「
九
州
北
西
部
、
多
良
岳
地
域
の
火
山
岩
質
」
は
玄
武
岩
マ
グ
マ
と
安
山
岩
マ
グ
マ
の
断

続
的
な
繰
り
返
し
に
よ
る
火
山
活
動
と
し
、
古
期
玄
武
岩
類
か
ら
新
期
安
山
岩
類
ま
で
を
多
良
岳
火
山
類
と
定
義
し
た
。
本
文
で
は
、
小
形

（
一
九
八
九
）の
考
え
に
そ
っ
て
先
多
良
岳
安
山
岩
類
よ
り
後
の
時
代
の
火
山
活
動
を
多
良
岳
火
山
岩
類
と
し
、
火
山
岩
類
の
記
載
を
行
う
。

■
１
．
地
質
概
説

多
良
岳
火
山
は
、
第
四
紀
更
新
世
前
―
中
期
に
活
動
し
た
大
規
模
な
成せ

い
そ
う層

火か

山ざ
ん（

３
）で
あ
る
。
多
良
岳
火
山
の
活
動
は
、
古
期
玄
武
岩
類
、

郡
川
火
山
岩
類
、
古
期
安
山
岩
類
、
新
期
玄
武
岩
類
と
新
期
安
山
岩
類
に
区
分
さ
れ
る
。
古
期
玄
武
岩
類
は
千
綿
川
、
郡
川
、
日
岳
、
山

茶
花
、
竹
崎
、
糸
岐
川
な
ど
多
良
火
山
の
南
側
を
除
く
山
麓
に
分
布
し
平
坦
な
溶
岩
流
地
形
を
呈
す
る
。
郡
川
火
山
岩
類
は
北
側
の
鹿
島
市

平
谷
及
び
西
側
斜
面
の
萱
瀬
ダ
ム
か
ら
久き

ゅ
う
ら良

原ば
る

な
ど
に
分
布
し
、
玄
武
岩
な
い
し
玄
武
岩
質
安
山
岩
の
溶
岩
及
び
火か

砕さ
い

岩が
ん

類（
４
）の
互
層
か
ら

な
る
。
古
期
安
山
岩
類
は
竜
頭
泉
、
大
村
の
野
岳
湖
周
辺
、
雄ま

す
ら
がヶ

原は
ら

、
諫
早
の
白
木
峰
、
富
川
、
境
川
の
轟
の
滝
、
小
長
井
の
広
川
原
な
ど

二

日
岳
及
び
風
観
岳
を
つ
く
る
黒
色
～
灰
黒
色
の
玄
武
岩
は
斑
晶
鉱
物
が
大
き
く
、
か
ん
ら
ん
石
と
普
通
輝
石
で
で
き
て
お
り
、
斑
晶
に

は
斜
長
石
は
存
在
し
な
い
。
斑
晶
の
か
ん
ら
ん
石
は
イ
ヂ
ン
グ
サ
イ
ト
か
緑
泥
石
に
変
化
し
て
い
る
。
填て

ん
か
ん間

～
間か

ん
り
ゅ
う粒

状じ
ょ
う

組
織
を
示
し
、
黒

雲
母
あ
る
い
は
金き

ん

雲う
ん

母も

を
含
む
の
が
特
徴
で
、
普
通
輝
石
が
多
い
。
単
斜
輝
石
の
一
部
は
砂
時
計
構
造
を
示
す
チ
タ
ン
普
通
輝
石
で
あ
る

が
量
的
に
は
少
な
い
。
イ
ル
メ
ナ
イ
ト
や
磁
鉄
鉱
が
多
く
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
Ｋ
─
Ar
年
代
と
し
て
三
・
五
Ｍａ（
２
）（
三
五
〇
万
年
前
）の
年

代
値
が
求
め
ら
れ
て
い
る（
土
志
田
潔
ほ
か
（
二
〇
〇
二
）「
長
崎
・
佐
賀
県
有
田
―
佐
世
保
―
川
棚
―
大
村
地
区
と
山
口
県
見
島
の
Ｋ
─

Ar
年
代
お
よ
び
火
山
の
時
空
分
布（
演
旨
）」）。
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に
分
布
し
、
古
期
玄
武
岩
類
や
郡
川
火
山
岩
類
を
覆
っ
て
中
心
火
口
か
ら
放
射
状
に
流
下
し
た
溶
岩
流
と
火
砕
岩
か
ら
な
り
、
こ
れ
ら
の
一
部

は
側そ

く

火か

口こ
う

か
ら
流
出
し
た
。
大
村
・
諫
早
地
域
の
古
期
安
山
岩
類
の
下
位
に
は
凝
灰
角
礫
岩
の
堆
積
物
が
あ
り
こ
れ
を
阪
口
和
則
・
山
口
修
弘

（
二
〇
〇
七
）「
大
村
市
岩
松
付
近
の
地
質
―
特
に
鈴
田
川
凝
灰
角
礫
岩
の
分
布
と
層
序
」は
鈴
田
川
凝
灰
角
礫
岩
と
名
付
け
た
。

古
期
玄
武
岩
類
、郡
川
火
山
岩
類
及
び
古
期
安
山
岩
類
の
三
火
山
岩
類
に
つい
て
は
一
・
三
〜
一
Ｍａ
の
Ｋ
─
Ar
年
代（
２
）が
得
ら
れ
て
い
る（
小

形
昌
徳・富
岡
宣
雄（
一
九
九
一
）「
多
良
岳
地
域
の
火
山
岩
類
の
Ｋ
─
Ar
年
代
」）。
新
期
玄
武
岩
類
は
赤
木
、
大
野
原
、
国
見
岳
、
郡
岳
下
部
、

赤
似
田
、
鉢
巻
山
、
小
長
井
の
平
原
な
ど
に
分
布
し
、
北
西
及
び
東
斜
面
に
点
在
す
る
ス
コ
リ
ア
丘
と
そ
こ
か
ら
流
出
し
た
溶
岩
で
あ
り
、
〇
・

七
〜
〇
・
八
Ｍａ
の
Ｋ
─
Ar
年
代
が
得
ら
れ
て
い
る（
小
形
・
高
岡　
一
九
九
一
）。
新
期
安
山
岩
類
は
郡
岳
、
武
留
路
山
、
五
家
原
岳
、
多
良
岳
、

帆
柱
岳
な
ど
に
分
布
し
、
山
体
の
四
方
の
斜
面
に
分
布
す
る
厚
い
溶
岩
流
で
あ
り
、
中
央
火
口
か
ら
放
射
状
に
流
れ
た
も
の
と
側
火
口
か
ら
流

出
し
た
も
の
と
が
あ
る
。
〇
・
四
〜
〇
・
六
Ｍａ
の
Ｋ
─
Ar
年
代
が
得
ら
れ
て
い
る（
小
形
・
高
岡　
一
九
九
一
）。
こ
れ
ら
の
古
期
玄
武
岩
類
か
ら

新
期
安
山
岩
類
ま
で
の
火
山
岩
類
を
覆
っ
て
火
山
麓
扇
状
地
が
発
達
す
る
。

本
地
域
の
鮮
新
世
の
火
山
活
動
は
、
先
多
良
岳
安
山
岩
類
と
日
岳
玄
武
岩
で
あ
る
。
先
多
良
岳
安
山
岩
類
は
佐
賀
県
鹿
島
市
の
琴こ

と

路じ

岳だ
け

、

浄
土
山
、
嬉
野
市
岩
屋
川
内
川
、
千
綿
川
、
大
村
久
良
原
な
ど
多
良
岳
火
山
の
北
な
い
し
北
西
斜
面
に
分
布
し
、
多
良
岳
火
山
岩
類
に
覆
わ

れ
る
火
山
岩
類
で
、
玄
武
岩
か
ら
デ
イ
サ
イ
ト
ま
で
多
様
な
岩
相
を
示
す
（
小
形　

一
九
八
九
）。
日
岳
玄
武
岩
は
、
本
地
域
西
端
の
大
村
市

三
浦
半
島
に
分
布
す
る
か
ん
ら
ん
石
玄
武
岩
の
溶
岩
・
火
砕
岩
で
あ
る
。

本
地
域
の
中
新
世
の
火
山
岩
類
は
、
杵
島
地
域
の
唐と

う
せ
ん
ざ
ん

泉
山
安
山
岩
類（
松
本　

一
九
七
三
）と
本
地
域
南
西
端
の
大
村
市
岩
松
付
近
に
分
布

す
る
岩
松
デ
イ
サ
イ
ト
で
あ
る
。
鹿
島
市
の
唐
泉
山
を
中
心
と
し
杵
島
か
ら
小
城
に
か
け
た
地
域
に
は
、
著
し
く
熱
水
変
質
を
受
け
た
緑
色

を
呈
す
る
溶
岩
、
軽
石
凝
灰
岩
、
凝
灰
角
礫
岩
な
ど
様
々
な
火
山
岩
類
が
分
布
す
る
。
岩
質
は
、
輝
石
安
山
岩
―
角
閃
石
デ
イ
サ
イ
ト
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
東
彼
杵
町
の
虚
空
蔵
山
及
び
多
良
岳
火
山
の
北
西
部
を
構
成
す
る
後
期
中
新
世
の
北
松
浦
玄
武
岩
及
び
同
時
代
の
安
山
岩
に

対
比
さ
れ
る
火
山
岩
類
で
あ
る
。
岩
松
デ
イ
サ
イ
ト
は
七
・
二
八
Ｍａ
の
フ
ィ
ッ
シ
ョン
ト
ラ
ッ
ク
年
代
を
示
す（
宮
地
六
美・松
本

夫（
一
九
九
二
）

「
多
良
岳
地
域
の
火
山
岩
類
の
フ
ィ
ッ
シ
ョン
ト
ラ
ッ
ク
年
代
」）。
岩
松
デ
イ
サ
イ
ト
は
大
村
市
岩
松
町
付
近
で
は
古
第
三
系
の
毛
屋
層
に
貫
入
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� （1/20万松井（1989）「長崎」、星住ほか（2004）「熊本」地質図、阪口ほか（1973）、阪口（2005）により編集）
図1‐4　多良岳地質図　
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し
擾じ

ょ
う
ら
ん乱

と
熱
水
変
質
を
与
え
て
い
る（
写
真
１
─
８
）。

本
地
域
の
始
新
世
―
漸
新
世
の
堆
積
岩
は
、
佐
賀
県
武
雄
市
周
辺
、
福
岡
県
大
牟

田
市
周
辺
、
長
崎
県
諫
早
市
周
辺
と
そ
れ
ら
地
域
に
囲
ま
れ
た
有
明
海
に
広
く
分
布

す
る
。
石
炭
層
の
発
達
か
ら
、
武
雄
市
周
辺
は
唐
津
炭
田
、
大
牟
田
周
辺
地
域
は
三

池
炭
田
、
諫
早
市
周
辺
地
域
は
諫
早
炭
田
に
属
す
る
。
三
池
炭
田
と
有
明
海
に
は
大

牟
田
・
諫
早
・
万
田
層
群
の
始し

新し
ん
と
う統

が
、
諫
早
炭
田
に
は
諫
早
・
矢
上
層
群
が
、
唐
津

炭
田
に
は
相お

う

知ち

・
杵
島
層
群
の
漸
新
統
が
分
布
す
る（
表
１
─
２
）。

■
２
．
地
質
各
論

１　

先
多
良
岳
安
山
岩
類

先
多
良
岳
安
山
岩
類
は
琴
路
岳
安
山
岩
、
岩
屋
川
内
安
山
岩
、
千
綿
川
安
山
岩・

境
川
安
山
岩
・
久
良
原
安
山
岩
な
ど
か
ら
な
る
。
琴
路
岳
安
山
岩
は
佐
賀
県
鹿
島

市
の
琴
路
岳
・
浄
土
山
な
ど
集
塊
岩
特
有
の
起
伏
の
激
し
い
山
体
を
つ
く
る
。
岩
屋

川
内
安
山
岩
・
千
綿
川
安
山
岩
・
境
川
安
山
岩
・
久
良
原
安
山
岩
な
ど
は
河
川
沿

い
に
小
規
模
に
分
布
す
る
。
鹿
島
市
の
琴
路
岳
安
山
岩
は
、
下
部
の
薄
い
溶
岩
流

を
挟
む
火
砕
岩
と
、
上
部
の
溶
岩
流
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
下
部
の
火
砕
岩
は
成

層
し
た
火
山
角
礫
岩
や
円
礫
岩
及
び
無
層
理
の
火
山
角
礫
岩
よ
り
な
る
。
成
層
し
た
火
山
角
礫
岩
や
円
礫
岩
は
土
石
流
堆
積
物
で
、
無
層

理
の
火
山
角
礫
岩
は
岩
屑
な
だ
れ
堆
積
物
あ
る
い
は
火
砕
流
堆
積
物
の
様
子
を
示
す
。

久
良
原
安
山
岩
は
久
良
原
か
ら
田
下
付
近
ま
で
の
萱
瀬
川
中
流
の
川
底
に
露
出
し
、
板
状
節
理
の
発
達
し
た
角
閃
石
安
山
岩
や
普
通
輝

石
安
山
岩
な
ど
の
溶
岩
や
自
破
砕
溶
岩
、
凝
灰
角
礫
岩
、
凝
灰
岩
質
砂
層
な
ど
か
ら
な
る
。
田
下
の
矢
渕
橋
の
下
に
は
角
閃
石
安
山
岩
の

礫
を
含
む
厚
さ
三
㍍
の
凝
灰
岩
層
が
見
え
る
。

年代

第四紀

新第三紀

古第三紀

小形昌徳（1989） 阪口和則（1995、1999）
	 岩屋火山角礫岩
	 火山麓扇状地堆積物	 多良火山麓扇状地堆積物
	 多良岳新期安山岩類	 五家原岳溶岩（角閃石安山岩）
	 多良岳新期玄武岩類	 大野原玄武岩
	 火山性礫岩

更新世
	 多良岳古期安山岩類	 白木峰溶岩

	 （一部熱水変質）	 富川溶岩
	 	 岩屋凝灰角礫岩
	 	 鈴田川凝灰角礫岩
	 	 炭小屋角閃石安山岩
	 郡川火山岩類
	 多良岳古期玄武岩類
鮮新世	 	 日岳玄武岩・岩松玄武岩
	 先多良岳安山岩類
中新世	 	 岩松デイサイト・唐泉山安山岩類
	 古第三系	 古第三系

表1‐3　多良岳地域の層序表
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２　

多
良
岳
古
期
玄
武
岩
類

多
良
岳
古
期
玄
武
岩
類
は
、
多
良
岳
火
山
東
部
の

小
長
井
・
大
浦
・
太
良
・
鹿
島
な
ど
に
分
布
し
、
小

長
井
や
大
浦
で
は
そ
の
分
布
範
囲
が
広
い
。
ま
た
北
部

で
は
嬉
野
町
岩
屋
川
内
、
西
部
は
千
綿
か
ら
大
村
に

か
け
て
分
布
す
る
。
大
浦
の
糸
岐
川
流
域
で
は
数
十

枚
の
溶
岩
と
降
下
火
砕
物
の
互
層
が
見
ら
れ
る
。
互

層
し
て
い
る
部
分
で
の
溶
岩
は
、
厚
さ
数
一
〇
㌢
㍍

か
ら
数
㍍
の
レ
ン
ズ
状
に
挟
ま
れ
て
い
る
。
降
下
火
砕

物
は
層
状
を
示
し
、
風
化
に
よ
り
赤
褐
色
の
粘
土
に

な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
多
良
岳
古
期
玄
武
岩
類
は

複
数
の
割
れ
目
噴
火
に
よ
る
溶
岩
台
地
を
形
成
す
る
。

大
村
市
で
は
原
か
ら
石
場
更
に
愛
宕
大
神
宮
裏
、
池

田
湖
付
近
、
荒
瀬
、
重
井
田
、
玖
島
崎
、
岩
松
、
三

浦
半
島
な
ど
に
分
布
す
る
。
原
町
で
は
二
〇
㍍
ほ
ど
の

崖
を
つ
く
り
、
縦
方
向
の
不
規
則
な
亀
裂
（
節
理
）
を

示
し
た
り
、
一
～
二
㍍
の
ブ
ロッ
ク
が
積
み
重
な
っ
た
よ

う
な
産
状
を
示
す
。
そ
の
ほ
か
原
の
対
岸
や
佐
奈
川

内
川
の
重
井
田
橋
よ
り
上
流
で
見
ら
れ
る
。

岩
質
は
か
ん
ら
ん
石
普
通
輝
石
玄
武
岩
で
斑
晶
は

（小形（1998）Ⓒ日本地質学会）図1‐5　大村市周辺の地質図（多良岳地域の地質図と断面図の一部）　

地質断面図
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普
通
輝
石
と
か
ん
ら
ん
石
で
斜
長
石
は
大
き
く
、
累
帯
状
の
ダ
ス
ト
を
含
む
。
石
基
は
間
粒
状
組
織
を
示
す
。
石
場
で
は
こ
の
玄
武
岩
を
板

状
節
理
の
発
達
し
た
多
良
岳
古
期
安
山
岩
類
が
覆
っ
て
い
る
。
本
経
寺
に
あ
る
大
村
家
の
巨
大
な
墓
石
の
石
材
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
い
わ
ゆ

る
萱
瀬
石
は
こ
の
玄
武
岩
で
採
掘
場
所
は
石
場
付
近
と
考
え
ら
れ
る
。

３　

郡
川
安
山
岩
類

郡
川
安
山
岩
類
は
萱
瀬
ダ
ム
左
岸
か
ら
中
岳
に
か
け
て
や
佐
賀
県
の
中
川
な
ど
の
川
沿
い
に
分
布
す
る
。
郡
川
安
山
岩
類
は
降
下
火
砕
物

に
富
み
、
溶
岩
と
降
下
火
砕
物
が
互
層
す
る
成
層
火
山
で
あ
る
。
浸
食
に
よ
る
険
し
い
崖
を
つ
く
り
、
上
位
の
多
良
岳
古
期
安
山
岩
溶
岩

や
新
期
安
山
岩
溶
岩
（
牧
場
安
山
岩
）
と
の
境
は
浸
食
の
違
い
に
よ
っ
て
地
形
図
か
ら
も
識
別
で
き
る
。
火
砕
岩
と
溶
岩
流
が
累
重
し
、
中

岳
付
近
で
は
火
砕
岩
が
多
数
の
薄
い
溶
岩
を
挟
ん
で
、
い
わ
ゆ
る
ア
グ
ル
チ
ネ
ー
ト（
５
）
を
つ
く
り
、
総
層
厚
二
〇
〇
㍍
以
上
に
達
す
る
。
火

砕
岩
の
大
部
分
は
降
下
火
砕
物
で
、
発
砲
し
た
こ
ぶ
し
大
の
黒
色
ス
コ
リ
ア
や
角
礫
か
ら
な
る
。
久
良
原
や
仏
の
谷
な
ど
で
は
ラ
ミ
ナ
の
発
達

し
た
厚
さ
一
～
二
㍍
の
砂
層
あ
る
い
は
泥
層
を
挟
み
、
水
の
存
在
下
で
再
堆
積
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
萱
瀬
ダ
ム
左
岸
で
は
火
砕
岩
が
幅

〇
・
五
～
〇
・
八
㍍
程
度
の
多
く
の
玄
武
岩
質
岩
脈
で
貫
か
れ
て
い
る（
写
真
１
─
９
）。
岩
石
は
か
ん
ら
ん
石
普
通
輝
石
玄
武
岩
な
い
し
普
通
輝

石
斜
方
輝
石
安
山
岩
で
あ
る
。
斑
晶
は
か
ん
ら
ん
石
、
普
通
輝
石
、
斜
長
石
か
ら
な
る
。
石
基
は
斜
長
石
、
普
通
輝
石
、
磁
鉄
鉱
、
か
ん

ら
ん
石
及
び
ガ
ラ
ス
か
ら
な
り
ガ
ラ
ス
基
流
晶
質
組
織
を
示
す
。
炭
小
屋
付
近
の
旧
石
切
場
に
お
い
て
見
ら
れ
る
火
砕
流
堆
積
物
に
は
ガ
ス
抜

け
パ
イ
プ
構
造（
６
）が
見
ら
れ（
写
真
１
─
１０
）、同
じ
露
頭
で
は
火
砕
流
堆
積
物
が
一
㍍
ほ
ど
の
幅
を
持
つ
角
閃
石
安
山
岩
岩
脈（
写
真
１
─
１１
）に
よ
っ

て
貫
か
れ
て
い
る
。
中
岳
町
堂
ノ
本
の
切き

り
つ
め詰

城
跡
は
こ
の
郡
川
安
山
岩
類
で
出
来
た
険
し
い
地
形
の
上
に
あ
る
。
中
岳
で
は
上
位
の
多
良
岳

古
期
安
山
岩
類
に
覆
わ
れ
る
。

４　

多
良
岳
古
期
安
山
岩
類
と
鈴
田
川
凝
灰
角
礫
岩

（
４
─
１
）
多
良
岳
古
期
安
山
岩
類
は
大
村
安
山
岩
（
松
井
ほ
か　
一
九
六
六
）、
大
村
安
山
岩
類
・
経
ヶ
岳
安
山
岩
類
Ⅰ（
松
本　

一
九
七
三
）
と
も
呼
ば
れ
る
。
多
良
岳
古
期
安
山
岩
類
は
綿
打
池
周
辺
、
野
岳
湖
周
辺
、
高
良
谷
放
牧
場
、
北
川
内
、
南
川
内
、
雄
ヶ

原
周
辺
、
鳥
甲
山
・
摩
利
支
天
、
大
花
山
、
諫
早
市
の
富
川
渓
谷
か
ら
白
木
峰
、
千
綿
の
竜
頭
泉
な
ど
多
良
岳
火
山
地
域
の
広
い
範
囲
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に
分
布
す
る
。
数
十
枚
の
溶
岩
流
と
凝
灰
角
礫
岩
の
互
層
か
ら
な
り
、
板
状
節
理（
写
真
１
─
１２
）が
発
達
す
る
。
各
地
で
砕
石
用
石
材
と
し

て
採
石
さ
れ
て
い
る
。
岩
石
は
普
通
輝
石
斜
方
輝
石
安
山
岩
、
角
閃
石
含
有
普
通
輝
石
斜
方
輝
石
安
山
岩
、
斜
方
輝
石
角
閃
石
安
山
岩

で
あ
る
。
諫
早
市
の
轟
の
滝
で
は
軽
石
を
含
む
凝
灰
角
礫
岩
や
軽
石
流
堆
積
物
（
火
砕
流
堆
積
物
の
一
種
）
が
認
め
ら
れ
る
。
高
良
谷
放

牧
場
は
普
通
輝
石
紫
蘇
輝
石
安
山
岩
や
（
普
通
輝
石
）
紫
蘇
輝
石
安
山
岩
か
ら
な
る
溶
岩
台
地
で
あ
り
、
重
井
田
付
近
で
は
裏
見
滝
な

ど
の
板
状
節
理
の
発
達
し
た
二
〇
㍍
ほ
ど
の
連
続
し
た
断
崖
を
つ
く
っ
て
い
る
。
斑
晶
に
は
角
閃
石
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
ず
、
石
基
は
填
間

状
組
織
で
あ
る
。
こ
れ
は
郡
川
安
山
岩
類
を
覆
っ
て
い
る
。

雄
ヶ
原
、
大
谷
、
裏
見
滝
、
飯
盛
山
か
ら
遠
目
に
か
け
て
の
地
域
や
小
長
井
の
広
川
原
に
は
サ
ヌ
カ
イ
ト
に
似
た
特
徴
の
あ
る
ガ
ラ
ス

質
安
山
岩
が
分
布
す
る
。
雄
ヶ
原
で
は
こ
の
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩
が
集
中
的
に
熱
水
変
質
を
受
け
て
白
土
鉱
床
を
つ
く
っ
て
い
る
。
黒
木
の

谷
の
大
払
で
は
多
良
岳
古
期
安
山
岩
類
が
熱
水
変
質
を
受
け
て
緑
泥
石
、
方
解
石
、
石
英
や
黄
鉄
鉱
な
ど
を
生
じ
、
か
つ
て
鉄
山
、
銅

山
な
ど
と
し
て
採
掘
さ
れ
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
千
綿
の
中
尾
山
や
高
峰
の
も
の
は
暗
灰
色
を
示
す
斜
方
輝
石
角
閃
石
デ
イ
サ
イ
ト
で
、

斑
晶
は
斜
長
石
、
角
閃
石
、
斜
方
輝
石
、
磁
鉄
鉱
か
ら
な
る
。
石
基
は
斜
長
石
、
斜
方
輝
石
、
磁
鉄
鉱
及
び
ガ
ラ
ス
か
ら
な
り
ガ
ラ
ス
基

流
晶
質
組
織
を
示
す
。
こ
の
中
尾
山
や
高
峰
の
斜
方
輝
石
角
閃
石
デ
イ
サ
イ
ト
は
多
良
岳
古
期
安
山
岩
類
と
は
性
質
が
異
な
る
の
で
将

来
は
独
立
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
、
大
村
市
で
は
こ
の
古
期
安
山
岩
類
を
採
石
の
対
象
と
し
て
い
る
。
石
場
付
近
で
は
下
位
の
多
良

岳
古
期
玄
武
岩
と
の
境
が
観
察
さ
れ
る
。

井
川
寿
之
・
永
尾
隆
志
（
一
九
九
六
）「
北
西
九
州
、
多
良
岳
火
山
地
域
に
分
布
す
る
玄
武
岩
類
と
安
山
岩
類
の
成
因
関
係
」
で
は
古

期
安
山
岩
類
を
厚
い
溶
岩
流
か
ら
な
る
部
分
と
溶
岩
ド
ー
ム
を
形
成
す
る
部
分
（
千
綿
高
峰
）に
分
け
た
。
溶
岩
流
か
ら
な
る
部
分
は
層

厚
二
〇
〇
㍍
の
非
常
に
厚
い
安
山
岩
質
～
デ
イ
サ
イ
ト
質
溶
岩
流
か
ら
な
り
、
全
体
に
厚
さ
数
㌢
㍍
の
板
状
節
理
が
発
達
す
る
。
溶
岩
流

の
最
上
部
と
最
下
部
、
末
端
部
は
急
冷
さ
れ
て
ガ
ラ
ス
質
と
な
る
。
ま
た
、
溶
岩
流
の
間
に
は
長
期
の
活
動
の
休
止
を
示
す
よ
う
な
堆
積

物
や
火
砕
岩
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
永
尾
隆
志
ほ
か
（
一
九
九
五
）「
九
州
の
平
坦
面
を
形
成
す
る
安
山
岩
の
地
質
学
的
・
岩
石
学
的

特
徴
＂洪
水
安
山
岩＂
の
提
唱
」に
よ
る
と
こ
れ
を「
洪
水
安
山
岩
」と
呼
ん
で
い
る
。
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（
４
─
２
）鈴
田
川
凝
灰
角
礫
岩
層

鈴
田
川
凝
灰
角
礫
岩
層
は
多
良
岳
火
山
南
部
を
流
れ
る
鈴
田
川
、
本
明
川
、
長
田
川
を
は
じ
め
多
く
の
河
川
の
川
筋
に
沿
っ
て
分
布
し
、

固
結
度
の
高
い
角
礫
層
や
亜
円
礫
・
円
礫
あ
る
い
は
層
理
の
発
達
し
た
淘
汰
の
良
い
明
る
い
色
調
の
砂
層
・
泥
層
、一
部
に
暗
い
色
調
の
ク
ロ

ス
ラ
ミ
ナ
の
発
達
し
た
淘
汰
の
良
い
砂
層
（
三
㍍
）
な
ど
の
厚
い
地
層
か
ら
な
る
堆
積
物
で
あ
る
。
水
平
方
向
に
も
鉛
直
方
向
に
も
岩
相
の

変
化
が
激
し
く
一
部
土
石
流
堆
積
物
の
特
徴
を
示
す
部
分
も
あ
る
。
本
明
川
上
流
の
富
川
渓
谷
で
は
多
良
岳
古
期
安
山
岩
類
に
直
接
覆

わ
れ
る
。
主
に
複
輝
石
安
山
岩
質
の
礫
か
ら
な
っ
て
お
り
、
一
部
に
多
孔
質
の
複
輝
石
安
山
岩
や
角
閃
石
安
山
岩
の
礫
（
特
に
長
田
川
の

御
手
水
観
音
付
近
で
は
多
い
）を
含
ん
で
い
る
。
野
外
で
は
、
上
位
に
く
る
多
良
火
山
扇
状
地
堆
積
物
と
は
固
結
度
の
違
い
、
円
礫
や
砂
層
、

「
く
さ
り
礫
」
の
有
無
な
ど
で
区
別
で
き
る
。鈴
田
小
学
校
の
北
、標
高
七
〇
㍍
で
は
古
第
三
系
を
不
整
合
に
覆
う
砂
層
・
泥
層
を
主
と
す

る
鈴
田
川
凝
灰
角
礫
岩
層
の
見
事
な
露
頭
が
あ
る（
写
真
１
─
１３
）。鈴
田
川
凝
灰
角
礫
岩
層
の
堆
積
環
境
は
河
川
及
び
一
部
湖
沼
が
考
え
ら

れ
る
。

５　

多
良
岳
新
期
玄
武
岩
類

多
良
岳
新
期
玄
武
岩
類
は
溶
岩
と
火
砕
岩
か
ら
な
り
、
火
砕
岩
の
部
分
は
風
化
し
て
赤
褐
色
を
示
す
。
東
部
の
山
茶
花
、
田
原
溜
池
、

竹
崎
、
西
部
の
赤
木
池
、
大
野
原
、
郡
岳
下
部
、
鉢
巻
山
、
赤
似
田
、
原
町
に
分
布
す
る
。

山
茶
花
玄
武
岩
は
降
下
ス
コ
リ
ア
堆
積
物
と
複
数
の
溶
岩
か
ら
な
り
、
田
原
溜
池
周
辺
で
は
き
れ
い
に
成
層
し
た
厚
さ
二
〇
㍍
を
超
え
る
ス

コ
リ
ア
層
が
見
ら
れ
る
。
毘
沙
天
岳
で
は
降
下
ス
コ
リ
ア
堆
積
物
と
そ
れ
を
貫
く
岩
脈
が
見
ら
れ
る
。

岩
石
は
灰
白
色
～
灰
黒
色
の
緻
密
な
普
通
輝
石
か
ん
ら
ん
石
玄
武
岩
で
、
斑
晶
と
し
て
普
通
輝
石
、
か
ん
ら
ん
石
、
斜
長
石
を
含
み
、
石

基
は
か
ん
ら
ん
石
、
普
通
輝
石
、
短
冊
状
斜
長
石
、
ア
ル
カ
リ
長
石
、
チ
タ
ン
鉄
鉱
、
磁
鉄
鉱
な
ど
か
ら
な
り
間
粒
状
組
織
を
示
す
。
化
学

組
成
や
岩
石
学
的
な
特
徴
は
古
期
玄
武
岩
類
と
共
通
し
て
い
る
。
噴
出
量
は
古
期
玄
武
岩
類
の
一
〇
分
の
一
程
度
で
、
火
砕
物
の
量
が
多
く
、

小
長
井
・
大
浦
付
近
で
は
東
西
九
カ
所
以
上
の
噴
火
口
を
持
つ
複
成
の
火
山
群
で
あ
る
。

佐
賀
県
太
良
町
大
浦
の
竹
崎
島
は
小
規
模
な
が
ら
火
山
の
形
態
を
良
く
保
存
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
竹
崎
港
が
火
口
跡
で
あ
り
そ
の
火
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口
を
中
心
と
し
て
紡
錘
状
火
山
弾
を
多
量
に
含
む
集
塊
岩
や
玄
武
岩
溶
岩
と
火
山
砕
屑
岩
の
互
層
で
、
厚
い
玄
武
岩
質
集
塊
岩
に
貫
入
す

る
多
く
の
岩
脈
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

大
野
原
玄
武
岩
は
郡
岳
と
遠
目
岳
の
鞍
部
か
ら
北
へ
嬉
野
町
陣
野
、
西
は
大
野
原
台
地
・
赤
木
台
地
な
ど
に
分
布
し
、
大
野
原
玄
武
岩

は
下
位
の
中
岳
か
ん
ら
ん
石
玄
武
岩
と
上
位
の
大
野
原
か
ん
ら
ん
石
普
通
輝
石
玄
武
岩
の
二
つ
に
分
か
れ
る
。
大
野
原
か
ん
ら
ん
石
普
通
輝

石
玄
武
岩
は
噴
石
丘
を
つ
く
り
、
赤
木
池
や
坂
下
な
ど
の
噴
石
丘
か
ら
は
紡
錘
形
や
リ
ボ
ン
形
の
火
山
弾
が
放
出
さ
れ
て
い
る
。

大
村
で
は
、
鉢
巻
山
、
赤
似
田
、
原
町
な
ど
に
分
布
す
る
。
鉢
巻
山
の
主
体
は
噴
石
丘
で
、
数
本
の
玄
武
岩
の
岩
脈
で
貫
か
れ
て
い
る
。

鉢
巻
山
玄
武
岩
は
赤
色
の
降
下
ス
コ
リ
ア
堆
積
物
と
西
に
薄
く
広
が
る
溶
岩
流
か
ら
で
き
て
い
る（
写
真
１
─
１４
）。
岩
石
は
普
通
輝
石
か
ん
ら
ん

石
玄
武
岩
で
斑
晶
の
ほ
と
ん
ど
は
周
辺
が
イ
ヂ
ン
グ
サ
イ
ト
に
変
化
し
た
か
ん
ら
ん
石
で
あ
る
、
石
基
は
間
粒
状
組
織
を
示
す
。
時
に
斑
晶

と
し
て
融
食
さ
れ
た
石
英
を
含
む
。

赤
似
田
玄
武
岩
は
複
数
の
溶
岩
流
と
降
下
ス
コ
リ
ア
堆
積
物
の
互
層
か
ら
な
り
、
灰
白
色
～
灰
黒
色
の
緻
密
な
普
通
輝
石
か
ん
ら
ん
石
玄

武
岩
及
び
か
ん
ら
ん
石
玄
武
岩
で
、
斑
晶
と
し
て
普
通
輝
石
（
時
に
チ
タ
ン
輝
石
質
）、
か
ん
ら
ん
石
、
斜
長
石
が
含
ま
れ
る
。
ま
れ
に
捕
獲

石
英
を
含
む
こ
と
が
あ
る
。
原
町
で
は
琴
平
岳
西
で
板
状
節
理
の
発
達
し
た
多
良
岳
古
期
安
山
岩
類
を
覆
っ
て
い
る
。
宮
代
町
の
久
水
付
近

で
は
赤
似
田
玄
武
岩
が
多
良
岳
古
期
安
山
岩
類
を
覆
っ
て
い
る
。
大
村
市
菅
無
田
で
は
下
位
の
郡
川
安
山
岩
類
の
凝
灰
角
礫
岩
と
の
境
が
見

ら
れ
る
。

６　

多
良
岳
新
期
安
山
岩
類

多
良
岳
新
期
安
山
岩
類
は
紫
蘇
輝
石
普
通
輝
石
黒
雲
母
角
閃
石
安
山
岩
で
、
一
般
に
灰
青
色
～
灰
白
色
を
呈
し
、
斑
晶
と
し
て
一
～
五

㍉
㍍
の
長
柱
状
の
角
閃
石
、
三
㍉
㍍
以
下
の
黒
雲
母
を
有
す
る
ほ
か
、
輝
石
、
斜
長
石
を
含
む
粗
粒
の
安
山
岩
で
あ
る
。
斑
晶
は
角
閃
石
、

紫
蘇
輝
石
、
普
通
輝
石
、
黒
雲
母
、
斜
長
石
、
磁
鉄
鉱
か
ら
な
り
、
石
基
は
ガ
ラ
ス
基
流
晶
質
組
織
を
示
し
、
紫
蘇
輝
石
、
斜
長
石
、
ア

ル
カ
リ
長
石
、
ガ
ラ
ス
な
ど
よ
り
な
る
。
こ
れ
ら
の
岩
石
学
的
な
特
徴
は
古
期
安
山
岩
類
と
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
古
期
安
山
岩
類
に
比

べ
て
噴
出
物
全
体
に
占
め
る
角
閃
石
安
山
岩
の
割
合
が
大
き
い
。
熔
岩
円
頂
丘
を
つ
く
っ
て
い
る
の
は
ほ
と
ん
ど
角
閃
石
安
山
岩
で
あ
る
。
嬉
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野
安
山
岩
、
柳
谷
安
山
岩
、
風
配
安
山
岩
、
仏
ノ
辻
安
山
岩
な
ど
の
噴
出
量
の
多
い
溶
岩
流
は
角
閃
石
含
有
普
通
輝
石
斜
方
輝
石
安
山
岩
で
、

オ
パ
サ
イ
ト
化
し
た
角
閃
石
、
分
解
さ
れ
た
黒
雲
母
、
塵
状
斜
長
石
の
斑
晶
を
含
む
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
中
心
噴
火
を
行
い
、
溶
岩
流
と

溶
岩
円
頂
丘
か
ら
で
き
て
い
る
。
多
良
岳
新
期
安
山
岩
類
は
経
ヶ
岳
安
山
岩
Ⅱ
・
山
陰
系
角
閃
石
安
山
岩
類
（
松
本　

一
九
七
三
）に
相
当

し
、
溶
岩
流
と
溶
岩
円
頂
丘
と
に
分
け
ら
れ
る
。
小
形
（
一
九
八
九
）
は
多
良
岳
新
期
安
山
岩
類
を
牧
場
安
山
岩
、
広
川
原
安
山
岩
・
多

良
岳
安
山
岩
・
風
配
安
山
岩
、
五
家
原
岳
安
山
岩
、
仏
ノ
辻
安
山
岩
、
郡
岳
安
山
岩
、
武
留
路
山
安
山
岩
、
帆
柱
岳
安
山
岩
な
ど
に
分
け

そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。
東
部
の
広
川
原
・
多
良
岳
・
風
配
安
山
岩
は
山
茶
花
玄
武
岩
を
覆
う
。
広
川
原
安
山
岩
は
黒
色
で
、

著
し
く
ガ
ラ
ス
質
な
溶
岩
で
あ
る
。
風
配
安
山
岩
は
黒
色
緻
密
で
板
状
節
理
が
発
達
す
る
。
多
良
岳
安
山
岩
は
多
良
岳
、
黒
木
岳
、
一
ノ

宮
岳
の
連
な
る
山
頂
部
を
構
成
す
る
溶
岩
で
、
青
灰
色
で
板
状
節
理
が
発
達
す
る
。
経
ヶ
岳
・
大
花
山
・
五
家
原
岳
下
部
・
烽
火
山
安
山

岩
な
ど
が
こ
れ
に
属
す
る
。
五
家
原
岳
安
山
岩
は
暗
灰
色
で
板
状
節
理
が
認
め
ら
れ
、
五
家
原
岳
山
頂
を
構
成
し
、
南
へ
約
八
度
傾
斜
し
た

溶
岩
流
で
、
仏
ノ
辻
安
山
岩
に
覆
わ
れ
る
。
帆
柱
岳
安
山
岩
は
溶
岩
円
頂
丘
を
つ
く
り
灰
色
で
や
や
発
泡
し
て
お
り
酸
化
作
用
に
よ
り
不
均

質
に
赤
色
化
し
て
い
る
。

牧
場
安
山
岩（
高
良
谷
放
牧
場
の
北
を
模
式
地
に
す
る
）は
板
状
節
理
が
発
達
す
る
黒
色
溶
岩
で
、
郡
岳
安
山
岩
の
一
部
で
あ
る
。
高
良

谷
放
牧
場
で
は
牧
場
安
山
岩
の
下
位
に
角
閃
石
を
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い
多
良
岳
古
期
安
山
岩
の
厚
い
溶
岩
が
あ
る
。

郡
岳
安
山
岩
は
板
状
節
理
が
発
達
し
、
暗
青
色
中
に
赤
色
の
流
理
が
観
察
さ
れ
る
。
比
高
約
三
〇
〇
㍍
の
溶
岩
円
頂
丘
を
形
成
す
る
。

紫
蘇
輝
石
角
閃
石
安
山
岩
で
、
填
間
状
組
織
を
示
す
。
武
留
路
山
安
山
岩
は
比
高
約
一
五
〇
㍍
の
溶
岩
円
頂
丘（
写
真
１
─
５
）で
、
青
灰
色

を
呈
し
、一
部
に
板
状
節
理
が
認
め
ら
れ
る
。

郡
岳
安
山
岩
は
斑
晶
と
し
て
黒
雲
母
を
含
ま
な
い
紫
蘇
輝
石
角
閃
石
安
山
岩
で
、
角
閃
石
は
ほ
と
ん
ど
オ
パ
サ
イ
ト
に
変
化
し
て
い
な
い
。

萱
瀬
ダ
ム
付
近
で
は
郡
川
安
山
岩
類
や
多
良
岳
古
期
安
山
岩
類
を
貫
く
東
西
性
の
数
本
の
角
閃
石
安
山
岩
岩
脈
と
し
て
観
察
あ
る
い
は
報

告
さ
れ
て
い
る
。
黒
木
の
旧
石
切
り
場
で
は
郡
川
安
山
岩
類
を
貫
く
角
閃
石
安
山
岩
の
岩
脈
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
岩
脈
は
二
～
三
㍍
の
幅

を
持
ち
Ｎ
七
〇
度
Ｗ
方
向
に
延
び
る
。
ま
た
、
萱
瀬
ダ
ム
右
岸
で
は
多
良
岳
古
期
安
山
岩
類
の
凝
灰
角
礫
岩
を
貫
く
幅
八
〇
㌢
㍍
の
岩
脈
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が
見
ら
れ
、
Ｎ
五
〇
度
Ｗ
の
方
向
を
示
す（
写
真
１
─
６
）。

井
川
・
永
尾
（
一
九
九
六
）は
多
良
岳
新
期
安
山
岩
類
も
層
厚
一
〇
〇
㍍
の
厚
い
溶
岩
流
で
、
全
体
的
に
板
状
節
理
が
発
達
し
た
下
部
層

と
、
溶
岩
ド
ー
ム
を
形
成
す
る
上
部
層
に
分
け
て
い
る
。

７　

多
良
火
山
麓
扇
状
地
堆
積
物

多
良
岳
火
山
地
域
南
部
で
は
、
西
か
ら
大
村
市
東
大
村
一
丁
目
の
横
山
頭
、
諫
早
市
湯
野
尾
町
の
川
頭
及
び
白
木
峰
町
な
ど
を
扇
頂
と

す
る
三
つ
の
大
き
な
火
山
麓
扇
状
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
平
均
約
二
〇
㍍
ほ
ど
の
層
厚
を
持
ち
、
下
位
の
地
層
を
薄
く
覆
っ
て
い
る
。
こ
の

堆
積
物
は
多
良
岳
火
山
の
輝
石
安
山
岩
類
や
鈴
田
川
凝
灰
角
礫
岩
層
が
風
化
・
浸
食
さ
れ
そ
の
砕
屑
物
が
土
石
流
な
ど
に
よ
っ
て
運
搬
さ
れ

再
堆
積
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
堆
積
物
は
巨
礫
や
大
礫
の
亜
円
礫
を
主
と
し
、
全
層
が
強
く
風
化
さ
れ
て
い
わ
ゆ
る
「
く
さ
り
礫
」
に
な
っ

て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

以
上
の
小
形
（
一
九
八
九
）の
考
え
は
、
現
段
階
で
は
多
く
の
論
文
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
一
つ
の
火
山
の
活
動
期
間
や
火
山
活
動
の
規

模
が
特
別
に
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
阿
蘇
火
山
や
箱
根
火
山
の
場
合
で
も
四
〇
万
年
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
多
良
火
山
の
六
五
万
年
は

長
す
ぎ
る
こ
と
や
、
古
期
玄
武
岩
類
の
Ｋ
─
Ar
年
代
が
一・
〇
二
Ｍａ
は
フ
ィ
ッ
シ
ョン
ト
ラ
ッ
ク
年
代
測
定
に
よ
る
松
浦
玄
武
岩
類
の
年
代
八
・

七
四
Ｍａ
と
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
な
ど
か
ら
、
多
良
岳
古
期
玄
武
岩
類
か
ら
多
良
岳
新
期
安
山
岩
類
を
一
連
の
火
山
活
動
で
あ

る
と
す
る
考
え
は
適
当
で
は
な
い
と
い
う
反
論
（
松
本

夫
（
一
九
九
二
）「
西
暦
日
本
に
お
け
る
後
期
新
生
代
の
火
山
系
列
と
火
山
活
動
」）

が
あ
り
、
今
後
に
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

�

（
阪
口
和
則
）
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註（
１
）　�

マ
グ
マ
が
地
表
に
出
て
固
ま
っ
た
岩
石
を
火
山
岩
と
い
い
、
鉄
・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
多
い
方
か
ら
少
な
い
方
に
玄
武
岩
、
安
山
岩
、
デ
イ
サ
イ
ト
、
流
紋

岩
に
分
け
て
い
る
。

（
２
）　

Ｍａ
は
一
〇
〇
万
年
前
を
、
Ｋ
─
Ar
は
カ
リ
ウ
ム
の
半
減
期
を
使
っ
た
年
代
測
定
法
を
示
す
。

（
３
）　�
成
層
火
山
と
は
、
安
山
岩
質
の
火
山
が
つ
く
る
火
山
の
形
で
、
溶
岩
と
火
砕
岩
の
互
層
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
粘
性
の
強
い
デ
イ
サ
イ
ト
や
流

紋
岩
の
山
は
溶
岩
ド
ー
ム
を
つ
く
り
や
す
い
。

（
４
）　�

火
山
岩
は
噴
出
の
形
態
に
よ
っ
て
溶
岩
と
火
山
砕
屑
岩
（
火
砕
岩
）
に
分
け
ら
れ
る
。
火
山
砕
屑
岩
（
火
砕
岩
）
も
礫
や
火
山
灰
の
含
ま
れ
方
に
よ
っ
て

凝
灰
岩
、
凝
灰
角
礫
岩
そ
の
他
に
分
類
さ
れ
、
特
に
玄
武
岩
質
で
多
孔
質
の
礫
を
含
む
凝
灰
岩
に
対
し
て
ス
コ
リ
ア
凝
灰
岩（
ス
コ
リ
ア
堆
積
物
）と
い

い
、
風
化
面
は
つ
よ
い
赤
色
を
し
め
す
。

（
５
）　
ア
グ
ル
チ
ネ
ー
ト
と
は
、
噴
火
口
近
く
に
堆
積
し
た
火
砕
岩（
溶
岩
の
断
片
を
含
む
）で
そ
の
熱
の
た
め
一
部
が
再
び
溶
け
て
固
ま
っ
た
も
の
。

（
６
）　�

ガ
ス
抜
け
パ
イ
プ
と
は
、
高
温
の
火
砕
流
堆
積
物
が
堆
積
し
た
後
、
内
部
に
あ
っ
た
ガ
ス
が
堆
積
物
を
突
き
破
っ
て
抜
け
出
し
た
跡
で
、
火
砕
流
堆
積

物
で
あ
る
証
拠
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。
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写真1‐7　岩松玄武岩貫入岩体　多良火山麓扇状地
堆積物／摺出石凝灰角礫岩／デイサイトの
ように重なる　摺出石凝灰角礫岩層の部分
に玄武岩が貫入している

写真1‐8　岩松デイサイトの貫入・変質　古第三系の
砂岩泥岩互層（左）にデイサイト（右）が貫入
し古第三系に変形と熱水変質（幅50cmほ
どの白い脈の部分）を与えている

写真1‐9　玄武岩岩脈　萱瀬ダム左岸の郡川火山岩
類の凝灰角礫岩を幅30 〜 80cmの数本の
玄武岩質岩脈が貫いている

写真1‐10　�ガス抜けパイプ構造　黒木石切場の跡で
見られる郡川火山岩類の火砕流堆積物中
のガス抜けパイプ構造。高さ20mの崖の
上部に見られ、火砕流堆積物（高温）のひ
とつの特徴を示している

写真1‐11　�火砕流堆積物を貫く角閃石安山岩岩脈　
黒木石切場の跡の同じ崖に見られる厚さ
50cmの2枚の角閃石安山岩脈、N70°
Wの向きを示す

写真1‐12　�多良岳古期安山岩類の特徴を示す板状節
理　中岳林道中岳無線塔への分岐点
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写真1‐13　�鈴田における不整合　古第三系を不整合
に覆う鈴田川凝灰角礫岩の砂質優勢な部
分、崖の高さは20m

写真1‐14　�武留路山の近くで見られるスコリア層　下
位から多良岳古期安山岩類の溶岩、多良
岳新期玄武岩類のスコリア層（約80cm）
とその上に重なる玄武岩溶岩

写真1‐15　ドーム状の武留路山（左）と盾状の鉢巻山
多良岳新期安山岩類の武留路山と多良
岳新期玄武岩類の傾斜の緩やかな鉢巻山

（右）、溶岩の粘りけの違いによって山の
形が違う

写真1‐16　古期安山岩類を貫く角閃石安山岩岩脈
萱瀬ダム右岸で安山岩質凝灰角礫岩を貫
く角閃石安山岩岩脈（多良岳新期安山岩
類）、幅80cm、向きと傾きはN50°W、
76°N
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大
村
平
野
は
、大
村
湾
東
岸
に
位
置
す
る
更
新
世
か
ら
完
新
世（
１
）

の
扇
状
地
を
主
体
と
す
る
平
野
で
あ
る
。
形
態
は
南
北
九
㌔
㍍
、

東
西
三
㌔
㍍
で
扇
形
に
広
が
り
、
分
布
高
度
は
四
五
㍍
以
下
で
あ
る
。

こ
の
平
野
は
、
更
新
世
の
旧
期
扇
状
地
、
谷
底
低
地
、
氾は

ん
ら
ん
げ
ん

濫
原
、

完
新
世
の
新
期
扇
状
地
と
河
海
性
沖
積
地
（
三
角
州
）
及
び
砂
州
に

細
分
さ
れ
る（
図
１
─
６
）。

谷
底
低
地
は
佐
奈
川
内
川
、
大だ

い

上じ
ょ
う
ご戸

川が
わ

の
開
析
谷
中
に
分
布
す

る
小
規
模
な
平
野
で
あ
る
。
氾
濫
原
は
旧
期
扇
状
地
の
扇
頂
部
に
あ

た
る
荒
瀬
か
ら
鬼
橋
、
今
富
に
発
達
し
、
現
在
の
郡
川
に
よ
り
浸
食

さ
れ
、
段
丘
化
し
て
い
る
。
砂
州
は
松
原
や
大
上
戸
川
南
な
ど
の
海

岸
沿
い
に
僅
か
に
見
ら
れ
る
。

　
　
大
村
扇
状
地

大
村
扇
状
地
に
つい
て
は
、
田
中
正
央
（
一
九
七
七
）「
大
村
扇
状
地
の
地
形
」
や
長
岡
信
治
（
一
九
九
七
）「
黒
丸
遺
跡
の
地
形
と
地
質
」・
長

岡
信
治（
一
九
九
八
）「
第
一
節
長
崎
県
の
地
形
と
地
質
」の
詳
し
い
報
告
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
を
参
考
・
引
用
し
て
記
述
す
る
。

大
村
扇
状
地
は
そ
の
両
扇
側
を
、
多
良
岳
火
山
の
新
旧
の
火
山
噴
出
物
か
ら
な
る
火
山
斜
面
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
扇
頂
は
郡
川
が
多
良
火
山

の
谷
を
離
れ
る
坂
口
に
位
置
し
、
半
径
約
三
㌖
、
扇
頂
角
一
三
五
度
の
広
が
り
が
あ
る
。
沈
水
し
た
等
深
線
マ
イ
ナ
ス
一
八
㍍
ま
で
を
扇
状
地

と
す
る
と
実
質
の
半
径
は
六
㌖
に
達
す
る
。
扇
面
の
勾
配
は
一
三
‰（
２
）
程
度
で
あ
る
。
大
村
扇
状
地
は
郡
川
水
系
と
大
上
戸
川
水
系
の
合
流

一
第
四
節
　
大
村
平
野

（長岡（1997）より）

縄文海進最高頂期（約6000〜 5000年前）の旧汀線の位置
最終氷期の扇状地の下限（海抜-15m付近）

埋立地

砂州・砂丘

三角州

自然堤防・土石流堆

氾濫原

谷底低地

扇状地（最終氷期）

旧河道

段丘・丘陵・山地

図1‐6　大村平野の地形分類図と縄文海進極相期の海
岸線の位置　国土地理院（1980）を1984年国
土地理院撮影の2万分の１航空写真で修正
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扇
状
地
で
あ
る
。

郡
川
左
岸
に
発
達
す
る
大
村
扇
状
地
は
、
雲
仙
岳
や
多
良
岳
周
辺
の
火
山
麓
扇
状
地
を
除
く
と
県
内
で
は
最
大
の
河
成
扇
状
地
で
あ
る
。

現
在
の
矢
次
橋
付
近
か
ら
郡
川
河
口
に
向
け
て
広
が
る
平
野
は
完
新
世
の
新
期
扇
状
地
又
は
三
角
州
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
部
分
は
更
新
世

に
形
成
さ
れ
た
旧
期
扇
状
地
で
あ
る
。

更
新
世
の
旧
期
扇
状
地
は
厚
さ
六
〇
㍍
以
上
の
砂
礫
層
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
砂
礫
層
は
姶あ

い
ら良

Ｔた
ん
ざ
わｎ

火
山
灰
（
Ａ
Ｔ
）に
覆
わ
れ
、
更
に
そ
の

上
位
に
は
鬼
界
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰（
Ｋ
─
Ａ
ｈ
）（
３
）を
の
せ
て
い
る（
阪
口
和
則（
一
九
九
七
）「
大
村
扇
状
地
と
周
辺
の
地
質
」）こ
と
か
ら
、
砂
礫

層
上
部
は
最
終
氷
期
最
盛
期
の
二
～
三
万
年
前
に
形
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
更
に
こ
の
砂
礫
層
は
、
大
村
湾
海
底
の
沖
積
層
の
基
底
砂
礫

層
に
連
続
し
、
低
海
面
期
に
対
応
し
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
大
村
湾
に
お
け
る
約
五
〇
〇
〇
～
六
〇
〇
〇
年
前
の
縄
文
海
進
期

の
最
高
海
水
面
高
度
は
マ
イ
ナ
ス
〇
・
五
～　

一・
〇
㍍
（Y

okoyam
a et al., 1996

）
な
の
で
、
完
新
世
に
は
針
尾
・
早
岐
瀬
戸
以
外
、
例
え
ば

諫
早
地
峡
な
ど
を
介
し
て
大
村
湾
が
有
明
海
や
外
海
と
直
接
通
じ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

旧
期
扇
状
地
の
表
面
に
は
傾
斜
方
向
に
比
高
一
～
二
㍍
の
放
射
状
の
土
石
流
堆
積
物
な
ど
に
よ
る
多
数
の
微
高
地
が
あ
り
、
そ
の
間
に
旧
河
道

が
認
め
ら
れ
る
。
扇
端
部
の
今
津
町
海
岸
近
く
で
は
、
海
岸
線
に
沿
っ
て
海
抜
五
㍍
以
下
に
比
高
一
～
二
㍍
の
急
崖
な
い
し
急
傾
斜
が
あ
り
、
比

高
一
㍍
あ
ま
り
の
海か

い
し
ょ
く蝕

崖が
い

を
伴
っ
て
海
食
台
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
扇
状
地
礫
が
露
出
す
る
。
扇
端
部
は
海
岸
か
ら
海
底
面
に
そ
の
ま

ま
連
続
し
、
水
深
二
〇
㍍
付
近
で
湾
底
に
没
す
る
。

旧
期
扇
状
地
を
構
成
す
る
砂
礫
層
は
、
大
村
湾
底
の
沖
積
層
基
底
礫
層
で
あ
る
更
新
世
の
Ｂ
層（
建
設
省
国
土
地
理
院（
一
九
八
〇
）『
沿
岸

海
域
基
礎
調
査
報
告
書（
大
村
湾
地
区
）』）（
４
）に
連
続
す
る
。
Ｂ
層
は
有
明
海
の
島
原
海
湾
層（
有
明
海
研
究
グ
ル
ー
プ（
一
九
六
五
）『
有
明
・

不
知
火
海
の
第
四
系
』―
と
く
に
有
明
軟
弱
粘
土
層
に
つい
て
―
）に
対
比
さ
れ
て
い
る（
建
設
省
国
土
地
理
院（
一
九
八
〇
）『
沿
岸
海
域
基
礎
調

査
報
告
書（
大
村
地
区
）』）。

＋
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新
期
扇
状
地
及
び
三
角
州

三
角
州
は
平
野
北
部
郡
川
下
流
部
の
黒
丸
・
沖
田
・
寿
古
の
海
抜
一
〇
㍍
以
下
に
発
達
す
る
。
そ
の
平
均
勾
配
は
七・五
‰
で
あ
る
。
土
石
流

堆
か
自
然
堤
防
と
考
え
ら
れ
る
細
長

い
高
さ
数
㍍
の
微
高
地
群
が
、
三
角

州
の
上
流
側
か
ら
放
射
状
に
分
布
し

て
い
る
。
下
流
部
に
は
分
流
す
る
旧

河
道
が
数
多
く
認
め
ら
れ
る
。
三
角

州
は
厚
さ
一
〇
㍍
以
上
の
砂
礫
と
シ

ル
ト
・
粘
土（
５
）の
互
層
及
び
貝
殻
片

か
ら
な
っ
て
い
る（
長
崎
県
一
九
七
三
・

建
設
省
国
土
地
理
院（
一
九
八
〇
））。

田
中
（
一
九
七
七
）
は
、新
期
扇
状

地
及
び
河
海
性
沖
積
地（
三
角
州
）に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る（
図

１
─
７
）。

黒
丸
付
近
の
沖
積
面
で
は
、
厚
さ

一
㍍
弱
の
有
機
物
を
含
む
シ
ル
ト
層
の

下
に
、
黄
褐
色
の
粘
土
分
の
多
い
円
礫

層
が
あ
り
、
薄
く
旧
期
扇
状
地
面
を

覆
っ
て
い
る
。
九
州
電
力
大
村
発
電

二

図1‐7　大村扇状地の地形 （田中（1977）より）
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所
に
お
け
る
ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
で
は
マ
イ
ナ
ス
一
〇
㍍
以
下
が
粘
土
分
の
多
い
円
礫
層
で
あ
り
、
こ
れ
は
扇
状
地
礫
層
で
あ
ろ
う
。
マ
イ
ナ
ス
一
〇

㍍
か
ら
地
表
ま
で
は
小
礫
を
主
と
す
る
砂
礫
層
、
砂
層
、
泥
層
、
貝
化
石
を
含
む
砂
層
、
砂
礫
層
が
順
に
堆
積
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
域

は
河
海
成
の
沖
積
層
と
新
期
扇
状
地
礫
層
（
三
角
州
）
と
が
指
交
関
係
に
あ
る
場
所
と
考
え
ら
れ
る
。
黒
丸
付
近
の
沖
積
層
の
厚
さ
は
一
㍍
あ

ま
り
で
有
機
物
を
多
量
に
含
む
砂
質
シ
ル
ト
層
で
あ
り
、
旧
期
扇
状
地
と
新
期
扇
状
地
の
間
に
挟
ま
れ
て
、
後
背
湿
地
を
形
成
し
て
い
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
シ
ル
ト
層
は
縄
文
晩
期
、
弥
生
期
の
土
器
片
、
黒
曜
石
の
石
器
を
含
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
摩
耗
し
て
お
ら
ず
、
よ
く
原
形
を
残

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
層
が
流
れ
の
弱
い
氾
濫
水
に
堆
積
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
沖
積
層
の
地
表
下
五
〇
～
六
〇
㌢
㍍

の
間
で
採
取
さ
れ
た
木
片
の
14
Ｃ
年
代
は
三
一
六
〇　

八
〇
年
Ｂ
．Ｐ
．（
Ｇａ
Ｋ
─
六
九
一
七
）で
あ
っ
た
。
大
上
戸
川
水
系
で
も
沖
積
層
が
薄
く

旧
扇
状
地
礫
層
を
覆
っ
て
い
る
。
新
期
扇
状
地
礫
層
も
、
海
岸
近
く
で
は
河
海
成
の
砂
の
多
い
砂
礫
層
に
移
行
す
る
。
郡
橋
下
流
の
条
理
遺
構

は
Ａ
．Ｃ
．
七
〇
〇
年
頃
に
は
既
に
構
築
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
新
期
扇
状
地
面
と
沖
積
面
の
形
成
は
こ
の
頃
（
約
一
三
〇
〇
年
前
）
ま
で
に
は

ほ
と
ん
ど
完
了
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（
田
中　

一
九
七
七
）。

沖
積
層
は
大
村
湾
底
の
完
新
世
の
Ａ
層
（
建
設
省
国
土
地
理
院　

一
九
八
〇
）（
４
）に
連
続
す
る
。
Ａ
層
は
、
有
明
海
の
有
明
粘
土
層
（
有
明

海
研
究
グ
ル
ー
プ　

一
九
六
五
）に
対
比
さ
れ
て
い
る（
建
設
省
国
土
地
理
院
（
一
九
八
〇
）『
沿
岸
海
域
基
礎
調
査
報
告
書
（
大
村
湾
地
区
）』）。

こ
の
こ
と
か
ら
、
郡
川
の
三
角
州
は
完
新
世
の
高
海
面
に
対
応
し
て
形
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
黒
丸
遺
跡
は
こ
の
三
角
州
の
上
に
立
地
し
て

い
る（
長
岡
信
治　

一
九
九
七
）。

　
　
河
岸
段
丘

河
岸
段
丘
は
郡
川
に
沿
っ
て
坂
口
か
ら
田た

下じ
も

ま
で
は
広
く
分
布
す
る
が
、
田
下
よ
り
上
流
で
は
分
布
が
狭
く
な
る
。
田
中（
一
九
七
七
）は
段

丘
面
上
に
は
火
山
灰
は
の
っ
て
お
ら
ず
、段
丘
礫
中
に
も
鍵
層
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
の
で
、段
丘
面
高
度
の
連
続
性
、河
床
か
ら
の
比
高
に
よ
っ

て
上
位
、
中
位
、
下
位
の
三
つ
の
段
丘
に
区
分
し
、
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。

上
位
段
丘
は
田
下
付
近
で
最
も
広
く
発
達
し
、
河
床
か
ら
一
五
～
二
〇
㍍
の
比
高
に
あ
る
。
こ
の
堆
積
物
は
、
黄
褐
色
の
粘
土
を
ま
じ
え
た

±

三
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砂
礫
層
で
あ
り
、
径
二
㍍
近
く
の
礫
を
含
み
、
淘
汰
も
悪
く
乱
雑
に
堆
積
し
た
洪こ

う
ず
い
た
い
せ
き
ぶ
つ

水
堆
積
物
で
あ
る
。
田
下
で
の
上
位
面
の
中
央
に
お
け
る
ボ
ー

リ
ン
グ
の
結
果
で
は
、
こ
の
礫
層
は
三
〇
㍍
の
層
厚
で
基
盤
の
溶
岩
と
接
す
る
。
こ
の
基
盤
深
度
は
基
盤
を
露
出
さ
せ
て
い
る
現
河
床
高
度
よ
り
も

一
〇
㍍
ほ
ど
低
い
。
上
位
段
丘
面
形
成
期
に
は
、
萱
瀬
川
流
域
の
山
腹
斜
面
か
ら
の
岩が

ん
せ
つ屑

生
産
が
激
し
く
、
扇
状
地
形
成
の
大
き
な
要
因
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
石
場
橋
付
近
で
は
基
盤
の
玄
武
岩
溶
岩
が
河
床
に
露
出
し
て
い
る
。
上
位
段
丘
面
は
原
町
付
近
で
中
位
面
と
の
比
高
を
減

じ
て
消
失
し
、
上
位
面
は
、
中
位
面
下
に
埋
没
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

田
下
付
近
で
は
中
位
面
は
上
位
面
と
二
～
三
㍍
の
比
高
を
な
し
、
河
岸
に
狭
く
分
布
し
て
い
る
が
、
原
町
付
近
か
ら
坂
口
ま
で
は
谷
間
の
ほ
と

ん
ど
を
占
め
て
上
位
面
を
覆
っ
て
い
る
。
扇
頂
の
坂
口
付
近
で
は
、
中
位
面
が
〇
・
五
～
一
㍍
の
段
丘
崖
を
も
っ
て
旧
期
扇
状
地
面
を
切
っ
て
い
る
。

中
位
面
は
上
位
段
丘
礫
層
を
浸
食
し
て
形
成
さ
れ
た
砂
礫
浸
食
面
段
丘
で
あ
ろ
う
。

下
位
段
丘
は
現
河
床
よ
り
一
〜
二
㍍
の
比
高
を
持
ち
、
上
・
中
位
面
の
砂
礫
浸
食
段
丘
で
あ
ろ
う
。
こ
の
面
は
新
期
扇
状
地
面
に
な
め
ら
か
に

連
続
す
る
。

上
位
面
が
堆
積
面
で
あ
る
の
に
対
し
、
中
・
下
位
面
は
浸
食
面
で
あ
る
。
下
位
面
に
続
く
三
角
州
、
新
期
扇
状
地
は
旧
期
扇
状
地
よ
り
も

規
模
は
小
さ
く
、
堆
積
物
も
薄
い
。
こ
の
こ
と
は
、
中
・
下
位
面
形
成
期
に
は
、
上
流
で
の
岩
屑
生
産
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
、

新
期
扇
状
地
砂
礫
に
は
上
位
段
丘
か
ら
洗
掘
さ
れ
た
二
次
堆
積
物
が
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
基
底
地
形

基
底
地
形
図（
図
１
─
８
）
は
、
建
設
省
国
土
地
理
院
（
一
九
八
〇
）、
大
村
市
水
道
局
の
大
村
市
水
道
水
源
さ
く
井
工
事
ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
、
湯

の
華
の
ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
及
び
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
の
親
和
銀
行
跡
地
の
ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
を
使
っ
て
作
成
し
た
。
溶
岩
あ
る
い
は
古
第
三
系
に
達
し

た
深
度
を
も
っ
て
扇
状
地
礫
層
の
基
底
と
し
た
。
扇
側
の
諏
訪
で
は
マ
イ
ナ
ス
一
六
㍍
、
大
上
戸
橋
付
近
で
マ
イ
ナ
ス
三
〇
㍍
、
扇
端
の
松
山
付

近
で
マ
イ
ナ
ス
三
四
㍍
、
扇
央
の
富
の
原
で
マ
イ
ナ
ス
六
四
㍍
で
あ
る
。

基
底
地
形
図
を
見
る
と
、
扇
側
か
ら
扇
央
に
向
か
っ
て
深
く
な
っ
て
お
り
、
最
大
へ
こ
み
の
向
き
は
坂
口
町
か
ら
今
津
町
で
あ
る
。
初
期
の
郡

四
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図1‐8　基盤岩の等深線　等深線の間隔は20m　富の原付近に等深線の乱れが見られる。

N

0m
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川
は
こ
の
向
き
に
流
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
扇
頂
と
扇
央
を
結
ぶ
基
底
地
形
の
断
面
か
ら
推
定

さ
れ
る
傾
斜
は
八
〇
‰
（
傾
斜
角
約
四
・
六
度
）で
、
現
在
の
萱
瀬
川
や
旧
期
扇
状
地
面
の
勾
配
（
一
二
‰
）

よ
り
も
遙
か
に
急
傾
斜
で
あ
る
。
ま
た
、
基
底
地
形
を
見
る
と
北
部
の
鬼
橋
か
ら
富
の
原
方
向
と
上
川
原

か
ら
黒
丸
方
向
に
か
け
て
は
西
に
突
き
だ
し
た
安
山
岩
な
い
し
玄
武
岩
か
ら
な
る
二
つ
の
尾
根
地
形
が
あ
り
、

そ
の
間
に
挟
ま
れ
る
黒
丸
か
ら
宮
小
路
に
か
け
て
は
谷
地
形
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
谷
地
形
の
延
長
は
現
在

の
佐
奈
川
内
川
に
連
続
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
大
上
戸
川
の
流
路
の
方
向
に
も
基
底
地
形
の
小
さ
な
谷
地

形
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
箕
島
と
多
良
岳
火
山
と
の
間
に
は
北
西
か
ら
南
東
に
基
盤
岩
に
深
い
谷
が
形
成
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

竹
松
駅
か
ら
富
の
原
の
尾
根
地
形
に
か
け
て
は
Ｎ
五
〇
度
Ｗ
の
走
向
を
持
つ
基
底
地
形
の
急
斜
面
が
見
ら

れ
る
。
こ
れ
は
多
良
火
山
麓
扇
状
地
の
上
を
走
る
活
断
層
の
方
向
に
近
い
。

坂
口
─
箕
島
ま
で
の
東
北
東
─
西
南
西
方
向
の
地
形
・
地
質
断
面
図（
図
１
─
９
）で
は
、
基
盤
岩
の
深
度
が

坂
口
か
ら
箕
島（
長
崎
空
港
）に
向
か
っ
て
徐
々
に
深
く
な
り
、
国
道
下
で
マ
イ
ナ
ス
四
〇
㍍
、
大
村
郵
便
局

付
近
で
マ
イ
ナ
ス
一
五
〇
㍍
、
最
も
深
い
と
こ
ろ
で
マ
イ
ナ
ス
一
七
五
㍍
に
も
及
ぶ
。
こ
れ
を
埋
め
て
い
る
の
が

扇
状
地
を
つ
く
る
砂
礫
層
で
あ
る
。
箕
島
と
扇
状
地
の
間
の
海
峡
で
地
形
的
に
も
地
質
的
に
も
大
き
な
不

連
続
が
あ
り
、
こ
の
間
に
大
き
な
断
層
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
村
湾
内
の
扇
状
地
堆
積
物
の
上
に
の
る

新
し
い
海か

い
せ
い性

堆
積
物（
現
在
の
海
底
を
つ
く
る
堆
積
物
）は
非
常
に
薄
く
平
均
約
五
㍍
程
度
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
扇
状
地
完
成
の
年
代

田
中
（
一
九
七
七
）
は
、
長
崎
空
港
の
ボ
ー
リ
ン
グ
試
料
か
ら
、
箕
島
付
近
の
シ
ル
ト
の
堆
積
年
代
は
基

底
近
く
の
ウ
グ
メ
石
沖
の
マ
イ
ナ
ス
三
二
㍍
で
14
Ｃ
年
代
が
、
二
万
五
四
七
〇　

一
九
六
〇
年
Ｂ
．Ｐ
．、
ア

五

±

長崎空港
ウ
グ
メ
石

ガ
ロ
ー
島

ウ
グ
メ
石

ガ
ロ
ー
島

大
村
空
港

櫨
山

国
道

Ｊ
Ｒ
大
村
線

坂
口
郡
川
↓

0m 0

0 500 1000m

-100

-200m

-40m
-80m

-120m

-20m

郡
川
↓
原
町

宮
代

郡
川
↓

扇状地堆積物

基盤岩類

海性堆積物

凡例

図1‐9　大村扇状地の（東北東―西南西）縦断面図　基盤岩類が箕島付近で急激に浅くなる。完新世の海
性堆積物の厚さは薄く、5mほどの厚みしかない。
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カ
島
付
近
の
マ
イ
ナ
ス
二
八
㍍
で
14
Ｃ
年
代
が
、

三
万
二
一
七
〇
年
Ｂ
．Ｐ
．で
あ
る
こ
と
を
求
め
、

こ
の
こ
と
か
ら
埋
没
扇
状
地
面
は
三
万
年
前

頃
に
は
既
に
で
き
て
お
り
、
箕
島
の
手
崎
沖
マ

イ
ナ
ス
一
六・五
㍍
で
は
有
機
質
シ
ル
ト
層
の

14
Ｃ
年
代
が
一
万
四
〇
二
〇　

五
七
〇
年
Ｂ
．

Ｐ
．で
あ
る
こ
と
か
ら
一
万
年
前
頃
ま
で
に
は
、

旧
期
扇
状
地
は
完
成
し
た
も
の
と
考
え
た
。

阪
口
和
則
・
田
島
（
一
九
九
九
）は
今
富
町

段
の
道
路
脇
に
あ
る
畑
の
表
面
（
段
丘
面
）
か

ら
深
さ
五
〇
㌢
㍍
に
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
の
堆

積（
写
真
１
─
１７
）を
確
認
し
た
。
写
真
の（
Ｋ
─
Ａ
ｈ
層
）は
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
層
で
、（
ア
層
）か
ら
は
縄
文
晩
期
の
土
器
が
、（
イ
層
）か
ら
は
縄
文
早

期
の
押お

し
が
た
も
ん

型
紋
土
器
が
掘
り
出
さ
れ
て
い
る
。（
Ｙ
層
）は
弥
生
時
代
の
建
物
柱
の
跡
を
含
む
土
壌
で
あ
る
。

平
成
十
九
年（
二
〇
〇
七
）十
一
月
に
協
和
町
の
大
村
浄
水
セ
ン
タ
ー
前
、
ロ
ー
タ
ス
イ
チ
ノ
セ
敷
地
内
の
工
事
現
場（
写
真
１
─
１８
）で
採
取
し
た
黒

土
及
び
黄
褐
色
砂
質
土
に
は
そ
れ
ぞ
れ
Ｋ
─
Ａ
ｈ
と
思
わ
れ
る
暗
褐
色
火
山
ガ
ラ
ス
、
Ａ
Ｔ
と
思
わ
れ
る
透
明
な
火
山
ガ
ラ
ス
が
含
ま
れ
て
い
た
。

そ
の
火
山
ガ
ラ
ス
の
屈
折
率
を
求
め
た
結
果
が
図
１
─
１０
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
試
料
を
処
理
し
、
両
ガ
ラ
ス
と
も
バ
ブ
ル
ウ
オ
ー
ル
型（
６
）
主
体

で
、
Ａ
Ｔ
の
屈
折
率
は
平
均
が
一・
五
〇
〇
〇
で
、
Ｋ
─
Ａ
ｈ
は
平
均
が
一・
五
一
一
五
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
火
山
灰
は
Ａ
Ｔ
と

Ｋ
─
Ａ
ｈ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
Ａ
Ｔ
の
年
代
は
二
万
八
〇
〇
〇
年
、
Ｋ
─
Ａ
ｈ
の
年
代
は
六
三
〇
〇
年
で
あ
る
の
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
長
岡

（
二
〇
一
一
）は
こ
の
付
近
の
扇
状
地
堆
積
物
は
二
万
九
〇
〇
〇
年
前
よ
り
古
い
と
考
え
た
。Ａ
Ｔ
と
Ｋ
─
Ａ
ｈ
は
大
規
模
な
火
砕
流
を
伴
う
巨
大

噴
火
活
動
に
よ
る
広
域
の
火
山
灰
堆
積
物
で
あ
る
。
Ａ
Ｔ
は
以
前
に
富
の
原
二
丁
目
な
ど
の
遺
跡
で
も
確
認
さ
れ
て
い
た
が
屈
折
率
の
測
定
は
行
っ

±

写真1‐17　�今富町岩名遺跡トレンチで見つかった広域火
山灰K-Ah

×　K-Ah 80cm

40cm

80cm

100cm

扇状地堆積物

×　AT

写真1‐18　�協和町浄水場前の広域火山灰（AT、K-Ah）
露頭　扇状地堆積物である礫層の上に火山
灰層（ATとK-Ah）がのる。
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て
い
な
い（
大
村
市
教
育
委
員
会
（
一
九
八
七
）『
富
の
原
』大
村
市
文
化
財
調

査
報
告
書
第
12
集
）。

　
　
大
村
扇
状
地
の
特
徴

郡
川
の
集
水
域
面
積
は
五
四
・
七
平
方
㌔
㍍
、
そ
の
う
ち
坂
口
町
よ
り
上
流

の
集
水
域
面
積
は
三
六
・
四
平
方
㌔
㍍
で
あ
り
、
大
村
扇
状
地
の
扇
面
面
積

は
海
抜
〇
㍍
以
上
で
は
一
一・
三
平
方
㌔
㍍ 

（
斉
藤
享
治
（
一
九
九
八
）
大
学

テ
キ
ス
ト
『
日
本
の
扇
状
地
』で
は
七
・
九
平
方
㌔
㍍
）、
海
抜
マ
イ
ナ
ス
一
五

㍍
以
上
で
は
一
七
・
二
平
方
㌔
㍍
で
あ
る
。
斉
藤
（
一
九
九
八
）に
記
載
し
て

あ
る
日
本
の
扇
状
地
四
九
〇
の
う
ち
で
扇
面
面
積
一
一・
三
平
方
㌔
㍍
を
持

つ
大
村
扇
状
地
は
中
程
度
の
規
模
に
相
当
す
る
。
扇
状
地
の
で
き
や
す
い
集

水
域
面
積
は
一
〇
〇
平
方
㌔
㍍
前
後
に
あ
り
、
集
水
域
地
質
が
深し

ん
せ
い
が
ん

成
岩
・
凝

灰
岩
・
集
塊
岩
・
変
成
岩
か
ら
な
る
地
域
に
は
扇
状
地
が
で
き
や
す
い
と
い
う
。

こ
れ
は
土
石
流
の
発
生
し
や
す
い
地
質
に
対
応
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
郡
川
に
流
れ
込
む
河
川
域
は
い
わ
ゆ
る
集
水
域
面
積
の
小

さ
な
山
地
に
属
す
る
。
こ
の
よ
う
な
集
水
域
の
小
さ
な
山
地
流
域
で
は
、
土

石
流
な
ど
に
よ
っ
て
河
床
に
堆
積
し
て
い
た
土
砂
が
洪
水
時
に
一
気
に
谷
口
ま

で
運
搬
さ
れ
堆
積
し
て
小
規
模
扇
状
地
を
形
成
す
る
と
さ
れ
て
い
る（
斉
藤　

一
九
九
八
）。

ま
た
、
斉
藤
（
一
九
九
八
）
は
扇
状
地
形
成
の
因
子
と
し
て
十
一
の
因
子
を

六

（長岡信治・阪口和則、（2010）、未公表）図1‐10　広域火山灰ATとK-Ahの火山ガラスの屈折率分布
K-Ah：バブルウオール主体　水和不良AT：バブルウオール主体　水和良い
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考
え
た
。
す
な
わ
ち
、
集
水
域
面
積
、
山
間
盆
地
面
積
、
起
伏
量
、
集
水
域
地
質
、
火
山
の
有
無
、
気
候
条
件
、

渓け
い
こ
う口

間
の
距
離
、
堆
積
場
、
基
盤
地
質
、
隆
起
量
、
活
断
層
の
有
無
で
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
中
規
模
扇
状
地
の
形

成
を
支
配
す
る
因
子
は
、
①
集
水
域
面
積
の
大
き
さ
が
一
〇
〇
平
方
㌔
㍍
前
後
あ
る
い
は
五
〇
〇
平
方
㌔
㍍
前
後

で
あ
る
こ
と
、
②
「
集
水
域
地
質
」
が
凝
灰
角
礫
岩
や
溶
岩
な
ど
の
火
山
性
の
堆
積
物
か
ら
で
き
て
い
て
土
石
流
が

発
生
し
や
す
い
こ
と
、
③
「
堆
積
場
」
と
し
て
渓
口
部
に
開
け
た
平
地
を
持
ち
、
河
川
に
よ
り
運
搬
さ
れ
た
土
砂
が

堆
積
さ
れ
や
す
い
場
所
で
あ
る
こ
と
、
④
活
断
層
の
有
無
、
日
本
で
は
活
断
層
の
多
い
地
域
に
扇
状
地
の
発
達
す
る

傾
向
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

大
村
扇
状
地
に
つい
て
は
、
集
水
域
面
積
が
や
や
小
さ
い
が
、
上
記
の
四
つ
の
因
子
が
う
ま
く
当
て
は
ま
っ
て
い
る

よ
う
に
み
ら
れ
る
。
因
子
の
一
つ
で
あ
る「
活
断
層
の
存
在
」は
渓
口
部
に
開
け
た
平
地
を
持
つ
地
形
を
つ
く
り
や
す

い
。
大
村
地
域
で
は
大
村
南
部
か
ら
諫
早
北
西
部
に
か
け
て
多
良
火
山
麓
扇
状
地
堆
積
物
を
切
る
西
北
西
か
ら

東
南
東
の
活
断
層
が
報
告
さ
れ
て
い
る（
九
州
活
構
造
研
究
会
（
一
九
八
九
）『
九
州
の
活
構
造
』）こ
と
や
、
多
良

岳
火
山
地
域
に
お
け
る
古
第
三
系
の
高
度
分
布
か
ら
推
定
さ
れ
る
西
北
西
か
ら
東
南
東
方
向
の
地
溝
帯
の
存
在
が

郡
川
の
渓
口
部
に
開
け
た
平
地
を
つ
く
り
、
大
村
扇
状
地
を
形
成
す
る
の
に
役
立
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
表
１
─
４
に

大
村
扇
状
地
の
特
性
値
を
示
す
。

　
　
旧
河
道
に
つ
い
て

建
設
省
国
土
地
理
院
の「
航
空
写
真（
Ｋ
Ｕ
─
七
三
─
二
Ｘ
）」
と
大
村
市
の「
諫
早
・
大
村
水
害
航
空
写
真
」の

立
体
視
及
び
現
地
調
査
で
扇
状
地
面
上
の
旧
河
道
を
追
跡
し
、
以
下
に
示
す
よ
う
な
坂
口
か
ら
放
射
状
に
数
本
の

蛇
行
し
た
旧
河
道（
図
１
─
１１
）を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
の
河
道
は
、
か
つ
て
扇
状
地
の
形
成
を
担
っ
た
河
道
で
あ
っ
た
。

❶　

小
路
口
町
公
民
館
付
近
で
地
形
と
し
て
明
ら
か
に
残
る
旧
河
道
は
現
在
で
は
畑
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

七

L縦長：3.4Km	 W最大幅：4.5Km	 Af扇面面積：7.9Km2

An°扇央角度：91°	 Sm平均勾配：13.2‰	 Sh扇頂勾配：17.0‰
Sr勾配比：1.28	 Rg扇頂浸食量：0.45‰	 R下刻量：8.2m
D解析係数：1.31	 Ri河道偏倚度：1.67	 T堆積物の層厚：84.2m
V堆積物の体積：0.67Km3	 Tg礫層の層厚：4.9m	 Vg礫層の体積：0.04Km3

表1‐4　大村扇状地（郡川扇状地）の特性値 （斉藤享冶（1998）より）
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周
り
と
の
段
差
は
八
〇
㌢
㍍
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
桜
が
原
中

学
校
の
北
を
通
り
、
航
空
自
衛
隊
の
方
向
へ
抜
け
る
。

❷　

小
路
口
町
か
ら
竹
松
駅
を
通
り
、
現
在
の
駅
前
大
通
り
の

北
側
を
ほ
ぼ
道
路
と
並
行
に
走
る
一
段
低
い
凹
み
が
旧
河
道
で

あ
る
、
現
在
は
暗
渠
に
な
っ
て
更
に
西
に
延
び
国
道
に
達
す
る
。

そ
の
旧
河
道
の
中
に
今
津
神
社
や
公
園
が
あ
る
。 

❸　

小
路
口
町
か
ら
竹
松
小
学
校
前
を
通
り
、
宮
小
路
一
丁
目
の

コ
ン
ビニエ
ン
ス
ス
ト
ア
の
裏
を
通
る
低
地
に
続
く
。
こ
れ
も
道
路

の
北
側
に
平
行
に
延
び
、
高
度
差
は
約
一
㍍
程
度
で
あ
る
。
こ

こ
も
暗
渠
に
な
り
、
更
に
西
側
に
続
く
。 

❹　

坂
口
の
高
速
道
路
下
あ
た
り
か
ら
浄
水
場
の
下
を
通
り
、
植

松
一
丁
目
付
近
か
ら
三
つ
に
分
か
れ
、
一
つ
は
大
村
部
隊
演
習

場
の
北
か
ら
桜
馬
場
、
古
賀
島
を
通
り
航
空
自
衛
隊
へ
抜
け
る
。

二
つ
は
西
大
村
小
学
校
の
裏
を
抜
け
、
松
山
か
ら
大
村
湾
に
注

ぐ
。
三
つ
は
諏
訪
を
通
り
大
上
戸
川
に
つ
な
が
る
。

❺　

荒
瀬
付
近
で
河
岸
段
丘
面
上
に
あ
る
畑
の
中
を
走
る
旧
河
道

が
あ
り
、
高
速
道
路
の
下
を
通
り
、
水
神
様
付
近
で
現
在
の
郡

川
に
つ
な
が
る
。

❻　

三
角
州
の
沖
田
町
や
寿
古
町
で
は
旧
河
道
は
細
か
く
分
か
れ

て
流
れ
る
。

図1‐11　�大村平野に残る旧河川跡　空中写真の立体視と現地調査で明らかになった河川跡、当時は流れ
の向きをいろいろと変えながら扇状地をつくっていった。

❶

❷

❸

❹

❺

❻
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扇
状
地
の
黒
土

田
中
（
一
九
七
七
）
は
大
村
平
野
の
表
層
部
で
扇
状
地
礫
層
の

上
に
の
る
黒
色
腐
植
土
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
扇
状

地
礫
層
の
上
に
の
る
黒
色
腐
植
層
は
厚
さ
一
㍍
以
下
で
あ
り
、
火

山
灰
質
シ
ル
ト
、
砂
が
多
く
、
径
五
～
六
㌢
㍍
以
下
の
円
礫
を
各

所
に
含
む
。
こ
の
黒
色
土
の
鉱
物
組
成
は
島
原
半
島
の
黒
色
火
山

灰
土
壌
に
類
似
し
て
い
る
が
、
層
位
的
に
島
原
半
島
の
そ
れ
と
は

対
比
で
き
な
い
。
大
村
扇
状
地
の
黒
色
火
山
灰
土
に
は
礫
が
含
ま

れ
、
そ
の
上
位
で
は
礫
が
少
な
く
な
る
た
め
、
こ
れ
は
降
下
火
山

灰
を
起
源
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
流
水
の
影
響
を
受
け
た
堆
積

物
と
判
断
さ
れ
る
。
扇
状
地
形
成
時
に
礫
層
の
上
に
フ
ラ
ッ
ド
・

ロ
ー
ム（flood

・loam

）
と
し
て
堆
積
し
た
も
の
が
、
こ
の
黒
色
腐

植
層
の
母
材
と
な
っ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
村
扇
状

地
で
は
黒
色
粘
土
層
は
最
表
層
以
外
に
認
め
ら
れ
ず
。
地
層
区
分

の
鍵
層
に
は
な
ら
な
い
、
と
し
て
い
る
。

大
村
平
野
に
お
け
る
黒
ボ
ク
土
の
分
布
を
図
１
─
１２
に
示
す
。
図

で
示
し
た
黒
ボ
ク
土
は
、長
崎
県
土
地
分
類
基
本
調
査（
一
九
七
三
）

「
大
村
」
の
土
じ
ょ
う
図
の
黒
ボ
ク
土
壌
、
厚
層
黒
ボ
ク
土
壌
、

多
湿
黒
ボ
ク
土
壌
を
含
め
て
い
る
。
黒
ボ
ク
土
壌
は
池
田
、
諏
訪

付
近
に
分
布
し
、
表
層
に
黒
褐
色
～
黒
色
の
腐
食
層
を
有
す
る
土

八

図1‐12　�大村平野の土壌分布　土地分類基本調査「大村」5万分の1の土壌区分のうち黒ボク土壌と厚層黒
ボク土壌および多湿黒ボク土の分布を示している。 （長崎県国土調査（1973）より編集）

飯盛山

武留路山

鉢巻山

琴平岳

郡
　
川

大
上
戸
川

内
田
川池田

諏訪

原口

沖田

宮小路

富の原

協和町

黒丸

鬼橋今富
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壌
で
、
腐
食
層
の
厚
さ
は
五
〇
㌢
㍍
内
外
で
あ
る
。
主
と
し
て
や
さ
い
畑
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
厚
層
黒
ボ
ク
土
壌
は
富
ノ
原
、
鬼
橋
、
原

口
付
近
に
広
く
分
布
し
、
暗
褐
色
～
黒
褐
色
の
腐
植
層
を
有
す
る
土
壌
で
、
腐
植
層
の
厚
さ
は
一
㍍
内
外
で
厚
い
。
主
と
し
て
や
さ
い
畑
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
。
多
湿
黒
ボ
ク
土
壌
は
黒
丸
町
北
、
宮
小
路
、
今
富
、
協
和
町
に
分
布
し
、
黒
褐
色
の
腐
植
層
を
有
す
る
土
壌
で
、
腐
植
層

の
厚
さ
は
三
〇
㌢
㍍
内
外
で
あ
る
。
作
土
の
下
に
鉄
の
斑
紋
を
含
み
、
四
七
㌢
㍍
以
下
は
円
礫
層
と
な
っ
て
い
る
。
水
田
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

山
野
井
徹
（
一
九
九
六
）「
黒
土
の
成
因
に
関
す
る
地
質
学
的
検
討
」
で
は
、「
黒
ボ
ク
土
は
ロ
ー
ム
質
土
と
は
互
い
に
移
化
し
、
腐
植
が
堆
積
し

つ
つ
土
壌
が
形
成
さ
れ
た
。
火
山
灰
が
黒
ボ
ク
土
や
ロ
ー
ム
質
土
の
形
成
に
関
わ
っ
た
証
拠

は
野
外
で
は
見
い
だ
せ
な
い
。
黒
ボ
ク
土
中
の
ヒ
ュ
ー
ミ
ン（
不
溶
性
腐
植
）（
７
）の
主
体
は
燃

焼
炭
粒
子（
微
粒
炭
）で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ロ
ー
ム
質
土
の
堆
積
に
微
粒
炭
が
加
わ
る
と
、

そ
れ
が
活
性
炭
と
な
っ
て
可
溶
性
腐
植
を
吸
着
・
保
持
し
、
黒
ボ
ク
土
が
形
成
さ
れ
る
。」

と
い
う
新
説
を
提
示
し
た
。
黒
ボ
ク
土
中
の
ヒ
ュ
ー
ミ
ン
は
一
般
に
黒
色
が
強
く
不
透
明
で
、

そ
の
縁
は
切
り
取
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
シ
ャ
ー
プ
で
角
張
っ
た
板
状
を
呈
す
る
が
、
短
冊
状

の
細
粒
片
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
ス
ス
キ
の
燃
焼
炭
粒
子
と
酷
似
す
る
。

こ
の
燃
焼
炭
粒
子
は
古
代
人
（
主
に
縄
文
人
）の
生
活
に
密
着
し
た
野
焼
き
・
山
焼
き
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
黒
ボ
ク
土
の
色
の
違
い
は
微
粒
炭
と
可
溶
性
腐
植
の
量
の
違
い
に

よ
っ
て
決
ま
る
と
述
べ
て
い
る
。

黒
土
の
出
現
は
完
新
世
以
降
で
縄
文
以
降
の
人
類
の
活
動
と
関
係
が
あ
る
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る（
日
本
第
四
紀
学
会
（
一
九
七
七
）『
日
本
の
第
四
紀
研
究
―
そ
の
発
展
と
現

状
―
』）。
こ
れ
を
裏
付
け
る
た
め
、
富
の
原
二
丁
目
の
畑
か
ら
採
取
し
た
黒
土
を
処
理
し
て

ヒ
ュ
ー
ミ
ン
を
探
し
た
。
そ
の
結
果
、
黒
ボ
ク
土
中
の
ヒ
ュ
ー
ミ
ン
に
特
徴
的
な
黒
色
が
強
く
、
不
透
明
で
そ
の
縁
は
切
り
割
ら
れ
た
よ
う
に
シ
ャ
ー

プ
で
、
角
張
っ
た
板
状
を
呈
し
た
短
冊
状
の
ヒ
ュ
ー
ミ
ン
を
抽
出
で
き
た（
写
真
１
─
１９
）。

写真1‐19　ヒューミンの顕微鏡写真（写真の横の長さ1mm）
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註（
１
）　�

第
四
紀
は
更
新
世
と
完
新
世
に
分
か
れ
、
更
新
世
は
約
二
六
〇
万
年
前
か
ら
約
一
万
二
〇
〇
〇
年
前
ま
で
の
時
代
で
、
そ
れ
以
降
を
完
新
世
と
呼
ぶ
。

（
２
）　
一
三
‰
と
は
、
水
平
距
離
一
〇
〇
〇
㍍
に
対
す
る
垂
直
距
離
が
一
三
㍍
に
相
当
す
る
勾
配
を
表
す
。

（
３
）　�
Ａ
Ｔ
と
Ｋ
─
Ａ
ｈ　
Ａ
Ｔ
は
姶
良
丹
沢
火
山
灰
の
こ
と
。
鹿
児
島
の
姶
良
カ
ル
デ
ラ
の
巨
大
噴
火
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
た
火
山
灰
で
、
そ
の
分
布
は
北
海

道
ま
で
及
ん
で
い
る
。
鹿
児
島
の
シ
ラ
ス
台
地
を
形
成
し
た
入
戸
火
砕
流
堆
積
物
の
一
部
で
あ
る
。
旧
石
器
時
代
の
年
代
を
決
め
る
重
要
な
指
標
に
な
っ

て
い
る
。
Ｋ
─
Ａ
ｈ
は
鬼
界
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
の
こ
と
で
、
鹿
児
島
南
方
海
上
に
あ
る
鬼
界
カ
ル
デ
ラ
の
浅
い
海
底
か
ら
の
巨
大
噴
火
に
よ
っ
て
放
出

さ
れ
た
火
山
灰
で
、
そ
の
分
布
は
関
東
以
北
ま
で
及
ん
で
い
る
。
縄
文
早
期
と
縄
文
前
期
を
分
け
る
鍵
層
に
な
っ
て
い
る
。
ア
カ
ホ
ヤ
と
は
宮
崎
で
の

こ
の
火
山
灰
の
呼
び
名
で
あ
る
。

（
４
）　�

Ａ
層
は
海
底
面
を
な
す
地
層
で
海
域
全
体
に
わ
た
り
広
く
分
布
す
る
。
上
部
シ
ル
ト
、
下
部
粘
土
層
か
ら
な
る
。
音
波
探
査
で
は
、
白
く
抜
け
る
弱

い
パ
タ
ー
ン
を
示
す
。

　
　
　

�

Ｂ
層
は
Ａ
層
に
水
平
に
不
整
合
に
覆
わ
れ
る
、
レ
キ
層
又
は
砂
層
～
レ
キ
混
じ
り
砂
層
で
、
音
波
探
査
で
は
濃
い
パ
タ
ー
ン
を
示
し
、
散
乱
波
が
特
徴

で
あ
る
。

（
５
）　�

堆
積
物
の
粒
の
大
き
さ
を
示
す
用
語
で
、
礫
の
直
径
が
二
㍉
㍍
以
上
を
礫
、
二
〜
一
六
分
の
一
㍉
㍍
ま
で
を
砂
、
一
六
分
の
一
〜
二
五
六
分
の
一
㍉
㍍

ま
で
を
シ
ル
ト
、
二
五
六
分
の
一
㍉
㍍
以
下
を
粘
土
と
し
て
区
別
し
て
い
る
。
シ
ル
ト
と
粘
土
を
含
め
て
通
常
は
泥
と
い
っ
て
い
る
。

（
６
）　�

バ
ブ
ル
ウ
オ
ー
ル
型
と
は
泡
型
と
も
い
わ
れ
る
。
泡
状
の
ガ
ラ
ス
が
こ
わ
れ
た
と
き
の
形
に
似
て
い
る
。
マ
グ
マ
が
急
激
に
冷
や
さ
れ
る
時
に
で
き
る
火

山
ガ
ラ
ス
の
一
種
で
火
砕
流
に
多
く
含
ま
れ
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。

（
７
）　�

腐
植
物
質
を
ア
ル
カ
リ
処
理
し
、
溶
解
し
な
い
も
の
を
ヒ
ュ
ー
ミ
ン
と
い
う
。
溶
解
す
る
も
の
に
対
し
て
酸
処
理
を
施
し
、
不
溶
な
も
の
を
腐
植
酸
と

い
い
、
溶
解
す
る
も
の
を
フ
ル
ボ
酸
と
い
う
。

　
　
大
村
湾
と
い
う
名
前
の
由
来

文
化
十
年
（
一
八
一
三
）に
長
崎
で
発
行
さ
れ
た
九
州
九
ヵ
国
の
絵
図
で
は
袋
状
の
内
湾
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
大
村
湾
の
名
称
は
な
く
、
各

一
第
五
節
　
大
村
湾

�

（
阪
口
和
則
）
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村
落
の
地
名
と
そ
の
お
お
よ
そ
の
位
置
や
街
道
の
方
向
を
示
し
て
い
る
だ
け
で
地
形
学
的
な
情
報
が
少
な
い
。
地
図
に
大
村
湾
が
描
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
や
は
り
西
洋
人
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）に
メ
ル
カ
ト
ル
に
よ
っ
て
表
さ
れ
た
ア
ジ
ア
図
に
は
、
日
本
を

含
め
東
ア
ジ
ア
や
東
南
ア
ジ
ア
の
情
報
に
乏
し
か
っ
た
よ
う
で
、
九
州
島
す
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
。「
大
村
湾
」が
地
図
上
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
文
禄
四
年（
一
五
九
五
）の
オ
ル
テ
リ
ウ
ス
と
テ
ィ
セ
ラ
に
よ
る
日
本
図
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
地
図
で
は
九
州
が
本
州
と
は
離
れ
た
島

と
し
て
認
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
北
に
湾
口
を
持
つ
細
長
い「
大
村
湾
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）に
ボ
ー
ガ
ン
ジ
ー
が
描

い
た
日
本
図
に
は
北
に
湾
口
を
持
ち
、袋
状
に
入
り
込
ん
だ
閉
鎖
系
の
特
徴
を
示
す
大
村
湾
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ケ
ンペル
と
シ
ョ
イ
ヒ
ツ
ア
ー

は
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）の
江
戸
参
府
の
折
に
通
過
し
た
地
域
を
七
枚
の
陸
路
図
に
表
し
て
お
り
、
そ
の
中
の
長
崎
か
ら
小
倉
ま
で
の
図
に
大

村
湾
の
枝し

湾わ
ん

で
あ
る
津
水
湾
を
描
い
て
い
る
。
そ
こ
に
はLe Golfe dʼO

m
ura

と
の
海
域
名
が
あ
り
、
こ
の
時
期
に
「
大
村
湾
」
と
い
う
名
称
が

初
め
て
使
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
に
印
刷
さ
れ
た
外
国
人
に
よ
る
日
本
図
に
はBaye dʼO

m
ura, Bay of O

m
ura

が
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
頃
か
ら
「
大
村
湾
」
の
名
称
が
使
わ
れ
だ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
の
シ
ー
ボ
ル
ト
も
「
大
村
湾
」
の
名
称
は
出
島
・
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
ヘン
ド

リ
ク
・
イ
ン
ダ
イ
ク
が
在
任
中
の
万
治
二
年（
一
六
五
九
）、
寛
文
元
年（
一
六
六
一
）、
寛
文
三
年（
一
六
六
三
）に
江
戸
参
府
の
際
に「
内
海
」を

大
村
湾
と
呼
び
、
そ
の
後
に
ケ
ン
ペ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
オ
ラ
ン
ダ
人
が
こ
の
名
前
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
地
形
学
的
に
正
確

な
大
村
湾
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
更
に
年
月
を
必
要
と
し
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
が
日
本
国
外
に
持
ち
出
し
た
新
版
日
本
国
大
絵
図
（
延

享
元
年（
一
七
四
四
）作
製
）や
改
正
日
本
図（
文
政
六
年（
一
八
二
三
）作
製
）に
は
大
村
湾
の
位
置
は
記
入
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
正
確
な
形
状

に
は
な
っ
て
い
な
い
。
ウ
ォ
カ
ー
が
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）に
作
成
し
た
緯
度
・
経
度
の
入
っ
た
日
本
地
図
に
は
大
村
湾
（O

m
ura Bay

）の
地

理
的
位
置
（
北
緯
三
三
度
、
東
経
一
三
〇
度
）
が
正
確
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
形
状
は
南
北
に
伸
び
て
や
や
不
正
確
で
あ
る
。
ほ
ぼ
現
在
と

同
じ
地
形
を
し
た
閉
鎖
系
海
湾
と
し
て
の
大
村
湾
は
現
地
測
量
結
果
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
伊い

能の
う

忠た
だ

敬た
か

に
よ
る
日
本
地
図
（
伊
能
大
図
、
文
政

四
年（
一
八
二
一
）完
成
）に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る（
図
１
─
１３
）。
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図1‐13　伊能図　大図「肥前大村」「肥前長崎」を基に作成されている。（松浦史料博物館所蔵）
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大
村
湾
の
地
形
と
現
況

大
村
湾
は
お
よ
そ
北
緯
三
三
度
、
東
経
一
二
九
度
五
〇
分
に
位
置
し
、
南
北
が
約
二
六
㌔
㍍
、
東
西
が
約
一
一
㌔
㍍
、
面
積
が
約
三
二
〇

平
方
㌔
㍍
、
海
岸
線
の
総
延
長
が
約
三
六
〇
㌔
㍍
で
あ
る
。
佐
世
保
湾
と
通
じ
る
針
尾
瀬
戸
付
近
の
湾
口
部
で
は
最
大
深
度
が
五
四
㍍
で
あ

る
が
、
早
岐
瀬
戸
で
は
深
度
が
二
㍍
ほ
ど
で
し
か
な
い
。
湾
全
体
の
平
均
深
度
が
一
四
・
八
㍍
、
総
貯
水
量
が
約
四
七
三
万
立
方
㌔
㍍
で
、
ほ

ぼ
楕
円
形
を
し
た
袋
状
の
海
湾
で
あ
る
。
枝
湾
と
し
て
大
串
、
小
串
、
津
水
、
長
与
、
時
津
、
村
松
、
形か

た

上が
み

の
各
湾
を
持
っ
て
い
る
。
流
域
面

積
は
六
〇
一
平
方
㌔
㍍
に
及
び
、
湾
内
に
は
二
四
水
系
五
一
河
川
（
川
棚
川
、
彼
杵
川
、
郡
川
な
ど
）
か
ら
年
間
約
五
九
〇
万
立
方
㌔
㍍
の
河

川
水
が
流
入
す
る
。
北
部
に
位
置
す
る
二
本
の
狭
い
水
道
の
針
尾
瀬
戸
（
幅
約
二
〇
〇
㍍
）
と
早
岐
瀬
戸
（
幅
約
二
〇
㍍
）に
よ
っ
て
の
み
佐
世

保
湾
に
通
じ
、
更
に
こ
こ
を
介
し
て
東
シ
ナ
海
と
繋
が
っ
て
い
る
。
東
部
は
最
高
峰
標
高
一
〇
七
六
㍍
の
経
ヶ
岳
を
擁
す
る
第
四
紀
火
山
の
多

良
山
系
と
大
村
扇
状
地
・
大
村
平
野
、
北
部
は
佐
世
保
市
街
へ
と
続
く
古
第
三
紀
含
炭
堆
積
岩
を
主
と
し
た
丘
陵
地
、
西
部
は
西
彼
杵
変
成

岩
か
ら
な
る
隆
起
準
平
原
で
、
標
高
五
六
一
㍍
の
長
浦
岳
や
標
高
五
三
一
㍍
の
飯
盛
山
を
擁
す
る
西
彼
杵
半
島
、
南
部
は
長
崎
火
山
岩
類
を

主
と
し
、
標
高
四
五
一
㍍
の
琴
尾
岳
が
あ
る
低
山
地
で
取
り
囲
ま
れ
て
い
る（
図
１
─
１４
・
１５
）。

　
　
大
村
湾
付
近
で
の
西
彼
杵
変
成
岩
類
の
分
布
―
大
村
湾
の
基
盤
は
何
か
―

大
村
湾
の
西
縁
を
画
す
る
西
彼
杵
半
島
は
八
〇
〇
〇
万
～
六
〇
〇
〇
万
年
前
に
形
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
西
彼
杵
変
成
岩
類
か
ら
な
る
。
こ

の
変
成
岩
類
は
時
津
か
ら
長
崎
市
中
心
部
に
か
け
て
長
崎
火
山
岩
類
の
被
覆
を
受
け
る
が
そ
の
南
方
の
長
崎
半
島
に
も
広
く
露
出
す
る
。
西

彼
杵
変
成
岩
類
は
蛇
紋
岩
メ
ラ
ン
ジ
ュ
を
挟
む
結
晶
片
岩
を
主
体
に
し
、
西
彼
杵
半
島
で
は
大
き
く
み
て
背
斜
構
造
を
な
す
。
現
在
の
大
村
湾

は
海
水
や
海
成
堆
積
物
で
覆
わ
れ
て
い
る
の
で
そ
れ
以
深
の
地
質
体
を
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
後
に
詳
述
す
る
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
の
結
果
、
大
村
湾
海
底
の
大
ま
か
な
様
相
が
判
明
し
つつ
あ
る（
図
１
─
１５
）。

西
彼
杵
変
成
岩
類
は
地
表
付
近
で
は
針
尾
瀬
戸
ま
で
露
出
し
、
古
第
三
紀
層
と
断
層
で
接
す
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る（
阪
口
和
則
・
迎
満
康

（
一
九
六
九
）「
西
彼
杵
半
島
東
北
部
及
び
針
尾
島
南
西
部
の
地
質
に
つい
て
」）
が
、
そ
れ
以
東
で
は
大
崎
半
島
で
の
ボ
ー
リ
ン
グ
で
地
下
一
五
〇

二三
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図1‐14　大村湾の海底地形（国土地理院沿岸海域地形図1/25000をもとに早岐図幅、大村図幅を編集）
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〇
㍍
付
近
か
ら
結
晶
片
岩
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
一
方
、
大
村
湾
東
岸
・
郡
川
扇

状
地
先
端
部
で
の
ボ
ー
リ
ン
グ
結
果
（
サ

ン
ス
パ
大
村
）で
は
地
下
一
七
五
㍍
付
近

に
は
古
第
三
紀
層
が
確
認
さ
れ
て
い
る
も

の
の
西
彼
杵
変
成
岩
類
の
分
布
は
知
ら

れ
て
い
な
い
。
時
津
港
北
方
数
㌔
㍍
の
黒

島
付
近
で
は
完
新
世
海
成
堆
積
物
の
下

位
に
砂
礫
層
や
泥
層
が
あ
り
、
更
に
そ

の
下
位
（
海
底
下
約
三
〇
㍍
）に
は
結
晶

片
岩
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
が
、
古
第
三
紀
層
を
欠
い
て
い
る 

（
松

岡
數
充
（
二
〇
〇
四
）『
大
村
湾
』
―
超

閉
鎖
性
海
域
「
琴
の
海
」の
自
然
と
環
境

―
）。
こ
の
よ
う
な
大
村
湾
周
辺
で
の
断

片
的
な
資
料
か
ら
概
括
す
る
と
、
大
崎

半
島
か
ら
黒
島
を
結
ぶ
線
以
東
の
大
村

湾
海
底
下
に
西
彼
杵
変
成
岩
類
と
古
第

三
紀
層
の
境
界
と
な
る
大
村
湾
―
天
草

断
層（H

attori &
 Shibata 

一
九
八
二
）

図1‐15　大村湾を中心とする地域における古第三系を主とする地質分布図� （水野（1963）一部改訂）
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大村湾

大　島

崎　戸

西彼杵半島

板ノ浦
松　島

西　海

佐世保

長　与

長　崎
矢　上

神ノ島

伊王島

香焼島
高　島

端　島

新期火山岩類

下部中新統

上部漸新統

下部漸新統

最下部漸新統

上部始新統

中下部始新統

先第三系

九 州

0 50km

0 20 km
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が
存
在
す
る
と
推
察
さ
れ
る
。
更
に
時
津
港
北
方
黒
島
沖
で
実
施
さ
れ
た
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
結
果
で
は
海
面
下
約
五
〇
㍍
で
基
盤
の
結
晶
片
岩

に
到
達
す
る
の
に
対
し
て
、大
村
平
野
で
は
基
盤
と
し
て
の
古
第
三
紀
層
ま
で
の
深
さ
が
地
下
一
七
五
㍍
に
及
び
、少
な
く
と
も
そ
の
差
は
一
〇
〇

㍍
以
上
に
な
る
。
大
村
平
野
で
の
古
第
三
紀
層
よ
り
下
位
に
ど
の
よ
う
な
地
質
体
が
存
在
す
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
崎
半
島
で
の
西
彼

杵
変
成
岩
の
存
在
は
大
村
湾
―
天
草
断
層
が
少
な
く
と
も
現
在
ま
で
に
一
五
〇
〇
㍍
以
上
の
東
落
ち
の
落
差
を
形
成
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　
　
大
村
湾
の
形
と
海
底
地
形

大
村
湾
の
形
は
基
本
的
に
は
構
造
線（
断
層
）に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
る
。
大
村
湾
の
海
岸
線
を
見
て
い
く
と
、
南
北
と
北
西
〜
南
東
の
二
つ

の
異
な
っ
た
方
向
性
が
顕
著
で
あ
る
。
形
上
湾
や
尾お

と戸
半
島
の
長
軸
で
代
表
さ
れ
る
南
北
方
向
と
川
棚
か
ら
松
原
の
海
岸
線
や
津
水
湾
の
長
軸

で
あ
る
北
西
〜
南
東
方
向
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
重
な
り
合
っ
て
大
村
湾
の
お
お
よ
そ
の
形
を
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
基
本
的
な
大
村
湾
の
形
で
あ

る
。
地
表
面
に
は
構
造
線
を
示
す
顕
著
な
断
層
は
現
れ
て
い
な
い
が
、
南
北
方
向
の
構
造
線
の
存
在
は
西
彼
杵
半
島
の
構
成
地
質
体
で
あ
る
西

彼
杵
変
成
岩
（
結
晶
片
岩
）
が
大
崎
半
島
地
下
一
五
〇
〇
㍍
付
近
と
大
村
湾
中
央
部
ま
で
に
し
か
分
布
し
な
い
こ
と
か
ら
も
推
定
さ
れ
る
。
ま

た
北
西
〜
南
東
方
向（
大
村
湾
─
天
草
構
造
線
）は
多
良
山
地
西
麓
に
存
在
す
る
活
断
層
の
走
行
方
向
と
一
致
す
る
。
こ
れ
ら
の
構
造
線
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
凹
地
に
早
岐
瀬
戸
と
針
尾
瀬
戸
か
ら
海
水
が
流
れ
込
ん
で
現
在
の
大
村
湾
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
海
岸
線
を
み
る
と
、

西
岸
と
東
岸
の
海
岸
線
の
様
子
が
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
。
西
岸
は
出
入
り
が
多
い
入
り
組
ん
だ
海
岸
線
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
溺
れ
谷
―
リ
ア
ス

式
―
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
東
岸
は
大
村
扇
状
地
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
比
較
的
単
調
な
海
岸
線
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
村
湾
全
体
が
西
南
方
向
に

傾
動
し
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
。
こ
の
様
子
は
大
村
湾
最
深
部
が
湾
央
に
位
置
せ
ず
、
西
に
偏
っ
て
南
北
方
向
に
延
び
て
い
る
こ
と
か
ら
も

推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る（
図
１
─
１４
・
１６
）。

大
村
湾
の
海
底
地
形
は
大
崎
半
島
と
そ
の
対
岸
の
宮
浦
を
結
ぶ
線
（
大
崎
半
島
―
宮
浦
線
）で
大
き
く
形
状
が
異
な
る
。
こ
の
線
よ
り
西
方

の
湾
口
部
で
の
海
底
地
形
は
複
雑
で
、
浅
曽
根
や
深
曽
根
と
呼
ば
れ
る
隆
起
が
あ
り
、
凹
凸
に
富
む
。
大
崎
半
島
と
宮
浦
の
間
に
は
水
深
二
〇

㍍
〜
三
〇
㍍
の
北
西
〜
南
東
方
向
の
凹
地
が
あ
り
、
そ
こ
は
岩
石
が
露
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
削
剥
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
先
の
湾
口
で
は

四
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大
村
湾
の
最
深
部
で
あ
る
水
深
五
四
㍍
の

海か
い

釜ふ

が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
大
崎
半
島
―

宮
浦
線
よ
り
湾
奥
で
は
様
相
が
一
転
し
、

水
深
一
五
㍍
〜
二
〇
㍍
の
平
坦
な
海
底
が

広
が
る
。
大
村
平
野
は
基
本
的
に
は
更

新
世
に
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
で
、
そ
の
先

端
に
完
新
世
の
海
面
上
昇
期
に
堆
積
物

が
付
け
加
わ
っ
た
沖
積
平
野
で
あ
る
。
基

本
的
な
扇
状
地
地
形
は
陸
上
の
み
な
ら
ず

郡
川
河
口
以
南
の
大
村
湾
海
底
に
も
延
び
、

扇
状
地
構
成
堆
積
物
は
箕み

島し
ま

（
現
在
の
長

崎
空
港
）
東
方
で
分
布
拡
大
が
止
ま
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
尾
戸
半
島
東
岸
は
比
較
的
急
傾
斜
で
東
西
方
向
の
窪
地
へ
と
続
く
。
形
上
湾
は
南
北
方
向
の
長
軸
を
持
ち
、
最
大
水
深
が

一
二
㍍
の
枝
湾
で
あ
る
。
川
棚
か
ら
千
綿
に
か
け
て
の
海
岸
も
比
較
的
急
な
傾
斜
で
海
底
に
繋
が
る
。
時
津
か
ら
多
良
見
に
か
け
て
は
火
山
地

形
を
反
映
し
て
海
岸
線
の
出
入
り
が
多
い
。

　
　
大
村
湾
の
海
洋
学
的
特
性

大
村
湾
の
海
洋
学
的
特
性
も
大
崎
半
島
―
宮
浦
線
を
境
に
し
て
異
な
る
。
こ
の
線
以
西
の
湾
口
部
で
は
反
時
計
回
り
の
流
れ
が
あ
り
、
針
尾

瀬
戸
か
ら
流
入
す
る
強
い
潮
流
に
起
因
す
る
潮
流
渦
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
変
動
は
大
崎
半
島
と
宮
浦
線
以
東
の
湾
内
流
動
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。
佐
世
保
湾
を
介
し
て
針
尾
瀬
戸
か
ら
大
村
湾
に
流
入
し
た
海
水
は
大
崎
半
島
沖
で
二
つ
に
分
か
れ
、一
つ
は
東
流
し
た
後
、
北
上

五

図1‐16　�西九州の接峰面図に現れた大村湾の基本形を規定し
ている構造線（破線）と断層（実線）
（九州活構造研究会（1989）「九州及び周辺の接峰面図と海底
地形図」の一部に加筆）
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し
て
川
棚
に
至
り
、
一
つ
は
南
流
し
て
時
津
沖
に
達
し
、
後
に
東
に
転
じ
て
大
村
沖
へ
と
至
る
。
こ
れ
は
大
き
く
見
て
反
時
計
回
り
の
流
れ
が
あ

る
こ
と
を
示
す
。
中
央
部
で
の
平
均
流
速
は
毎
秒
二
か
ら
四
㌢
㍍
で
あ
り
（
福
本　

正
（
一
九
九
七
）「
大
村
湾
に
お
け
る
流
動
特
性
と
水
質
予

測
に
関
す
る
研
究
」）、
緩
や
か
な
流
れ
で
あ
る
。
潮
位
差
は
大
潮
時
で
〇
・
七
㍍
、
小
潮
時
で
〇
・
三
㍍
し
か
な
く
、
有
明
海
の
五
㍍
以
上
に

も
及
ぶ
潮
位
差
に
比
べ
て
小
さ
く
、
こ
の
点
で
も
大
村
湾
は
や
は
り「
湖
」的
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
　
大
村
湾
の
貧
酸
素
水
塊

湖
的
な
閉
鎖
環
境
が
大
村
湾
中
央
部
に
貧
酸
素
水
塊
の
出
現
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
貧
酸
素
水
塊
は
ほ
ぼ
毎
年
出
現
す
る
が
、
そ
の
発
達
の

規
模
は
年
に
よ
っ
て
異
な
る
。
大
村
湾
の
海
水
に
は
成
層
し
て
垂
直
混
合
が
弱
く
な
る
時
期
（
成
層
期
）
と
垂
直
混
合
が
活
発
に
な
り
撹か

く

拌は
ん

が

促
進
さ
れ
る
時
期
（
循
環
期
）
が
あ
る
。
成
層
構
造
の
発
達
は
基
本
的
に
初
夏
か
ら
盛
夏
に
か
け
て
の
表
層
海
水
の
加
熱
に
起
因
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
湾
内
底
層
に
は
低
水
温
の
海
水
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
加
え
て
、
湾
口
部
よ
り
東
シ
ナ
海
の
低
水
温
・
高
塩
分

の
海
水
が
流
入
し
て
、
大
村
湾
海
水
と
混
合
す
る
も
の
の
、
大
村
湾
固
有
水
よ
り
密
度
の
高
い
混
合
海
水
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が
大
崎
半
島
―

宮
浦
線
か
ら
湾
内
中
層
に
流
れ
込
む
こ
と
に
よ
り
、
底
層
付
近
で
更
に
成
層
が
強
化
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
底
層
で
有
機
物
分
解
に
よ
る
酸

素
消
費
が
促
進
さ
れ
、
貧
酸
素
化
が
進
行
す
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
が
考
え
ら
れ
て
い
る（
福
本　
一
九
九
七
、N

ogam
i et al. 

二
〇
〇
〇
）。
轟

木
重
敏
（
一
九
七
八
）「
夏
季
大
村
湾
底
層
水
の
溶
存
酸
素
量
と
水
温
の
相
関
」
で
は
底
層
水
水
温
と
溶
存
酸
素
量
と
に
は
相
関
が
あ
る
こ
と
、

飯
塚
昭
二
・
閔
霽
虹（
一
九
八
九
）「
大
村
湾
に
お
け
る
無
酸
素
水
塊
の
形
成
」で
は
年
に
よ
っ
て
貧
酸
素
水
塊
の
広
が
り
が
異
な
る
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
貧
酸
素
水
塊
の
発
達
は
年
に
よ
る
成
層
形
成
要
素
の
変
動
に
支
配
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

大
村
湾
で
は
湾
奥
部
東
岸
か
ら
津
水
湾
に
か
け
て
平
成
十
九
年（
二
〇
〇
七
）と
平
成
二
十
年（
二
〇
〇
八
）に
青
潮
が
発
生
し
た
。
青
潮
は

成
層
化
し
た
富
栄
養
の
海
底
で
貧
酸
素
状
態
か
ら
進
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
富
栄
養
化
し
た
海
で
は
、
ま
ず
栄
養
塩
を
取
り
込
ん
で
植
物
性
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
が
大
量
に
発
生
す
る
。
こ
う
し
た
植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
食
物
連
鎖
に
繋
が
ら
な
け
れ
ば
そ
の
死
が
い
が
海
底
に
大
量
に
蓄
積
す

六
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る
。
更
に
バ
ク
テ
リ
ア
が
こ
れ
ら
を
分
解
す
る
過
程
で
多
量
の
酸
素
を
消
費
す
る
と
と
も
に
硫
化
水
素
な
ど
を
発
生
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
底
層

に
無
酸
素
水
塊
が
形
成
さ
れ
る
。
硫
化
水
素
を
大
量
に
含
ん
だ
ほ
ぼ
無
酸
素
の
水
塊
が
上
昇
し
、
表
層
に
達
す
る
と
、
空
気
中
の
酸
素
に
よ
っ

て
硫
化
水
素
が
酸
化
さ
れ
、
硫
黄
あ
る
い
は
硫
黄
酸
化
物
の
微
粒
子
が
生
成
さ
れ
る
。
微
粒
子
は
コ
ロ
イ
ド
と
し
て
海
水
中
に
漂
い
、
太
陽
光

を
反
射
し
て
海
水
を
乳
青
色
や
乳
白
色
に
変
色
さ
せ
る
。
こ
の
水
塊
は
酸
素
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
か
ら
ア
サ
リ
な
ど
の
底
棲
性
貝
類
や
魚
類

の
大
量
斃へ

い

死し

を
も
た
ら
す
。
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
と
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）に
津
水
湾
で
発
生
し
た
青
潮
で
は
マ
ゴ
チ
、
ト
ラ
フ
グ
、

ク
ロ
ダ
イ
が
死
亡
し
て
浮
き
上
が
り
、
ガ
ザ
ミ
な
ど
が
死
亡
し
、
ま
た
そ
の
年
の
ナ
マ
コ
が
不
漁
に
な
る
な
ど
、
急
性
的
・
慢
性
的
被
害
が
発
生

し
て
い
る
。
青
潮
は
底
生
生
物
を
一
気
に
殺
滅
す
る
こ
と
か
ら
漁
業
者
か
ら
は
そ
の
発
生
が
恐
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
大
村
湾
の
海
底
堆
積
物
の
分
布

大
村
湾
中
央
部
で
の
堆
積
物
の
中
央
粒
径
値
（
堆
積
物
粒
子
の
積
算
百
分
率
で
五
〇
％
の
値
）
は
四
ミ
ク
ロ
ン（
一
ミ
ク
ロ
ン
は
一
〇
〇
〇
分
の

一
㍉
㍍
）で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
粒
径
以
下
の
堆
積
物
粒
子
が
堆
積
物
重
量
の
五
〇
％
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
堆
積
物

の
半
分
以
上
が
四
ミ
ク
ロ
ン
以
下
の
微
細
な
粒
子
（
粘
土
）
と
な
っ
て
い
る
。
大
崎
半
島
―
宮
浦
線
よ
り
西
側
の
湾
口
部
で
は
粗
粒
砂
や
礫
が
堆

積
し
、
ま
た
底
層
の
流
れ
が
速
い
と
こ
ろ
で
は
基
盤
岩
が
露
出
し
て
い
る
。
形
上
湾
や
津
水
湾
で
は
堆
積
物
粒
子
は
少
し
粗
く
な
っ
て
、
そ
の
中

央
粒
径
値
は
六
ミ
ク
ロ
ン
か
ら
八
ミ
ク
ロ
ン（
細
粒
シ
ル
ト
）に
な
る
も
の
の
、大
村
湾
の
海
底
は
非
常
に
細
か
な
粒
子
の
堆
積
物
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

漁
業
者
は「
年
々
、
大
村
湾
で
は
透
明
度
が
落
ち
て
海
底
の
ヘ
ド
ロ
堆
積
も
著
し
い
・
・
・
」と
い
う
。
ヘ
ド
ロ
の
堆
積
や
そ
の
微
細
粒
子
が
舞
い

上
が
る
と
ニ
ゴ
リ
が
な
か
な
か
収
ま
ら
ず
、
鎮
静
化
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
。
こ
れ
は
環
境
の
悪
化
に
よ
っ
て
有
機
質
に
富
む
細
粒
堆
積
物
―

ヘ
ド
ロ
―
が
堆
積
し
や
す
く
な
っ
た
と
い
え
る
。
音
波
探
査
結
果
に
よ
る
と
時
津
港
か
ら
沖
に
か
け
て
は
「
ヘ
ド
ロ
層
」
が
〇
〜
二
〇
㌢
㍍
、
津
水

湾
か
ら
鈴
田
川
河
口
沖
に
か
け
て
は
〇
〜
三
〇
㌢
㍍
の
厚
さ
で
分
布
し
て
い
る
。
津
水
湾
入
り
口
で
平
均
す
る
と
「
ヘ
ド
ロ
層
」
は
約
二
〇
㌢
㍍

の
厚
さ
が
あ
り
、
鈴
田
川
河
口
域
で
は
約
一
〇
㌢
㍍
に
な
る
。
津
水
湾
奥
部
に
な
る
と
湾
軸
部
で
は
約
二
〇
㌢
㍍
の
厚
さ
で
あ
る
が
、
と
こ
ろ
に

よ
っ
て
は
三
〇
㌢
㍍
ほ
ど
の
厚
さ
に
な
る
。
津
水
湾
で
は
大
村
湾
南
部
の
他
の
場
所
と
異
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
ヘ
ド
ロ
層
」
が
よ
り
厚
く
堆
積
し
て

七
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い
る
。

　
　�
海
底
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

堆
積
物
の
記
載
と
そ
れ
が
示
す
古
環
境

大
村
湾
で
基
盤
岩
ま
で
連
続
し
た
堆
積
物
採
取
を

目
的
と
し
た
時
津
港
北
方
黒
島
沖
の
海
底
（
東
経
一

二
九
度
四
九
分
一
九
秒
、
北
緯
三
二
度
五
三
分
二
七

秒
、
水
深
一
九
・
一
㍍
）
で
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
・
研

究
に
よ
る
と
、
海
底
面
か
ら
約
マ
イ
ナ
ス
三
〇
㍍
ま
で

は
砂
泥
質
堆
積
物
で
あ
る（
図
１
─
１７
、
図
１
─
１８
）。
海
底

か
ら
マ
イ
ナ
ス
四
・
五
㍍
ま
で
は
暗
灰
色
シ
ル
ト
質
粘

土
、マ
イ
ナ
ス
四
・
五
～

マ
イ
ナ
ス
六
・
二
㍍
ま
で

は
や
や
砂
が
ち
の
粘
土
、

マ
イ
ナ
ス
六
・
二
～
マ
イ

ナ
ス
六
・
九
㍍
ま
で
は

青
灰
色
粘
土
、
マ
イ
ナ

ス
六
・
九
～
マ
イ
ナ
ス

九
・
九
㍍
ま
で
は
礫
混

じ
り
砂
、
そ
れ
以
深
マ

八

図1‐17　�大村湾南部でのボーリング調査結果　K-Ah 
tuffは鬼界―アカホヤ火山灰を、Aso-4tuff
は阿蘇Ⅳ火山灰の堆積層準を示す。これら
の火山灰はボーリング試料（左側柱状図の　
　　や　　　）の印で確認された。

図1‐18　黒島沖海底の地質柱状図
（調査地点／東経129度49分19秒　北緯32
度53分27秒　推進19.1m）黒島沖でのボー
リング調査の結果とそれぞれの堆積物から推
定された環境を示す。鬼界─アカホヤ火山
灰は3 〜 4mの堆積物中に薄く挟在していた。
阿蘇Ⅳ火砕流は阿蘇火山大噴火の時に流れ
下り、大村湾まで到達した火砕流堆積物であ
る。
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イ
ナ
ス
一
三
・
六
㍍
ま
で
は
砂
、
マ
イ
ナ
ス
一
三
・
六
～
マ
イ
ナ
ス
一
四
・
五
㍍
ま
で
は
火
山
灰
と
火
山
灰
質
砂
、
マ
イ
ナ
ス
一
四
・
五
～
マ
イ
ナ
ス

一
五
・
九
㍍
ま
で
は
か
な
り
固
結
し
た
淡
青
灰
色
粘
土
、マ
イ
ナ
ス
一
五
・
九
～
マ
イ
ナ
ス
二
一
・
六
㍍
ま
で
は
砂
、礫
混
じ
り
砂
、マ
イ
ナ
ス
二
一
・

六
～
マ
イ
ナ
ス
二
六
㍍
ま
で
は
固
結
し
た
淡
青
灰
色
粘
土
及
び
砂
質
粘
土
、
マ
イ
ナ
ス
二
六
～
マ
イ
ナ
ス
二
七
・
六
㍍
ま
で
は
茶
褐
色
砂
、
マ
イ
ナ

ス
二
七
・
六
～
マ
イ
ナ
ス
三
三
・
一
㍍
ま
で
は
黄
褐
色
に
風
化
し
た
黒
色
結
晶
片
岩
で
あ
る
。

ボ
ー
リ
ン
グ
試
料
マ
イ
ナ
ス
一
三
・
六
㍍
～
マ
イ
ナ
ス
一
四
・
五
㍍
の
火
山
灰
と
火
山
灰
質
砂
は
降
下
火
山
灰
や
火
砕
流
堆
積
物
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
は
含
ま
れ
て
い
た
火
山
ガ
ラ
ス
の
特
徴
な
ど
か
ら
阿
蘇
火
山
の
噴
火
の
産
物
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
大
村
湾
で
の
阿
蘇
火
砕

流
の
発
見
は
七
万
年
前
か
ら
九
万
年
前
頃
の
阿
蘇
火
山
噴
火
が
極
め
て
大
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
火
砕
流
堆
積
物
は

溶よ
う

結け
つ

凝ぎ
ょ
う

灰か
い

岩が
ん

と
な
り
、
熊
本
と
宮
崎
県
境
に
位
置
す
る
高
千
穂
峡
の
特
異
な
景
観
を
形
成
し
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
発
生
し
た
火
砕
流
は
、
南

へ
は
熊
本
・
宮
崎
・
鹿
児
島
、
東
へ
は
山
口
ま
で
、
西
は
松
浦
に
ま
で
到
達
し
た
。
阿
蘇
火
山
の
大
噴
火
の
影
響
は
二
〇
〇
㌔
㍍
四
方
ま
で
及
ぶ

極
め
て
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
喜
界
―
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
は
最
上
部
の
粘
土
層
（
海
底
下
四
・
五
㍍
）
中
に
挟
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ

は
肉
眼
で
は
層
と
し
て
確
認
で
き
な
い
が
、
音
波
探
査
で
は
強
い
反
射
面
と
な
っ
て
現
れ
て
お
り
、
そ
の
深
度
の
堆
積
物
に
は
多
量
で
か
つ
純
粋

な
火
山
ガ
ラ
ス
の
集
積
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

一
方
、
大
村
湾
東
部
に
位
置
す
る
大
村
平
野
海
岸
部
で
も
長
崎
空
港
建
設
に
伴
っ
て
掘
削
さ
れ
た
ボ
ー
リ
ン
グ
の
資
料
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の

一
部
は
地
下
一
五
〇
㍍
に
も
及
ぶ
。そ
の
堆
積
物
は
沖
積
層
を
含
め
て
四
層
に
区
分
さ
れ
て
い
る（
田
中
正
央（
一
九
七
七
）「
大
村
扇
状
地
の
地

形
」）。沖
積
層
は
二
㍍
ほ
ど
の
暗
灰
〜
黒
灰
色
で
貝
殻
破
片
を
含
む
シ
ル
ト
や
砂
で
構
成
さ
れ
、沖
に
向
か
っ
て
層
厚
を
増
す
。そ
の
下
位
に
は
層

厚
三
～
一
〇
㍍
の
砂
礫
層
が
あ
り
、そ
れ
は
礫
径
が
二
～
五
㍉
㍍
の
円
～
亜あ

角か
く

礫れ
き

を
主
と
し
て
お
り
、基
底
部
に
は
有
機
物
を
含
む
シ
ル
ト
層
が

あ
る
。そ
の
下
位
に
は
層
厚
四
～
一
〇
㍍
の
暗
茶
褐
色
で
粘
土
質
礫
層
が
あ
る
。更
に
そ
の
下
位
に
は
や
や
礫
径
が
大
き
い
礫
層
が
続
く
。最
下

位
の
礫
層
に
介
在
す
る
有
機
質
泥
層
の
14
Ｃ
年
代
は
三
万
二
一
七
〇yB.P.

以
前
や
二
万
五
四
七
〇　

一
九
六
〇yB.P.

を
示
し
て
い
る（
図
１
─
７
）。

大
村
平
野
の
沖
積
層
は
現
在
の
大
村
湾
海
底
に
堆
積
す
る
泥
層
に
つ
な
が
り
、
大
村
湾
東
部
の
高
海
水
面
期
に
堆
積
し
た
も
の
で
あ
る（
長

岡
信
治
ほ
か
（
一
九
九
五
）「
長
崎
県
大
村
湾
南
岸
伊
木
力
遺
跡
周
辺
の
沖
積
層
と
海
面
変
化
」）。
そ
れ
以
深
の
砂
層
や
シ
ル
ト
層
を
挟
む
礫

±
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層
は
大
村
湾
に
海
水
が
浸
入
す
る
以
前
の
更
新
世
後
期
の
堆
積
物
で
あ
る
が
、
黒
島
北
沖
の
ボ
ー
リ
ン
グ
試
料
の
マ
イ
ナ
ス
一
三
・
六
～
マ
イ
ナ
ス

一
四
・
五
㍍
に
存
在
す
る
火
山
灰
と
火
山
灰
質
砂
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
礫
層
は
黒
島
北
沖
の
ボ
ー
リ
ン
グ
試
料
で
の
マ
イ

ナ
ス
六
・
九
～
マ
イ
ナ
ス
九
・
九
㍍
ま
で
の
礫
混
じ
り
砂
、
そ
れ
以
深
マ
イ
ナ
ス
一
三
・
六
㍍
ま
で
の
砂
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

前
述
の
よ
う
に
黒
島
北
沖
ボ
ー
リ
ン
グ
試
料
の
マ
イ
ナ
ス
一
三
・
六
～
マ
イ
ナ
ス
一
四
・
五
㍍
に
存
在
す
る
火
山
灰
と
火
山
灰
質
砂
は
阿
蘇
山

大
噴
火
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
火
山
灰
や
火
砕
流
堆
積
物
（
阿
蘇
Ⅳ
火
山
灰
）で
あ
り
、
そ
の
時
期
は
七
万
〜
九
万
年
前
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

国
土
地
理
院
が
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）に
調
査
し
た
大
村
湾
海
底
の
音
波
探
査
資
料
で
も
明
瞭
な
反
射
面
を
持
っ
た
堆
積
物
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
で
も
阿
蘇
Ⅳ

火
山
灰
降
下
以
前
に
現
在
の
大
村
湾
の
位

置
に
か
な
り
大
き
な
湖
が
少
な
く
と
も
二

回
は
出
現
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
堆
積
物

の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
マ
イ

ナ
ス
一
四
・
五
～
マ
イ
ナ
ス
一
五
・
九
㍍
と

マ
イ
ナ
ス
二
一
・
六
～
マ
イ
ナ
ス
二
五
・一
㍍

に
認
め
ら
れ
る
灰
青
色
の
粘
土
層
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
粘
土
層
は
ほ
ぼ
均
質
で
固
結
し

て
お
り
、
海
域
で
堆
積
し
た
こ
と
を
示
す

化
石
等
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の

資
料
を
総
合
的
に
考
察
す
る
と
阿
蘇
Ⅳ
火

山
灰
降
下
以
前
（
七
万
〜
九
万
年
よ
り

図1‐19　古大村湖の時代
（国土地理院（1980）、（1981）の図をもとに加筆）
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前
）
は
“
大
村
湾
が
海
”で
あ
っ
た
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
頃
の
「
大
村
湾
」

は
「
古
大
村
湖
」
の
状
態（
図
１
─
１９
）
や
、

あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
水
が
干
上
が
っ
た

「
古
大
村
盆
地
」の
状
態
を
繰
り
返
し
て

い
た
と
結
論
さ
れ
る
。
現
海
底
堆
積
物

よ
り
下
位
に
あ
る
砂さ

礫れ
き

質し
つ

の
堆
積
物
は

そ
の
よ
う
な
環
境
を
反
映
し
て
い
る
と

推
察
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
七
〜
九
万

年
前
以
降
に
は
「
古
大
村
湖
」
は
陸
化

し
、
現
在
の
津
水
湾
や
形
上
湾
の
海
底

に
河
川
の
氾は

ん

濫ら
ん

を
示
す
砂
や
礫
の
堆
積

物
を
残
し
た
の
で
あ
る
。
大
村
扇
状
地
に
残
さ
れ
た
旧
河
道
が
陸
上
の
み
な
ら
ず
、
海
面
下
の
扇
状
地
面
に
も
連
続
し
て
い
る
こ
と
は
、
現
在
の

「
大
村
湾
」は
盆
地
と
な
っ
て
お
り
、そ
の
表
面
を
現
在
の
郡
川（
萱
瀬
川
）と
は
異
な
る
小
規
模
な
河
川
が
多
良
山
系
か
ら「
大
村
湾
」に
向
か
っ

て
流
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
干
上
が
っ
た
「
古
大
村
盆
地
」に
現
在
の
津
水
湾
や
形
上
湾
に
な
る
谷
が
で
き
、
周
辺
の
河
川
が
流

れ
込
ん
で
い
た
と
推
測
さ
れ
る（
図
１
─
２０
）。

現
在
の「
大
村
湾
」に
堆
積
し
た
泥
を
取
り
除
く
と
、
盆
地
で
あ
っ
た
頃
の
古
い
地
形
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
大
村
湾
が
海
に
な
る
直
前
の
様

子
を
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
音
波
探
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
細
粒
堆
積
物
を
取
り
除
く
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
当
時
の
地
形
を
推

察
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
水
は
高
い
と
こ
ろ
か
ら
低
い
と
こ
ろ
に
流
れ
下
る
の
で
、
大
村
平
野
地
下
や
津
水
湾
、
形
上
湾
で
の
河
川
の
跡

（
扇
状
地
性
砂
礫
質
堆
積
物
）
は
そ
の
地
域
が
谷
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
窪
地
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
そ
こ
か
ら
流
れ
出
た

図1‐20　�古大村盆地と古大村川の時代　海水準が低下して「大
村湾」が干上がっていた時代の古地理。現在の河川
系が集合して古大村湾を形成し、針尾瀬戸から東シナ
海に流出していたと推察される。この当時早岐瀬戸は
存在しなかった。
（国土地理院（1980）、（1981）の図をもとに加筆）
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河
川
が
合
わ
さ
っ
て
小
規
模
な
「
湖
や
池
」
を
あ
ち
こ
ち
に
形
成
し
て
い
た
様
子
が
分
か
る
。
更
に
そ
れ
ら
か
ら
流
れ
出
て
川
と
な
り
、
針
尾
瀬

戸
か
ら
佐
世
保
湾
を
経
由
し
て
東
シ
ナ
海
に
河
口
を
持
つ
大
き
な
河
川
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
湖
や
盆
地
か
ら
海
への

環
境
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
要
因
は
海
水
準
の
変
化
で
あ
る
。
後
に
詳
し
く
説
明
す
る
が
、
大
村
盆
地
の
時
代
は
海
水
準
が
低
下
し
て

お
り
、
現
在
の
大
村
湾
海
底
面
よ
り
低
い
位
置
に
河
口
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
当
時
の
河
川
水
は
そ
の
河
口
に
向
け
て
現
在
の
針
尾
瀬
戸
を
通
っ

て
流
下
し
て
い
た
。

　
　
大
村
湾
形
成
過
程
と
海
水
変
動
面

針
尾
瀬
戸
と
早
岐
瀬
戸
付
近
の
最
深
部
は
水
深
五
四
㍍
に
も
及
ぶ
が
、
こ
れ
は
大
村
湾
が
東
シ
ナ
海
と
繋
が
っ
た
後
に
強
い
潮
流
に
よ
っ
て

下
刻
さ
れ
た
地
形（
海
釜
）で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
大
村
湾
が
「
海
」に
な
る
た
め
に
は
海
水
面
が
少
な
く
と
も
現
在
の
水
深
三
〇
㍍（
つ
ま

り
現
在
の
最
大
水
深
二
〇
㍍
と
そ
の
後
に
沈
積
し
た
堆
積
物
の
厚
さ
を
合
わ
せ
た
深
さ
）
よ
り
も
上
位
に
位
置
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
現
在
よ
り
海
水
面
が
約
三
〇
㍍
低
か
っ
た
時
代
に
大
村
湾
湾
口
に
海
水
が
浸
入
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
崎
半
島
―
宮

浦
線
以
南
で
大
村
湾
の
最
深
部
は
お
よ
そ
二
〇
㍍
で
あ
る
か
ら
、湾
口
に
海
水
が
入
っ
て
き
た
時
に
は
、大
村
湾
の
大
部
分
は
ま
だ
陸
地
で
あ
っ
た
。

大
村
湾
に
い
つ“
海
水
”
が
入
っ
た
の
か
？
そ
れ
に
対
す
る
直
接
の
証
拠
は
ボ
ー
リ
ン
グ
試
料
の
中
に
残
さ
れ
て
い
る
。
黒
島
沖
ボ
ー
リ
ン
グ
試

料
の
粒
度
組
成
は
最
下
部
で
砂
が
多
く
、
上
部
に
粘
土
が
多
い
。
こ
の
堆
積
物
中
の
海
棲
貝
化
石
で
一
番
古
い
14
Ｃ
年
代
値
は
七
三
八
〇
年
前

で
あ
っ
た
。
更
に
湾
中
央
東
岸
沖
（
東
経
一
二
九
度
五
三
分
三
四
秒
、
北
緯
三
二
度
五
九
分
三
五
秒
、
水
深
一
九
・
五
㍍
：
九
州
電
力
旧
大
村

発
電
所
北
西
沖
一
・
七
㌔
㍍
）で
採
取
し
た
柱
状
試
料
の
最
下
部
は
茶
褐
色
で
腐
植
物
を
含
ん
だ
砂
泥
層
で
、
そ
こ
に
は
海
洋
環
境
で
の
堆
積

を
示
す
大
型
貝
化
石
な
ど
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
海
棲
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
化
石
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
当
時
の
三
角
州
の
湿

地
で
形
成
さ
れ
た
堆
積
物
と
推
察
さ
れ
る
。
茶
褐
色
砂
泥
層
の
上
位
に
位
置
す
る
マ
イ
ナ
ス
七
・
三
㍍
層
準
の
泥
質
堆
積
物
か
ら
は
海
棲
プ
ラ

ン
ク
ト
ンSpiniferites bulloideus

（
渦う

ず

鞭べ
ん

毛も
う

藻そ
う

シ
ス
ト
）の
化
石
が
産
し
た
。
そ
の
上
位
の
堆
積
物
に
含
ま
れ
る
貝
殻
の
14
Ｃ
年
代
は
七
九
三

〇　

六
〇yB.P.

で
あ
る
こ
と
か
ら
、Spiniferites bulloideus

の
産
出
層
準
は
八
〇
〇
〇
年
前
よ
り
も
古
く
、
泥
層
の
平
均
堆
積
速
度
に
基

九
±
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づ
い
て
判
断
す
る
と
お
よ
そ
九
〇
〇
〇
年
前
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
層
準
の
深
度
は
現
海
面
か
ら
約
二
五
㍍
下
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
九
〇
〇

〇
年
前
の
海
水
準
は
現
在
よ
り
も
マ
イ
ナ
ス
二
五
㍍
低
い
位
置
に
あ
っ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
大
村
湾
は
ハ
イ
ド
ロ
ア
イ
ソ
ス
タ
シ
ー
の
影
響
を
受

け
な
い
地
域
な
の
で
、
こ
の
海
水
準
は
カ
リ
ブ
海
・
バル
バ
ド
ス
の
サ
ン
ゴ
礁
地
域
か
ら
得
ら
れ
た
約
九
〇
〇
〇
年
前
の
海
水
準
と
一
致
す
る
。

第
四
紀
の
海
水
準
変
動
は
氷
河
の
消
長
に
支
配
さ
れ
て
い
る
。
氷
期
に
は
気
温
が
低
下
し
、
南
極
や
北
極
、
高
い
山
岳
地
域
で
氷
河
が
発
達

し
た
時
代
で
あ
る
。
海
水
が
暖
め
ら
れ
る
と
水
蒸
気
と
な
り
上
昇
す
る
が
、
上
空
で
冷
却
さ
れ
て
雨
に
、
気
温
が
低
い
と
雪
に
な
る
。
そ
の
雪

が
南
極
や
北
極
、
高
山
に
降
り
積
も
り
、
成
長
し
て
氷
河
に
な
る
。
こ
れ
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
必
然
的
に
海
の
水
分
は
陸
上
に
留
め
ら
れ
る
の

で
、海
水
量
は
減
少
し
、海
水
面
が
低
下
す
る
。
最
近
で
最
も
寒
か
っ
た
約
一
万
八
〇
〇
〇
年
前
は
現
在
よ
り
約
一
二
〇
㍍
も
海
水
面
が
下
が
っ

て
い
た
こ
と
が
バ
ル
バ
ド
ス
の
化
石
サ
ン
ゴ
礁
の
研
究
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る（
中
田
正
夫
ほ
か
（
一
九
九
四
）「
ハ
イ
ド
ロ
ア
イ
ソ
ス
タ
シ
ー
と
西

九
州
の
水
中
遺
跡
」）。
そ
の
後
の
温
暖
化
に
よ
っ
て
氷
が
溶
け
、
海
水
量
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
最
終
的
に
は
現
在
の
海
水
面
の
位
置
ま

で
上
昇
す
る
。

■
氷
河
性
海
水
準
変
動
と
ハ
イ
ド
ロ
ア
イ
ソ
ス
タ
シ
ー　
ア
イ
ソ
ス
タ
シ
ー
と
は
木
片
が
水
に
浮
か
ん
で
い
る
状
態
を
想
像
す
る
と
よ
い
。
木
片

の
上
に
他
の
も
の
が
乗
る
と
木
片
の
下
面
は
押
し
下
げ
ら
れ
て
水
中
の
あ
る
深
さ
で
均
衡
が
と
れ
て
い
る
。
ア
イ
ソ
ス
タ
シ
ー
は
地
殻
が
マ
ン
ト

ル
上
に
浮
い
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
氷
期
に
は
海
水
量
が
減
少
し
氷
河
と
な
っ
て
大
陸
、
特
に
高
緯
度
地
域
を
覆
う
と
と
も
に
、
そ
れ
に
よ
っ

て
海
水
面
が
低
下
す
る
。
そ
の
後
の
温
暖
化
に
伴
っ
て
氷
河
が
融
解
す
る
こ
と
か
ら
氷
で
覆
わ
れ
て
い
た
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
半
島
や
ハ
ド
ソ
ン
湾

周
辺
地
域
で
は
ア
イ
ソ
ス
タ
シ
ー
の
回
復
に
よ
っ
て
地
殻
が
隆
起
す
る
。
一
方
、
融
解
し
た
水
は
海
水
量
の
増
加
、
す
な
わ
ち
海
水
面
が
上
昇

す
る
。
そ
れ
は
逆
に
海
域
の
地
殻
を
押
し
下
げ
、
更
に
そ
の
下
位
に
あ
る
マ
ン
ト
ル
物
質
が
側
方
移
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
現
象
は
地
域

的
な
地
殻
変
動
が
な
い
場
合
に
は
過
去
の
海
水
準
を
推
定
す
る
際
の
地
域
差
と
な
っ
て
現
れ
る
。
西
九
州
の
有
明
海
東
岸
か
ら
五
島
列
島
で

は
こ
の
よ
う
な
現
象
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る（
中
田
ほ
か　
一
九
九
四
）。
有
明
海
東
岸
の
長
洲
地
域
で
は
海
水

量
が
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
に
な
っ
た
約
六
〇
〇
〇
年
前
の
海
成
層
が
現
海
水
面
よ
り
も
一
・
五
㍍
も
上
位
に
あ
る
が
、
五
島
列
島
大お

お

板い
た

部ぶ

島
で
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は
ほ
ぼ
同
時
代
の
洞
窟
内
に
あ
る
貝
塚
が
水
深
二
㍍
の
位
置
に
沈
降
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
松
・
鷹た

か

島し
ま

沿
岸
に
あ
る
前
期
縄
文
時
代
の
床
波

遺
跡
も
海
面
下
一
〇
㍍
の
位
置
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
ハ
イ
ド
ロ
ア
イ
ソ
ス
タ
シ
ー
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
大
村
湾
で
も
こ
の
現
象
は
見

ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
る
と
大
村
湾
南
部
に
位
置
す
る
縄
文
時
代
前
期
の
伊
木
力
遺
跡
で
は
海
抜
マ
イ
ナ
ス
一
㍍
の
堆
積
物
か
ら

得
ら
れ
た
木
材
の
14
Ｃ
年
代
が
五
九
三
〇　

三
〇yB.P.

や
五
八
三
〇　

三
〇yB.P.

、
海
抜
マ
イ
ナ
ス
〇
・
五
～
マ
イ
ナ
ス
〇
・
二
㍍
の
丸
木
舟

の
年
代
が
五
六
六
〇
±
九
〇yB.P.

と
測
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
大
村
湾
の
潮
位
差
が
一
㍍
以
下
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
海
水
面
は
五
五
〇

〇
～
五
三
〇
〇
年
前
に
ほ
ぼ
現
在
と
同
じ
位
置
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る（
長
岡
ほ
か　
一
九
九
五
）。
こ
の
地
域
は
海
水
準
が
現
在
よ
り
も

高
く
な
っ
た
こ
と
が
な
い
。
伊
木
力
遺
跡
東
南
方
一
三
㌔
㍍
に
あ
る
湾
南
東
部
の
津
水
湾
奥
部
で
は
約
四
二
八
〇
年
前
の
海
水
準
が
プ
ラ
ス

〇
・
五
㍍
に
達
し
、
そ
の
後
や
や
低
下
し
、
現
在
の
位
置
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る（Y

okoyam
a et al. 

一
九
九
六
）。
ま
た
、
大
村
市
北

西
部
に
位
置
す
る
黒
丸
遺
跡
で
も
六
〇
〇
〇
〜
五
〇
〇
〇
年
前
の
高
海
水
準
期
に
海
域
に
な
っ
た
後
、
隆
起
し
て
陸
域
と
な
っ
た
こ
と
が
推

察
さ
れ
て
い
る（
長
岡
信
治
（
一
九
九
七
）「
黒
丸
遺
跡
の
地
形
と
地
質
」）。
同
じ
大
村
湾
沿
岸
で
あ
り
な
が
ら
高
海
水
準
の
位
置
が
異
な
っ

て
い
る
こ
と
は
ハ
イ
ド
ロ
ア
イ
ソ
ス
タ
シ
ー
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
湾
西
岸
か
ら
中
央
部
に
か
け
て
マ
ン
ト
ル
物

質
移
動
の
分
か
れ
目
に
な
っ
て
お
り
ハ
イ
ド
ロ
ア
イ
ソ
ス
タ
シ
ー
に
よ
る
地
殻
の
沈
降
や
隆
起
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
東
岸
で
は

約
四
三
〇
〇
年
前
に
は
現
在
の
海
水
準
よ
り
も
高
い
位
置
に
あ
る
こ
と
は
こ
の
地
域
が
そ
れ
以
降
に
隆
起
し
て
お
り
、
東
シ
ナ
海
海
底
か
ら
の

マ
ン
ト
ル
物
質
が
東
方
に
流
動
し
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
と
考
察
で
き
る
。

　
図
１
―
２１
に
は
大
村
湾
及
び
そ
の
周
辺
で
発
見
さ
れ
た
材
木
や
貝
の
化
石
の
放
射
性
炭
素
年
代
と
、
そ
れ
か
ら
推
定
さ
れ
る
そ
の
当
時
の
海
面

高
度
が
示
さ
れ
て
い
る
。
図
中
の　

や　

印
は
海
棲
貝
化
石
の
年
代
測
定
結
果
で
あ
る
。
陸
城
を
示
す
材
化
石
（
★
印
）
と
、
海
棲
貝
化
石
の

分
布
か
ら
当
時
の
海
水
面
の
位
置
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
陸
と
海
の
中
間
に
海
抜
〇
㍍
の
海
水
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
よ
そ

七
三
〇
〇
年
前
の
大
村
湾
の
海
水
面
は
現
海
水
面
よ
り
も
約
二
五
㍍
の
低
い
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
前
述
の
よ
う
に
三
角
州
で
堆
積
し
た

と
推
定
さ
れ
る
茶
褐
色
砂
泥
層
の
年
代
が
約
九
〇
〇
〇
年
前
を
示
し
、
そ
の
時
の
水
深
が
マ
イ
ナ
ス
二
八
㍍
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
九
〇
〇
〇
年

±

±
+

×
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前
の
海
水
面
の
位
置
は
少
な
く
と
も
マ
イ
ナ
ス
二
〇
㍍
よ
り
も
下
位
に
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
更
に
海
成
堆
積
物
か
ら
は
ホ
タ
テ
貝
の
化
石
が

産
出
し
て
い
る
。
ホ
タ
テ
貝
は
水
深
一
〇
～
二
〇
㍍
の
間
に
棲
息
し
て
い
る
の
で
、
化
石
化
し
た
ホ
タ
テ
貝
が
死
後
に
移
動
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、

当
時
の
海
水
面
は
ホ
タ
テ
貝
の
生
息
深
度
よ
り
も
一
〇
～
二
〇
㍍
高
い
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
議
論
を
総
合
す
る
と
、
大
村
湾
湾
口
部
に
は
約
九
〇
〇
〇
年
前
に
海
水
が
侵
入
し
始
め
、
約
七
〇
〇
〇
年
前
に
湾
中
央
部
か
ら
湾

奥
部
に
到
達
し
、
現
在
の
広
が
り
を
持
つ
本
格
的
な
海
に
な
っ
た
。
海
に

な
っ
た
直
後
は
海
水
面
が
最
高
位
と
な
る
完
新
世
温
暖
期
（
六
〇
〇
〇

～
五
〇
〇
〇
年
）
前
で
あ
る
の
で
、
当
時
の
大
村
湾
は
水
深
一
〇
㍍
く
ら

い
の
浅
い
海
だ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。

大
村
湾
は
細
か
い
泥
が
溜
ま
り
、
人
間
活
動
の
影
響
を
受
け
や
す
い

脆
弱
な
性
質
の
海
で
あ
る
。
こ
れ
が
大
村
湾
の
基
本
的
特
質
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
説
明
が
妥
当
で
あ
る
根
拠
は
、
大
村
湾
海
底
堆
積
物
の
粒
度

が
海
と
な
っ
た
後
も
そ
れ
以
前
と
ほ
ぼ
同
じ
細
か
い
シ
ル
ト
や
粘
土
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
に
よ
る
。
大
村
湾
は
針
尾
瀬
戸
と
早
岐
瀬
戸

と
い
う
細
い
水
道
で
約
九
〇
〇
〇
年
前
に
佐
世
保
湾
を
介
し
て
東
シ
ナ

海
と
つ
な
が
り
、
約
七
〇
〇
〇
年
前
に
現
在
の
よ
う
な「
湖
」的「
海
」に

な
っ
た
。
こ
れ
以
降
は
ほ
ぼ
現
在
と
同
様
な
堆
積
物
（
細
か
な
泥
）
が
大

村
湾
に
溜
ま
り
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

�

（
松
岡
數
充
）

図1‐２１　�大村湾付近での1万年前以降の海水準変化　およそ9000年前に
大村湾に海水が浸入し、その後急速に海水準が上昇し約6000年
前にはほぼ現在と同じ位置にあったことが推察できる。
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活
断
層
と
地
震

■
１
．
活
断
層
の
分
布

九
州
活
構
造
研
究
会
（
一
九
八
九
）『
九
州
の
活
構
造
』に
よ
る
と
、
確
実
度
Ⅱ
、
活
動
度
Ｃ
の
活
断
層
が
大
村
地
域
に
三
本
、
諫
早
地
域
に

二
本
示
し
て
あ
る（
図
１
─
２２
）。こ
の
地
域
は
長
崎
県
防
災
会
議（
長
崎
県
危
機
管
理
課
）（
二
〇
〇
九
）『
長
崎
県
地
域
防
災
計
画
』に
よ
る
と
、「
大

村
―
諫
早
北
西
付
近
断
層
帯
」に
属
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
空
中
写
真
や
地
形
模
型
に
も
は
っ
き
り
と
そ
の
様
子
が
示
さ
れ
て
い
る
。
写
真
１
─
２０
、

２１
に
大
村
高
等
学
校
地
学
部
が
作
成
し
た
地
形
模
型
に
現
れ
た
断
層
地
形
の
写
真
を
示
す
。

［
参
考
］

    

確
実
度
Ⅰ
・
・
・
・
活
断
層
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
も
の

    

確
実
度
Ⅱ
・
・
・
・
活
断
層
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
も
の

    

確
実
度
Ⅲ
・
・
・
・
活
断
層
の
疑
い
の
あ
る
リ
ニ
ア
メ
ン
ト（
１
）

    

活
動
度
Ａ
・
・
・
・
平
均
し
て　
一
〇
〇
〇
年　

に　
一
～
一
〇
㍍　

の
ず
れ

    

活
動
度
Ｂ
・
・
・
・
平
均
し
て　
一
〇
〇
〇
年　

に　
一
〇
㌢
㍍
～
一
㍍　

の
ず
れ

    

活
動
度
Ｃ
・
・
・
・
平
均
し
て　
一
〇
〇
〇
年　

に　
一
㌢
㍍
～
一
〇
㌢
㍍　

の
ず
れ

た
だ
し
、
表
１
─
５
の
２
の
松
尾
と
い
う
地
名
は
現
在（
一
九
八
五
）の
二
万
五
〇
〇
〇
分
の
一
地
形
図
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

２
松
尾
と
１
Ａ
小
川
と
１
Ｂ
広
瀬
は
連
続
し
、
１
Ｃ
菅
牟
田
は
１
Ｂ
広
瀬
か
ら
派
生
し
、
諫
早
市
本
野
町
谷
川
上
流
か
ら
目
代
町
小
山
さ
ら

に
中
田
町
中
田
へ
と
の
び
る
。
地
形
模
型
に
残
る
リ
ニ
ア
メ
ン
ト
を
も
と
に
し
て
新
た
に
こ
れ
ら
の
断
層
を
北
か
ら
南
へ
次
の
よ
う
に
名
づ
け
た（
阪

一
第
六
節
　
地
形
地
質
災
害
及
び
鉱
物
資
源
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図１‐２２　�大村諫早付近の活断層　北西から南東に延び、北東落ちの活断層が赤い線で示されている。日
焼川に沿った黒い線は古い断層
（九州活構造研究会『九州の活構造』より）

写真１‐２０　�地形模型に現れた活断層　多良火山麓
扇状地を切る松尾・小川断層とその南
の向木場断層がわかる。写真中央の横
筋が小川断層

写真１‐２１　�地形模型に現れた活断層　大村から諫
早にむかって縦方向にのびる数本の筋
模様、松尾・小川断層と向木場断層が
よくわかる。松尾・小川断層の右には
白木峰断層も見える。
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口
和
則（
一
九
九
六
）「
大
村
・
諫
早
の
活
断
層
」）。

Ａ　

白
木
峰（
坊
主
谷
～
白
木
峰
）断
層

Ｂ　

小
川（
徳
泉
川
内
～
小
川
～
谷
川
～
正
久
寺
）断
層　
［
２
松
尾
・
１
Ａ
小
川
と
同
じ
断
層
］

Ｃ　

向
木
場（
赤
佐
古
～
向
木
場
～
平
松
）断
層　
［
３
向
木
場
・
１
Ｃ
菅
牟
田
と
同
じ
断
層
］

Ｄ　

大
似
田（
荒
瀬
～
今
富
）断
層　
　
　
　
　
　
［
１
大
似
田
と
同
じ
断
層
］

　
　
　
　
［　
　

］内
は
九
州
活
構
造
研
究
会（
一
九
八
九
）『
九
州
の
活
構
造
』に
示
さ
れ
て
い
る
断
層

次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
断
層
の
特
徴
を
述
べ
る（
図
１
─
２３
）。

Ａ　
�

白
木
峰
断
層
は
あ
ま
り
明
瞭
で
は
な
い
が
、
雄
ヶ
原
町
狸
ノ
尾
堤
か
ら
東
南
東
に
延
び
、
諫
早
市
白

木
峰
町
椿
原
に
お
い
て
Ｎ
七
〇
度
Ｗ
方
向
の
褐か

つ

鉄て
つ

鉱こ
う

脈み
ゃ
く

を
確
認
し
た
。

Ｂ　

�

小
川
断
層
は
明
瞭
で
あ
る
。
断
層
の
方
向
は
Ｎ
七
〇
度
Ｗ
で
、
そ
の
長
さ
は
少
な
く
と
も
九
・
五
㌔
㍍

は
地
形
模
型
か
ら
明
ら
か
に
追
跡
で
き
る
。
諫
早
市
本
野
町
円
能
寺
付
近
か
ら
東
に
向
か
っ
て
二
つ
に

分
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。［
１
Ｃ
菅
牟
田
］
諫
早
市
の
御
手
水
観
音
付
近
に
広
く
分
布
す
る
安
山

岩
溶
岩
の
縦
方
向
の
節
理
系
も
こ
の
方
向
と
調
和
し
て
い
る
。

Ｃ　

�

向
木
場
断
層
は
明
瞭
で
あ
る
。
断
層
の
方
向
は
Ｎ
六
〇
度
Ｗ
で
、
九
・
五
㌔
㍍
の
長
さ
を
も
ち
、
か
な
り
長
い
。
諫
早
市
の
平
松
ま
で
明

ら
か
に
追
跡
で
き
る
。
こ
の
断
層
線
上
の
大
村
市
赤
佐
古
町
に
は
昭
和
二
〇
年
代
ま
で
大
村
温
泉（
田
の
平
鉱
泉
、
常
盤
旅
館
）が
あ
っ
た
。

ま
た
、
与
崎
に
あ
っ
た
高
屋
氏
所
有
の
鉱
泉
は
こ
の
向
木
場
断
層
線
の
四
㌔
㍍
南
西
に
あ
た
り
、
Ｃ
断
層
と
平
行
す
る
未
発
見
の
活
断
層

の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
。

Ｄ　

�

大
似
田
断
層
は
、
Ｎ
四
五
度
Ｗ
の
方
向
に
延
び
、
長
さ
は
四
・
五
㌔
㍍
で
、
大
村
市
池
田
町
で
大
村
安
山
岩
を
、
荒
瀬
で
は
新
期
玄
武
岩

を
切
っ
て
い
る
。
こ
の
断
層
の
北
西
延
長
線
上
の
大
村
湾
で
は
現
在
（
二
〇
一
二
）で
も
小
さ
な
地
震
が
発
生
し
て
い
る（
図
１
─
２８
）。
多
良
岳

表１‐５　「大村―諫早北西付近断層帯」の断層
断層名 長さ（㎞） 走向 年代（年） 縦ズレ（ｍ）

１．大仁田断層 ４ ＮＷ 25×104 ＮＥ（20－30）� 落ち

２．松尾断層 １ ＮＷ ＮＥ（５－30）� 落ち

３．向木場断層 ３ ＮＷ ＮＥ（５－30）� 落ち

１Ａ．小川断層 1.3 ＮＷ ＮＥ（20）� 落ち

１Ｂ．広瀬断層 1.5 ＥＷ Ｓ（20）� 落ち

１Ｃ．菅牟田断層 2.7 ＮＷ ＮＥ（20）� 落ち
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火
山
地
域
に
は
こ
の
活
断
層
の
外
に
佐
賀
県
鹿
島
地
区
の
西さ

葉え

断
層

　

Ⅱ
、
Ｃ
、
Ｎ
Ｗ
～
Ｓ
Ｅ
、
三
・
五
㌔
㍍
、
縦
ず
れ
Ｎ
Ｅ（
一
〇
㍍
）落

ち
が
あ
る
。

大
村
・
諫
早
の
活
断
層
の
長
さ
か
ら
推
定
す
る
と
向
木
場
断
層
、

小
川
断
層
お
よ
び
白
木
峰
断
層
の
長
さ
が
九
・
五
㌔
㍍
で
Ｍ
＝
六
程

度
、
大
似
田
断
層
が
五
㌔
㍍
前
後
な
の
で
、
Ｍ
＝
六
よ
り
も
も
っ
と

地
震
の
規
模
は
小
さ
い
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
個
々
の
断

層
の
地
表
に
現
れ
た
部
分
の
み
か
ら
地
震
の
規
模
を
推
定
し
た
場
合

で
あ
り
、
地
表
で
の
別
の
複
数
の
断
層
が
地
下
数
㌔
㍍
の
深
さ
で
繋

が
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
現
在

知
ら
れ
て
い
る
陸
上
の
断
層
が
海
底
へ
延
長
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
対
応
す
る
地
震
の
規
模
は
も
っ
と
大
き
く

な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

最
近
、
岡
村
眞
ほ
か
に
よ
る
大
村
湾
の
高こ

う

分ぶ
ん

解か
い

能の
う

音お
ん

波ぱ

探た
ん

査さ

（
一

九
九
八
年
五
月
二
十
六
～
二
十
九
日
）に
よ
っ
て
大
似
田
断
層
の
海
上

延
長
に
活
断
層
が
確
認
さ
れ
、
さ
ら
に
、
ピ
ス
ト
ン
コ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る

採
取
に
よ
っ
て
そ
れ
が
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
（
六
三
〇
〇y　

B.P.（
２
））
を
切
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
最
も
新
し
い
活
断
層

の
活
動
は　

六
三
〇
〇y　

B.P.

よ
り
新
し
い
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
活
断
層
は
何
回
も
の
活
動
の
累
積
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
地

域
に
お
け
る
活
断
層
の
活
動
の
開
始
時
期
お
よ
び
活
動
の
周
期
な
ど
の
究
明
が
今
後
の
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
大
仁
田
断
層
・
松
尾
断
層
・
向
木
場
断
層
の
近
傍
で
は
、
九
州
大
学
島
原
地
震
火
山
観
測
所（
現
・
地
震
火
山
観
測
研
究
セ
ン
タ
ー
）

図１‐２３　�活断層に沿って見事に配列する分離丘陵　地形図（２万5000分の１）
からこの地域に分布する丘の頂上の形を黒く描いた。
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に
よ
る
地
震
検
知
能
力
が
向
上
し
た
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
一
九
九
九
年
お
よ
び
二
〇
〇
五
年
～
二
〇
〇
七
年
に
、
小
規
模
の
群
発
地
震
活
動

が
観
測
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
大
仁
田
断
層
の
延
長
に
あ
た
る
大
村
湾
で
も
次
の
よ
う
な
地
震
活
動
が
観
測
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
六
年
十
一
月

八
日
～
十
六
日
に
六
個
、
十
二
月
に
一
個
、
一
九
九
七
年
一
月
に
二
個
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
断
層
の
い
く
つ
か
は
ま
だ
ま

だ
活
動
を
続
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
大
村
市
付
近
の
最
近
の
地
震
活
動
に
つい
て
は
、
■
４
で
別
途
述
べ
る
。

■
２
．
過
去
の
被
害
地
震

長
崎
県
内
に
お
け
る
過
去
の
主
な
被
害

地
震
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
地
震
調

査
研
究
推
進
本
部
地
震
調
査
委
員
会
（
一

九
九
九
）「
日
本
の
地
震
活
動
―
被
害
地
震

か
ら
見
た
地
域
別
の
特
徴
―
」
や
長
崎
県

総
務
部
危
機
管
理
・
消
防
防
災
課
（
二
〇

〇
六
）『
長
崎
県
地
震
等
防
災
ア
セ
ス
メ
ン

ト
調
査
報
告
書
』に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る（
図

１
─
２４
及
び
表
１
─
６
）。
こ
れ
に
よ
る
と
、
陸
域

や
沿
岸
部
の
浅
い
場
所
で
発
生
す
る
地
震
、

及
び
太
平
洋
側
沖
合
で
発
生
す
る
地
震
に

よ
っ
て
こ
れ
ま
で
被
害
が
生
じ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

こ
の
う
ち
、
陸
域
や
沿
岸
部
の
浅
い
地
震

に
つ
い
て
は
、
一
七
〇
〇
年
の
壱
岐
・
対
馬

図1‐24　長崎県で発生した主な被害地震の震央分布
（地震調査研究推進本部地震調査委員会『日本の地震活動―被害
地震から見た地域別の特徴による―〈追補版〉』）
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表1‐6　長崎県における主な被害地震� （「長崎県地震等防災アセスメント調査報告書」より）

西暦
（和暦） 地域名 地震規模

Ｍ 被害中心地 被害の概要

1657.1.3
（明暦2.11.19）

長崎 長崎 家屋一部損壊

1700.4.15
（元禄13.2.26）

壱岐・対馬 7.0 壱岐・対馬 石垣・墓石・家屋倒壊

1725.11.8－９
（享保10.10.4－５）

肥前・長崎 6.0 長崎・平戸 諸所破損多し

1730.3.12
（享保15.1.24）

対馬 対馬 諸所破損多し

1791.12.5
（寛政3.11.10）

雲仙岳 小浜 家屋倒壊・死者２人

1792.4.21－22
（寛政4.3.1－２）

雲仙岳
（三月朔地震）

島原・小浜・森山 石垣崩壊・地割れ・家屋損壊

1792.4.25
（寛政4.3.5）

雲仙岳 森山 石垣崩壊・地割れ・家屋損壊

1792.5.21
（寛政4.4.1）

雲仙岳
（島原大変）

6.4 島原
石垣崩壊・眉山大崩壊・大津波・
死者1.5万人

1808.8.2
（文化５）

五島 石垣・石塔崩壊

1828.5.26
（文政11.4.13）

長崎 6.0 天草・長崎・五島
出島周辺崩壊数箇所
石仏転倒

1866.5.14
（慶応2.3.30）

千々石 各所の損壊

1915.7.20/21
（大正4.7.20/21）

喜々津地震群
喜々津村
井樋の尾岳

石垣一部崩壊

1922.12.8
（大正11.12.8）

千々石湾
（島原地震）

6.9
（１時49分）

北有馬
家屋倒壊・死者23人
煙突倒壊、水道管破裂

6.5
（11時２分）

小浜 家屋倒壊・死者３人

1951.2.15
（昭和26.2.15）

島原半島地方 5.2 千々石 地割れ

1984.8.6
（昭和59.8.6）

島原半島地方

5.7
（17時30分）

小浜・千々石 家屋一部損壊・石垣墓石倒壊
5.0

（17時38分）

2005.3.20
（平成17.3.20）

福岡県西方沖 7.0 壱岐
負傷者２人、住家全壊１棟、
住家一部破損16棟ほか
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付
近
の
地
震（
Ｍ
七
・
〇（
３
））、一
七
九
二
年
の
島
原
半
島
の
地
震（
Ｍ
六
・
四
）、一
九
二
二
年
の
島
原（
千
々
石
湾
）地
震（
Ｍ
六
・
九
、
Ｍ
六
・
五
）

な
ど
が
あ
る
。
一
七
〇
〇
年
の
地
震
で
は
、
壱
岐
及
び
対
馬
で
被
害
が
大
き
く
、
特
に
壱
岐
で
は
石
垣
や
墓
石
が
こ
と
ご
と
く
崩
れ
、
家
屋
も

大
半
が
崩
壊
し
た
。
佐
賀
や
平
戸
で
も
瓦
が
落
ち
る
な
ど
の
被
害
が
生
じ
た
。
震
源
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
被
害
状
況
か
ら
壱
岐
近
海

か
対
馬
の
西
方
海
域
に
震
源
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、一
七
九
二
年
の
島
原
半
島
の
地
震
は
、
雲
仙
普
賢
岳
の
噴
火
活
動
に
伴
っ
て
発

生
し
た
。
こ
の
地
震
が
引
き
金
と
な
っ
て
古
い
溶
岩
ド
ー
ム
で
あ
る
眉
山
の
一
部
が
大
崩
壊
し
、
崩
壊
し
た
山
体
が
有
明
海
に
流
れ
こ
ん
で
津
波

を
発
生
さ
せ
、
有
明
海
沿
岸
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
。
島
原
半
島
周
辺
で
は
直
接
噴
火
活
動
に
結
び
つ
か
な
い
群
発
地
震
も
た
び
た
び
発

生
し
て
い
る
。
一
九
二
二
年
の
島
原（
千
々
石
湾
）地
震（
Ｍ
六
・
九
、
Ｍ
六
・
五
）で
は
島
原
半
島
南
部
や
西
部
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
生
じ
、

ま
た
、一
九
八
四
年
に
は
島
原
半
島
西
岸
の
千
々
石
町
（
旧
名
、
現
在
の
雲
仙
市
）
付
近
で
最
大
Ｍ
五
・
七
の
群
発
地
震
活
動
が
あ
り
、
建
物
の

一
部
破
損
や
石
垣
破
壊
、
墓
石
倒
壊
な
ど
の
被
害
が
あ
っ
た
。
長
崎
県
で
は
、
こ
の
ほ
か
一
六
五
七
年
の
地
震
（
Ｍ
不
明
、
長
崎
で
被
害
大
）、

一
七
二
五
年
の
地
震（
Ｍ
六
・
〇
、
長
崎
、
平
戸
で
被
害
あ
り
）、一
八
二
八
年
の
地
震（
Ｍ
六
・
〇
、
天
草
、
長
崎
、
五
島
で
被
害
あ
り
）な
ど
の

被
害
地
震
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、一
七
二
五
年
の
地
震
を
除
く
と
、
大
村
市
付
近
で
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
と
の
記
述
は
な
い
。

表
１
─
７
は
大
村
の
地
震
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
の
大
村
藩
庁
の
記
録
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
も
の
や
一
般
庶
民
に
関

わ
る
記
録
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
な
か
で
も
享
保
十
年
（
一
七
二
五
年
）の
長
崎
で
の
群
発
地
震
に
つ
い
て
は
長
崎
に
お
い
て
は
か
な
り
詳
し
い
多

く
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
大
村
で
は
地
震
発
生
翌
年
の
享
保
十
一
年
の
城
内
被
害
届
及
び
修
築
請
願
書
（
大
村
史
談
会
編
（
一
九
九
四
）

『
九
葉
実
録
』
第
一
冊
）が
残
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
届
け
か
ら
は
、
大
村
城
内
本
丸
の
破
壊
箇
所
は
詳
し
く
示
さ
れ
て
い
る
が
、
城
下

の
被
害
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
石
垣
が
城
内
本
丸
の
各
所
で
壊
れ
て
い
る
こ
と
は
読
み
と
れ
る
が
、
建
物
被
害
そ
の
他

の
記
録
は
さ
れ
て
お
ら
ず
破
壊
の
程
度
の
詳
細
は
分
か
ら
な
い
。
ゆ
れ
の
大
き
さ
は
最
大
で
も
震
度
六
弱
～
六
強
程
度
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

こ
の
享
保
十
年
の
地
震
は
西
暦
一
七
二
五
年（
享
保
十
年
）十
月
二
十
七
日
か
ら
翌
年
の
一
月
ま
で
続
い
た
群
発
地
震
で
あ
っ
た
。
松
浦
律
子
ほ
か

（
二
〇
〇
八
）「
江
戸
時
代
の
歴
史
地
震
の
震
源
域
・
規
模
の
再
検
討
作
業
（
講
演
要
旨
）」
は
享
保
十
年
の
長
崎
の
地
震
は
出
島
日
記
か
ら
一
七

二
五
年
十
月
三
十
一
日
か
ら
翌
年
の
八
月
ま
で
断
続
し
た
群
発
活
動
で
あ
り
、
噴
火
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
火
山
性
の
群
発
地
震
で
あ
る
と
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推
定
し
て
い
る
。
そ
の
震
央
は
図
１
─
２４
に
よ
る
と

長
崎
湾
口
の
香
焼
付
近
に
当
た
る
。
十
一
月
二

十
五
日
の
地
震
は
大
村
で
は
感
じ
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
修
築
請
願
書
（
大
村
史
談
会
編
（
一

九
九
四
）『
九
葉
実
録
』
第
一
冊
）に
は
、
九
月

と
十
二
月
の
地
震
で
石
垣
が
壊
れ
た
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
群
発
地
震
の
う
ち
十
一
月
二

十
五
日
前
後
の
地
震
で
破
壊
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
一
七
九
二
年
四
月
二
十
一
～
二
十
二
日
の

島
原
地
震
（
三
月
朔
の
地
震
群
）に
つ
い
て
は
大

村
で
も
地
震
が
感
じ
ら
れ
、
被
害
の
様
子
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
大
村
市
及
び
そ
の
周
辺
で
は
、

こ
れ
ま
で
被
害
地
震
の
発
生
は
き
わ
め
て
少
な
い
。

し
か
し
、
■
１
で
述
べ
た
よ
う
に
、
大
村
市
周

辺
に
は
複
数
の
活
断
層
が
存
在
し
て
お
り
、
数

千
年
に
一
度
程
度
の
頻
度
で
は
、
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
す
内
陸
地
震
（
い
わ
ゆ
る
直
下
型
地

震
）が
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

太
平
洋
側
沖
合
で
発
生
す
る
地
震
に
つ
い
て

表１‐７　大村の地震災害
1633.9
（寛永10年）

地震のため石壁破壊、許可により翌年三月より修復
� （大村史話　上巻　194　）

1669
（寛文9.6.10）

地震、城中の石垣少く崩る
� （九葉実録　第一冊　38）

1725.10.27
（享保10.9.22）

長崎（群発）
　　　　　　　家屋・道路の損壊等の小被害� （建設省国土地理院）　　
９月22日（西暦10月27日）から28日まで一週間で数十回

1725.11.8－９
（享保10.10. 4－５）

長崎・平戸（群発）　Ｍ＝6.0
　　　家屋・道路の損壊等の小被害� （宇佐美）
　�９月26日に80回余の地震を感じた。大分有感、この両日は地震強く諸所破損多し。天草・大分
有感。「出島日記」によると地震は断続的に翌年の８月30日（グレゴリオ暦）までつづく。この年11月
25日（同上）06時ころ強震、出島の建物はすべて小損。大村では感じなかった。翌年１月13日５時
（同上）ころの地震で被害がかなり出てテントに暮らす。中国人居留地破壊、また長崎市中にも
被害。� （被害地震各論　96　宇佐美）
　�九月二十五日夜丑中刻南の方より大地震　其後数日不止　十月四日五日地震甚敷所々破損多し
　当地大地しんの始　十月二十二日にいたりて止� （長崎建立並諸記挙要）
　九月二十五日　夜半から十月四日まで地震続く十二月十日、同十一日まで再び地震
� （新長崎年表）

1726
（享保11.2.29）

玖島城石垣修理
昨年９月・12月に次の地震をもって城壁壊る、因って之を修復せんことを請う是に至て允

ゆる
さる。其文

に曰く
　�肥前国大村城本丸追手虎口北西之石垣壱ヶ所・同所続南之方石垣壱ヶ所・同所北西之方塀
下石垣壱ヶ所・同所東之方塀下石垣壱ヶ所・同所台所口南西之方石垣一ヶ所・二ノ郭東南之
方塀下石垣一ヶ所・同所東之方塀下石垣壱ヶ所或者崩或者孕候付而築直度旨絵図朱引之通
得其意候　以連々如元可被申付候　恐々謹言
　　（以下一部略）　　　　　享保11年２月29日
　　　　　　　　　　　　　大村伊勢守殿
　　　　　　乃ち今道忠太夫を修築奉行とす。
� （九葉実録　第一冊　286）

1792.4.21－22
（寛政４.３.１－２）

島原地震（三月朔地震群）
　�申刻頃地震仕、引続８日・９日迄之間昼夜無間、従12、13日頃は軽相成候得共、今以不相止
候　乍去、城内無別条、尤石垣・塀廻少々充之破損所有之、此外領中無相替儀、怪我人・
牛馬、損潰家屋等無御座候、　三月　大村信濃守� （大村見聞集　1131）
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は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が
西
南
日
本
の
乗
っ
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
の
下
に
沈
み
込
む
際
に
発
生
す
る
「
プ
レ
ー
ト
境
界
型
の
巨
大
地
震
」

が
長
崎
県
内
に
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
る
。
特
に
、南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
巨
大
地
震
の
な
か
で
、四
国
沖
か
ら
紀
伊
半
島
沖
が
震
源
域
と
な
っ

た
場
合
、
地
震
の
揺
れ
な
ど
に
よ
る
被
害
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
一
七
〇
七
年
の
宝
永
地
震
（
Ｍ
八
・
六
）や
一
八
五
四
年
の
安
政

南
海
地
震（
Ｍ
八
・
四
）で
は
地
震
の
揺
れ
や
津
波
に
よ
る
被
害
が
生
じ
た
。
ま
た
、一
九
四
六
年
の
南
海
地
震（
Ｍ
八
・
〇
）で
も
、
家
屋
への
被

害
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
プ
レ
ー
ト
境
界
の
巨
大
地
震
に
よ
り
、
将
来
大
村
市
で
も
被
害
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
特
に
、
二
〇
一

一
年
三
月
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
Ｍ
九
・
〇
）の
発
生
後
は
、
南
海
ト
ラ
フ
か
ら
日
向
灘
に
か
け
て
の
広
大
な
領
域
で
Ｍ
九
・
〇
の
超
巨

大
地
震
の
発
生
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
超
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
は
、
大
村
市
内
で
も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
被
害
が
出
た
り
、

海
岸
や
河
川
沿
い
の
軟
弱
地
盤
地
域
で
は
液
状
化
、
更
に
山
間
部
で
は
崖
崩
れ
な
ど
の
発
生
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

■
３
．
今
後
想
定
さ
れ
る
被
害
地
震

長
崎
県
は
、
活
断
層
調
査
資
料
や
過
去
の
被
害
地
震
及
び
最
近
の
地
震
活
動
に
基
づ
き
、
長
崎
県
内
に
被
害
を
及
ぼ
す
地
震
の
震
源
と
し

て
想
定
す
る
活
断
層
帯
を
選
定
し
た（
図
１
─
２５
及
び
表
１
─
８
）。

こ
れ
ら
の
想
定
地
震
の
う
ち
、
大
村
市
に
最
も
影
響
が
大
き
い
の
は
、
■
１
で
述
べ
た
「
大
村
―
諫
早
北
西
付
近
断
層
帯
」
で
あ
り
、
こ
の
断

層
帯
が
い
ち
ど
に
全
部
動
い
た
場
合
の
断
層
長
は
二
二
㌔
㍍
、
マ
グ
ニ
チ
ュー
ド
は
七
・一
で
あ
る
。
こ
の
想
定
地
震
に
よ
る
震
度
分
布
は
、
断
層

と
地
盤
を
モ
デ
ル
化
し
て
、
統
計
的
グ
リ
ー
ン
関
数
法
を
用
い
て
算
出
さ
れ
た（
図
１
─
２６
）。

「
大
村
―
諫
早
北
西
付
近
断
層
帯
」
は
、
正
断
層
成
分
を
含
む
左
横
ず
れ
断
層
で
あ
り
、
断
層
の
北
東
側
（
多
良
岳
側
）
が
南
西
側
（
大
村

市
街
地
）に
対
し
て
相
対
的
に
沈
下
し
な
が
ら
北
西
方
向
に
平
均
で
約
一
・
五
㍍
ず
れ
動
く
と
想
定
さ
れ
る
。
マ
グ
ニ
チ
ュー
ド
は
上
述
の
よ
う
に

七
・
一
で
あ
り
、
震
源
断
層
の
型
や
規
模
は
、
二
〇
〇
五
年
に
玄
界
灘
で
発
生
し
た
福
岡
県
西
方
沖
地
震
（
Ｍ
七
・
〇
）
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

ま
た
、
一
九
九
五
年
一
月
に
阪
神
淡
路
大
震
災
を
引
き
起
こ
し
た
兵
庫
県
南
部
地
震
（
Ｍ
七
・
三
）の
約
半
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
大
村
市

で
は
、
震
度
が
六
弱
～
六
強
と
予
想
さ
れ
、
地
盤
の
悪
い
と
こ
ろ
で
は
局
所
的
に
震
度
七
も
あ
り
得
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
東
彼
杵
町
や

諫
早
市
で
も
震
度
五
強
～
六
強
、
更
に
、
長
崎
市
や
佐
世
保
市
、
雲
仙
市
、
島
原
市
な
ど
の
広
い
範
囲
で
震
度
五
弱
以
上
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
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表1‐8　震源として想定される活断層（「長崎県地震等防災アセスメント調査報告書」より）

活断層 地震規模
（気象庁マグニチュード）

断層の長さ
（㎞）

県　
　
　
　

内

雲仙地溝北縁断層帯 7.3 31

雲仙地溝南縁東部断層帯 7.0 21

雲仙地溝南縁西部断層帯 7.2 28

雲仙地溝南縁東部断層帯
と西部断層帯の連動

7.7 49

島原沖断層群 6.8 14

橘湾西部断層帯 6.9 18

大村―諫早北西付近断層帯 7.1 22

県　

外

布田川・日奈久断層帯（熊本県） 8.0 74

警固断層系（福岡県） 7.2 26

図1‐25　長崎県内に被害を及ぼす想定活断層の分布（「長崎県地震等防災アセスメント調査報告書」より）
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図1‐26　大村―諫早北西付近断層帯が活動した場合の想定震度分布
　　　　　（「長崎県地震等防災アセスメント調査報告書」より）

の
断
層
帯
の
一
部
は
、
■
１
で
述
べ
た
よ
う
に
、
大
村
湾
の
海
底
に
達
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
地
震
時
に
津
波
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
得
る
。
し

か
し
、
海
底
部
分
の
断
層
長
が
そ
れ
ほ
ど
長
く
な
い
こ
と
、
津
波
生
成
に
寄
与
し

な
い
横
ず
れ
成
分
を
か
な
り
含
む
断
層
型
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
津
波
を
伴
っ

た
と
し
て
も
そ
の
規
模
は
小
さ
い（
最
大
で
も
波
高
は
五
〇
㌢
㍍
程
度
）
と
考
え

ら
れ
る
。

ま
た
、「
大
村
―
諫
早
北
西
付
近
断
層
帯
」
以
外
の
県
内
の
断
層
帯
が
活
動
し

た
場
合
の
大
村
市
に
お
け
る
震
度
に
つ
い
て
は
、
雲
仙
地
溝
北
縁
断
層
帯
で
は
五

弱
～
六
弱
、
雲
仙
地
溝
南
縁
東
部
断
層
帯
と
西
部
断
層
帯
の
連
動
で
は
五
強
～

六
強
、
島
原
沖
断
層
群
で
は
四
～
五
弱
、
橘
湾
西
部
断
層
帯
で
は
四
～
五
強
と

予
想
さ
れ
る
。
更
に
、
県
外
の
断
層
帯
が
活
動
し
た
場
合
、
布
田
川
・
日ひ

奈な

久ぐ

断
層
帯
（
熊
本
県
）で
は
震
度
四
～
五
弱
、
警
固
断
層
帯
（
福
岡
県
）で
は
震
度

三
～
四
が
大
村
市
で
そ
れ
ぞ
れ
推
定
さ
れ
る
。

■
４
．
最
近
の
地
震
活
動

長
崎
県
内
の
地
震
は
、
雲
仙
火
山
の
山
体
内
で
発
生
す
る
火
山
性
地
震
を
除

け
ば
、
す
べ
て
地
殻
内
の
断
層
で
発
生
す
る
内
陸
地
震
で
あ
る
。

県
内
で
最
も
地
震
活
動
が
活
発
な
の
は
雲
仙
地
溝
か
ら
橘
湾
を
経
て
天
草
灘

に
至
る
地
域
（
主
に
海
底
下
）で
あ
る（
図
１
─
２７
）。
こ
の
地
域
で
は
定
常
的
に
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
三
以
下
の
微
小
地
震
が
発
生
し
て
お
り
、
橘
湾
か
ら
島
原
半
島
西
部

に
か
け
て
は
時
々
小
規
模
な
群
発
地
震
活
動
が
見
ら
れ
る
。
■
２
で
述
べ
た
よ
う
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に
、
一
九
八
四
年
に
は
雲
仙
市
（
旧
千
々
石
町
）の
海
岸
線
付
近

で
最
大
Ｍ
五
・
七
の
群
発
地
震
が
発
生
し
て
震
源
域
付
近
で
は

被
害
も
出
た
。
こ
れ
ら
の
地
震
活
動
は
、
雲
仙
火
山
の
噴
火
活

動
前
に
特
に
活
発
で
あ
り
、一
九
九
一
年
に
溶
岩
が
噴
出
す
る
よ

う
に
な
る
と
地
震
活
動
は
低
下
し
た
。

そ
れ
以
外
の
県
内
の
地
域
で
は
、
定
常
的
な
地
震
活
動
は
低

調
で
あ
る
が
、
時
々
群
発
的
あ
る
い
は
散
発
的
に
小
規
模
の
地
震

活
動
が
あ
る
。
地
震
の
発
震
機
構
は
、
県
内
全
域
で
南
北
張
力

の
正
断
層
型
と
南
北
張
力
・
東
西
圧
縮
の
横
ず
れ
断
層
型
が
混

在
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
南
北
張
力
が
卓
越
す
る
九
州
の
広
域

応
力
場
を
反
映
し
た
地
震
活
動
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
地
震
活
動
の
な
か
で
、
最
近
大
村
市
付
近
で
発
生
し
た

地
震
の
例
と
し
て
、
二
〇
〇
九
年
以
降
に
発
生
し
た
地
震
の
震

央
分
布
を
示
す（
図
１
─
２８
）。

大
村
市
向
木
場
付
近
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
震
央
は
、
二
〇
一
二

年
十
一
月
四
日
よ
り
発
生
し
て
い
る
小
規
模
な
群
発
地
震
で
あ

り
、
Ｍ
三
・
〇
（
最
大
震
度
二
）
を
記
録
し
た
。
こ
の
地
震
活

動
の
震
央
は
、
松
尾
断
層
と
向
木
場
断
層
の
間
に
位
置
し
て
お

り
、
発
震
機
構
解
も
こ
れ
ら
の
断
層
と
調
和
的
で
あ
る
こ
と
か

ら
、「
大
村
―
諫
早
北
西
付
近
断
層
帯
」
の
一
部
が
活
動
し
た
も

図1‐27　九州とその周辺における最近の地震活動（2011年6月－2012年6月）
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図1‐28　2009年１月１日から2012年11月９日までに大村湾周辺で発生した地震

の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
村
湾
内
に
も
震
央
の
か
た
ま
り
が
認
め
ら
れ
る

が
、
こ
の
地
震
活
動
は
、
最
大
地
震
Ｍ
四・〇
、
震
源
の
深
さ
は
約
一
〇
㌔
㍍
、

大
村
市
の
他
に
長
崎
市
な
ど
で
も
震
度
三
を
観
測
し
た
。
震
央
は
、「
大
村
―
諫

早
北
西
付
近
断
層
帯
」
の
北
西
延
長
に
位
置
し
て
お
り
、
余
震
の
分
布
は
、
断

層
帯
と
同
様
に
お
よ
そ
北
西
―
南
東
方
向
に
並
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
発

震
機
構
解
に
つい
て
は
、
本
震
及
び
最
大
余
震
は
南
北
張
力
の
正
断
層
型
の
地
震

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
の
余
震
に
は
横
ず
れ
断
層
型
の
も
の
も
あ
り
、「
大
村
―

諫
早
北
西
付
近
断
層
帯
」
の
断
層
の
型
と
調
和
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

こ
の
地
震
活
動
は
、
断
層
帯
の
北
西
端
付
近
の
一
部
が
活
動
し
た
も
の
で
あ
る

と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
こ
の
断
層
帯
が
現
在
も
活
動
的
で
あ
る
こ

と
を
示
唆
し
て
お
り
、
今
後
も
地
震
活
動
の
監
視
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
地
下
資
源

■
１
．
鉱
泉

１　

歴
史
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
鉱
泉
・
温
泉

（
１�
）高
以
良
家
の
湯
屋（
文
化
～
天
保
年
間　
一
八
三
〇
年
代
）大
村
藩
士
の

高
以
良
諸
左
衛
門
が
与
崎
荒
川
の
中
に
わ
き
出
し
て
い
る
鉱
泉
を
見
つ
け
、

湯
屋
を
作
っ
た
。
明
治
に
入
る
と
湯
屋
は
閉
じ
ら
れ
た
。
与
崎
温
泉
の
も

と
に
な
っ
た
。

（
２�

）
波
佐
見
湯
牟
田
鉱
泉
（
天
保
十
四
年　

一
八
四
三
）
波
佐
見
折
敷
瀬
郷

二
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湯
牟
田
の
水
底
岩
穴
よ
り
出
と
い
う
記
録
が
藤
野　

保
（
一
九
八
二
）『
大
村
郷
村
記
』
第
三
巻　

第
二
十
一　

波
佐
見
村
上
に
残
さ
れ

て
い
る
。

（
３
）与
崎
温
泉（
昭
和
四
年
～
昭
和
二
十
年　
一
九
二
九
～
一
九
四
五
）

「
大
村
駅
総
覧
」（
大
村
駅
昭
和
六
年
作
成
）」に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

与
崎
温
泉

　

�

驛
ヨ
リ
南
方
二
・
七
粁
大
村
町
木
場
郷
ニ
在
リ
、
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
ノ
含
有
多
量
ナ
ル
コ
ト
我
国
第
一ト
稱
セ
ラ
レ
、
胃
腸
病
、
常
習
便

秘
、
謄
嚢
病（
糖
尿
病
？
）、
婦
人
病
、
肺
病
、
肋
膜
炎
、
気
管
支
加
答
児（
カ
タ
ル
）、
等
効
ア
リ
、
昭
和
五
年
浴
槽
及
休
憩
所
ヲ

新
設
シ
附
近
ニ
旅
館
、
小
料
理
店
等
ア
リ一日
ノ
清
遊
ニ
適
ス
。

　

自
動
車
ノ
便
ア
リ
貸
切
壱
円
五
十
銭
、
乗
合
自
動
車
附
近
迄
二
十
銭

＊
右
の
文
の（　
　
　

）内
は
阪
口
が
加
筆

荒
川
に
は
鉱
泉
が
わ
き
出
し
、
川
の
中
に
は
黄
色
の
湯
ノ
華
（
鉱
泉
に
伴

う
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
沈
殿
）が
見
ら
れ
た
。
大
正
十
一
年
に
島
原
地
震（
一

九
二
二
年
十
二
月
八
日
）
が
あ
り
、
田
圃
の
中
か
ら
湯
気
が
上
が
っ
た
。
大

正
末
、
上か

ず
さ総

堀ほ
り

と
い
う
打
撃
に
よ
る
掘
削
方
法
で
深
さ
七
〇
尺
と
深
さ
七

〇
〇
尺
二
本
の
井
戸
を
掘
っ
た
。
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
六
代
目
出
羽
海

梶
之
助（
諫
早
市
貝
津
出
身
）が
こ
こ
を
開
き
、
大
政
タ
ニ（
大
阪
出
身
）に

経
営
さ
せ
た
。
昭
和
十
年
頃
に
は
休
業
し
た
。
昭
和
十
七
年
か
ら
終
戦
ま

で
海
軍
病
院
の
一
部
と
し
て
患
者
の
療
養
所
と
し
て
使
わ
れ
、
終
戦
と
と
も

に
廃
業
し
た（
写
真
１
─
２２
）。

（
４
）田
ノ
平
温
泉（
大
正
十
年
？
～
昭
和
三
十
年　
一
九
二
一
～
一
九
五
五
）

写真１‐２２　�与崎温泉の跡　右手の大きな建物は住まい兼切符売り
場、手前は茶屋、左手前は便所、左端に女湯の跡が見
える（2006年撮影）
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「
大
村
駅
総
覧
」（
大
村
駅
昭
和
六
年
作
成
）」に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

田
ノ
平
温
泉

　

驛
ノ
東
方
約
七
六
三
・
六
四
米
、
内
田
川
ノ
上
流
ニ
ア
リ
、
礦
泉
ニ
シ
テ
遊
離
炭
酸
及
酸
化
鉄
多
量
ニ
含
ミ
貧
血
病
、
胃
加
答
児
（
カ

タ
ル
）、
常
習
便
秘
、
重
病
後
ノ
衰
弱
、
其
ノ
他
火
傷
、
切
創
等
ニ
最
モ
効
ア
リ
。
旅
館
部
（
鉄
道
指
定
旅
館
）、
料
理
部
ノ
兼
営
、
庭

園
廣
ク
四
季
ノ
眺
メ
ヨ
シ
、
尚
浴
槽
、
休
憩
所
、
客
室
等
ノ
設
備
完
備
シ
居
ル
ヲ
以
テ
遠
ク
長
崎
・
佐
世
保
方
面
ヨ
リ
来
客
四
時
絶
ヘ
ズ
。

人
力
車
十
五
銭
、
自
動
車
貸
シ
切
八
十
銭
。

常
盤
旅
館 

一三
〇
九
・
九
二
米
（
大
村
驛
カ
ラ
）、
武
部
ニ
ア
リ　

和
式
、
十
二
部
屋
、
団
体
扱
イ
、　

特
等
六
・
〇
〇
円
、
一等
三
・
〇

〇
円
、
二
等
二
・
五
〇
円

内
田
川
の
左
岸
に
あ
っ
た
常
盤
旅
館
の
池
の
脇
に
は
水
槽
が
あ
り
、
炭
酸
水
が
ど
ん
ど
ん
と
湧
き
だ
し
、
周
り
に
は
鉄
分
が
沈
殿
し
て

い
た
。
鉄
分
が
多
く
タ
オ
ル
は
す
ぐ
に
黄
色
に
変
色
し
た
。
泉
温
二
一
・
五
度
、
溶
存
固
形
分（
４
）
〇
・
三ｇ
／
㎏
で
、
特
殊
成
分
と
し
て

Ｆｅ（
七㎎
／
㎏
）、
Ｍｎ（
〇
・
五㎎
／
㎏
）を
含
む
が
、
療
養
泉
の
規
定
量
を
満
た
し
て
い
な
い
。

昭
和
三
十
年
七
月
四
日
常
盤
旅
館
よ
り
出
火
、
木
造
二
階
建
瓦
葺
三
棟
、
木
造
平
屋
瓦
葺
一
棟
（
非
住
家
）
全
焼
二
四
六
坪
、
木
造

平
屋
瓦
葺
一
棟
部
分
焼
、
被
害
総
額
一
一
〇
〇
万
円
の
被
害
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
、
田
ノ
平
温
泉
は
終
わ
っ
た
。

（
５
）大
村
温
泉（
武
部
町
）（
昭
和
四
十
年
～
昭
和
五
十
年
）

昭
和
四
十
年
代
に
田
ノ
平
温
泉
の
対
岸
に
あ
た
る
内
田
川
の
右
岸
で
直
径
一
㍍
、
深
さ
一
〇
～
二
〇
㍍
ほ
ど
の
井
戸
を
掘
り
、
櫓
を
建

て
て
、
鉱
泉
を
田
ノ
平
水
源
地
の
と
こ
ろ
に
あ
る
水
槽
ま
で
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
、
そ
れ
を
更
に
西
九
〇
㍍
に
あ
る
ボ
イ
ラ
ー
室
で
約
八
〇
度
ま

で
加
熱
し
、
そ
れ
を
七
軒
の
温
泉
組
合
員
の
温
泉
旅
館
ま
で
直
径
一
〇
㌢
㍍
ほ
ど
の
鉄
パ
イ
プ
で
配
湯
し
て
い
た
。
工
事
費
は
当
時
の
金
で

一
〇
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
。
配
管
か
ら
逃
げ
る
熱
が
大
き
く
燃
料
代
が
か
さ
む
こ
と
か
ら
二
年
ほ
ど
で
配
湯
を
中
止
し
、
昭
和
五
十
年
頃

ま
で
冷
泉
だ
け
を
配
っ
た
。
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２　

昭
和
三
十
六
年（
一
九
六
一
）以
降
の
鉱
泉
・
温
泉

長
崎
県
衛
生
公
害
研
究
所（
一
九
六
〇
ほ
か
）『
長
崎
県
衛

生
公
害
研
究
所
報
』に
は
当
所
が
分
析
し
た
長
崎
県
内
の
温

泉
・
鉱
泉
の
成
分
化
学
分
析
デ
ー
タ
が
定
期
的
に
公
表
さ
れ
て

い
た
が
、
平
成
十
六
年
に
長
崎
県
衛
生
公
害
研
究
所
が
「
長

崎
県
環
境
保
健
研
究
セ
ン
タ
ー
」に
改
組
さ
れ
、
そ
れ
以
降
は

所
報
が
刊
行
さ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
温
泉
化
学
分
析
デ
ー

タ
の
入
手
が
困
難
に
な
っ
た
。

　
表
１
─
９
中
の
幸
楽
の
湯
、
湯
処
な
ご
み
、
湯
治
楼
、
龍
神

泉
は
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
以
降
に
開
発
さ
れ
た
温
泉
で

あ
る
。
入
手
で
き
た
化
学
成
分
分
析
値
を
も
と
に
大
村
市
、

川
棚
町
、
諫
早
市
、
波
佐
見
町
、
千
綿
町
、
雲
仙
温
泉
、

小
浜
温
泉
、
鹿
島
、
嬉
野
、
太
良
な
ど
の
デ
ー
タ
を
処
理
し
た
。

こ
こ
で
は
、
大
村
の
試
料
を
中
心
に
水
質
当
量
濃
度
組
成
図

（
ト
リ
リ
ニ
ア
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
）を
作
成
し
た（
図
１
─
２９
）。

　
表
１
─
９
は
大
村
の
温
泉
の
特
徴
を
表
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。大

村
市
の
温
泉
は
、
大
き
く
塩
化
物
泉
と
炭
酸
水
素
塩
泉

の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。

　

塩
化
物�

泉
：
Ｋ
Ｓ
・
大
村
ゆ
の
華
・
大
崎
半
島（
川
棚
）

表１‐９　大村の温泉（鉱泉）
温泉（鉱泉）名・試料番号 湧水地 泉　質 ｐＨ 泉　温 蒸発残留物 深さ

田ノ平湧水� １’ 武部町 炭酸泉 5.8 20.8℃ 232㎎／㎏

TT� 10 岩松町 Na・Ca－炭酸水素塩泉 6.8 33.2℃ 802.7㎎／㎏

KS　①� ４ 協和町 Mg,Na,Ca-Cl泉 6.8 26.4℃ 18.9㎎／㎏

　　 ②� ５ 含Fe,Mg,Na,Ca-Cl泉 7.3 22.8℃ 18.1㎎／㎏

地区住民センター� ２ 田下町 記載なし 8.0 34.7℃ 1256.5㎎／㎏ 625ｍ

HH　①� ６ 田下町 記載なし 7.5 24.8℃ 115.5㎎／㎏ 100ｍ

　　　②� ７ 田下町 Na,－炭酸水素塩泉 6.3 26.0℃ 1357㎎／㎏ 300ｍ

IT� ８ 黒木町 記載なし 6.3 25.7℃ 421㎎／㎏

Hy� ９ 田下町 Na,Ca－炭酸水素塩泉 8.4 18.0℃ 1172㎎／㎏

大村ゆの華� 11 森園町 含Fe・Na,・Ca－塩化物泉 7.0 28.3℃ 25770㎎／㎏ 1400ｍ

千綿花房温泉� 13 瀬戸郷 単純温泉 7.4 39.2℃ 534㎎／㎏ 700ｍ

大崎半島� 15 三越郷 Na－塩化物温泉 8.0 56.0℃ 3260㎎／㎏ 1500ｍ

幸楽の湯� 12 平町 冷鉱泉 7.8 21.7℃ 158㎎／㎏ 480ｍ

湯処なごみ� 16 本野町 Na－炭酸水素塩泉 7.8 37.7℃ 記載なし 1500ｍ

湯治楼� 29 波佐見 Na－炭酸水素塩泉 7.6 37.6℃ 2445㎎／㎏ 1500ｍ

龍神泉� 44 田下 Na,Ca－炭酸水素塩泉 6.6 25.5℃ 1270㎎／㎏

塩化物温泉：大崎半島（川棚）・KS・大村ゆの華
炭酸水素塩泉：湯治楼（波佐見）・湯処なごみ（本野町）・Hy・HH②・TT・田ノ平湧水・龍神泉
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炭
酸
水�

素
塩
泉
：
Ｈｙ
・
Ｈ
Ｈ
②
・
Ｔ
Ｔ
・
田
ノ

平
湧
水
・
龍
神
泉
・
湯
治
楼
（
波
佐
見
）・

湯
処
な
ご
み（
諫
早
市
本
野
町
）

　

�　

た
だ
し
、
Ｈ
Ｈ
①
、
②
、
Ｈｇ
、
龍
神
泉
は
同
じ

場
所
の
温（
鉱
）泉
で
あ
る
。

　
図
１
─
２９
に
よ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
温
泉
に
特
徴
が
あ

り
、
硫
黄
分
と
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
非
重
炭
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
型
の
雲
仙
温
泉
、
炭
酸
と
カ
リ
ウ
ム
・
ナ
ト
リ
ウ

ム
分
の
多
い
重
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
型
の
波
佐
見
・
嬉
野
・

武
雄
温
泉
が
あ
る
。
平
成
十
六
年
以
前
の
大
村
の
温

泉
（
い
ず
れ
も
掘
削
深
度
が
二
五
〇
㍍
以
下
で
浅
い
温

泉
で
あ
る
）の
多
く（
図
中
の
●
印
）は
図
の
上
で
散
ら

ば
っ
た
位
置
に
分
布
し
て
い
る
が
、
一
つ
グ
ル
ー
プ
は
島

原
温
泉
の
重
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
型
と
重
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
型
の
波
佐
見
温
泉
中
間
の
位
置
に
、
も
う
ひ
と
つ
は

波
佐
見
温
泉
に
近
い
位
置
に
集
ま
っ
て
い
る
。
田
ノ
平

温
泉
だ
け
は
島
原
温
泉
よ
り
も
カ
ル
シ
ウ
ム
・
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
の
多
い
位
置
に
あ
る
。
こ
れ
は
浅
層
地
下
水
あ

る
い
は
河
川
水
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
大
村
ゆ
の
華
、
小

浜
温
泉
、
大
崎
温
泉
は
非
重
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
型
の

図１‐２９　トリリニアダイアグラム　温泉の化学成分の傾向を示している　数字は表１‐９に対応
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位
置
に
あ
る
。
図
１
─
３０
に
多
良
岳
周
辺
の
温
泉
の
分
布
を
示
す
。

■
２
．
大
村
白
土
・
変
質
帯

地
質
及
び
産
状

千
綿
中
岳
鉱
床
及
び
雄
ヶ
原
鉱
床
の
母
岩
は
、
更
新
世
初
期
に
噴

出
し
た
両
輝
石
安
山
岩
で
あ
る
。

両
鉱
床
を
結
ぶ
南
北
線
上
に
も
点
々
と
小
規
模
に
粘
土
化
し
た
場

所
が
あ
る（
図
１
─
31
）。
両
鉱
床
の
粘
土
は
一
般
に
淡
青
灰
色
か
ら
灰

色
を
呈
し
、
そ
の
中
を
幅
〇
・一～
三
㌢
㍍
程
度
の
白
色
粘
土
の
細さ

い

脈み
ゃ
く

が
無
数
に
貫
い
て
い
る
。
灰
色
粘
土
中
に
は
未
変
質
の
安
山
岩
塊
が
礫

状
に
含
ま
れ
る
。
安
山
岩
は
讃
岐
岩
様
の
黒
色
ガ
ラ
ス
質
の
石
基
を
持

つ
安
山
岩
で
斜
長
石
・
単
斜
輝
石
・
斜
方
輝
石
・
鉄
鉱
を
斑
晶
と
し
、

石
基（
５
）
は
ト
ラ
キ
テ
ィ
ッ
ク
組
織（
６
）
を
示
す
斜
長
石
・
単
斜
輝
石
・

斜
方
輝
石
・
鉄
鉱
・ガ
ラ
ス
な
ど
か
ら
な
る
。
斜
長
石
は
部
分
的
に
ソ
ー

図１‐３０　多良岳火山地域の温泉（鉱泉）の分布

シ
ュラ
イ
ト
化（
７
）し
て
い
る
。
石
英
が
空
洞
を
充
填
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
千
綿
中
岳
鉱
床
の
も
の
は
雄
ヶ
原
鉱
床
の
も
の
よ
り
や
や
有
色

鉱
物
が
多
い
。

簑
原　

稔（
一
九
六
六
）「
耐
火
粘
土
大
村
地
区
」
は
大
村
地
域
に
雄
ヶ
原（
大
村
白
土
雄
ヶ
原
鉱
山
）と
、
徳
泉
川
内（
上
野
白
土
鉱
山
、

当
時
既
に
休
山
）の
二
つ
の
白
土
鉱
山
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。

（
１
）
大
村
白
土
鉱
業
（
株
）（
現
在　

大
村
セ
ラ
テ
ッ
ク（
株
））が
昭
和
三
十
年
か
ら
探
査
を
始
め
、
富
の
原
郷
一
〇
三
五
に
焼
成
工
場
を
設
置

し
雄
ヶ
原
鉱
山
の
原
料
を
ト
ラ
ッ
ク
で
運
び
製
品
化
し
て
い
た
。
昭
和
三
十
四
年
七
月
第
一
期
（
焼
成
能
力
一
〇
〇
〇
㌧
／
月
）
が
完
成
、

本
格
的
な
採
掘
を
行
い
、
そ
の
後
第
二
期
、
第
三
期
と
工
場
を
拡
張
し
、
月
産
七
〇
〇
〇
㌧
の
焼
成
工
場
を
完
成
し
た
。
一
九
六
五
年
現
在
、
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需
要
の
減
少
に
よ
り
月
産
二
〇
〇
〇
㌧
と
減
産
に
な
っ
て
い
る
。

雄
ヶ
原
の
大
村
白
土
は
多
良
岳
溶
岩
の
一
つ
で
あ
る
複
輝

石
安
山
岩
（
多
良
岳
古
期
安
山
岩
類
）
が
熱
水
作
用
を
受
け

て
変
質
生
成
さ
れ
た
も
の
で
、
南
北
八
五
〇
㍍
、
東
西
二
〇

〇
㍍
の
広
が
り
を
も
つ
舟
底
型
の
鉱
床
で
あ
る
。
鉱
床
の
厚

さ
は
最
大
三
〇
㍍
、
平
均
一
〇
㍍
内
外
で
、
下
部
お
よ
び
周

辺
部
に
一
〇
㍍
く
ら
い
の
幅
の
弱
変
質
帯
を
伴
っ
た
日
本
最

大
の
ハロ
イ
サ
イ
ト
鉱
床
で
あ
る
。

上
部
に
は
ガ
ラ
ス
質
の
安
山
岩
、
下
部
に
は
結
晶
質
で
板

状
節
理
の
発
達
す
る
安
山
岩
が
分
布
す
る
。
一
般
的
に
下
部

に
移
る
ほ
ど
品
質
が
低
下
す
る
。こ
れ
は
ガ
ラ
ス
質
の
安
山
岩

が
変
質
を
受
け
や
す
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

耐
火
度
は
お
お
む
ね
Ｓ
Ｋ　

33
～
36（
８
）
と
い
う
優
秀
な
も
の

で
あ
る
。
粘
土
鉱
物
と
し
て
ハロ
イ
サ
イ
ト
、
―
ク
リ
ス
ト
バ

ラ
イ
ト
、
ベ
ー
マ
タ
イ
ト
と
ギ
ブ
ス
石
か
ら
な
る
。

最
盛
期
の
昭
和
五
十
六
年
頃
に
は
幅
一
四
〇
㍍
、
深
さ
約
一
五
㍍
の
採
掘
場
に
高
さ
一
・
五
㍍
の
ベン
チ
を
九
段
作
り
、
露
天
掘
り
で
採
掘

し
て
い
る（
写
真
１
─
２３
）。

（
２
）徳
泉
川
内
字
櫻さ

く
ら（

上
野
白
土
鉱
山
）の
白
土
は
徳
泉
川
内
橋
の
北
東
約
一
〇
〇
㍍
付
近
か
ら
徳
泉
川
内
郷
に
通
ず
る
道
路
脇
の
、
水
田
並

び
に
東
部
台
地（
標
高
二
〇
～
三
〇
㍍
）の
切
り
通
し
付
近
に
露
出
し
て
い
る
。
徳
泉
川
内
地
域
の
も
の
は
規
模
が
小
さ
く
、
上
部
は
更
新
世

の
地
層
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
水
田
や
台
地
の
崖
（
こ
こ
で
は
厚
さ
一
一
㍍
で
あ
る
）
あ
る
い
は
井
戸
の
中
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
鉱
床
の
賦
存
状

図１‐31　多良岳火山地域の熱水変質帯の分布　橙色は白土を伴う変質帯、緑
色は黄鉄鉱を伴う変質帯
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態
は
悪
く
、
開
発
を
行
う
に
は

相
当
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
か

ら
昭
和
四
十
年
時
点
で
は
開
発

が
困
難
で
あ
る
と
し
て
い
る（
簑

原　

稔
（
一
九
六
六
）「
耐
火
粘

土　

大
村
地
区
」）。
道
路
脇
か

表１‐１０　白土化学分析表
鉱床 大村白土 上野白土 中岳白土

分析年 （2010） （2010） （1998）

SiO2 47.3 53.07 59

Al2O3 37.4 29.02 40

Fe2O3 3.68 3.28  １

TiO2 1.25 1.30

CaO 0.02 0.01

MgO 0.05 0.06

Na2O 0.08 0.17

K2O 0.03 0.04

Ig・loss 13.3 12.68

写真１‐２４　東彼杵町の中岳鉱山跡の白土

写真１‐２３　雄ヶ原鉱山最盛期における露天掘りの様子
　（大村セラテック提供　工業技術院地質調査所『地質ニュース』第102号より）

ら
横
穴
式
に
採
掘
し
て
い
た
と
い
う
。
二
〇
一
〇
年
現
在
そ
の
場
所
は
宅
地
に
造
成
さ
れ
露
頭
を

見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
上
野
某
が
そ
こ
に
鉱
区
を
申
請
し
、
昭
和
四
十
八
年
頃
ま
で
鉱
業
権
を

持
っ
て
い
た
が
特
に
工
業
化
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
一
部
は
、
化
粧
品
の
増
量
剤
と
し
て
加
工

さ
れ
た
。
鉱
物
は
、
ハロ
イ
サ
イ
ト
と
ク
リ
ス
ト
バ
ラ
イ
ト
で
あ
る
。
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（
３
）
千
綿
中
岳
鉱
床
は
一
九
八
〇
年
代
に
採
掘
を
始
め
た
鉱
床
で
あ
る
。
か
な
り
純
粋

な
ハ
ロ
イ
サ
イ
ト
と
少
量
の
ク
リ
ス
ト
バ
ラ
イ
ト
か
ら
な
る
。
ハ
ロ
イ
サ
イ
ト
は
熱
水
変

質
と
し
て
は
比
較
的
低
温（
二
〇
〇
度
以
下
）で
の
酸
性
環
境
が
考
え
ら
れ
る
。

定
性
化
学
分
析
結
果
（
長
崎
県
窯
業
技
術
セ
ン
タ
ー
）
は
表
１
─
１０
の
と
お
り
で
、
か

な
り
純
粋
な
ハロ
イ
サ
イ
ト
と
少
量
の
ク
リ
ス
ト
バ
ラ
イ
ト
か
ら
な
る（
表
１
─
１０
、
図
１
─
31
、

写
真
１
─
２４
）。

（
４
）大
村
市
与
崎
の
国
立
病
院
下
の
崖　

こ
こ
の
白
土
は
鉱
床
と
し
て
採
掘
さ
れ
た
記
録

は
は
な
い
が
、
大
村
で
見
ら
れ
る
白
土
の
ひ
と
つ
と
し
て
記
録
し
て
お
く
。
こ
こ
で
は
岩

松
玄
武
岩
及
び
摺
出
石
凝
灰
質
岩
層
（
山
崎
達
雄
ほ
か
（
一
九
六
五
）「
諫
早
炭
田
の

地
質
」）
が
ほ
ぼ
完
全
に
熱
水
変
質
を
受
け
、
写
真
１
─
２５
の
灰
色
の
部
分
で
は
玄
武
岩
の

タ
マ
ネ
ギ
状
風
化
殻
に
熱
水
が
入
り
込
み
同
心
円
状
の
白
色
粘
土
の
細
脈
を
つ
く
っ
て

い
る
、
黄
褐
色
を
し
た
摺
出
石
凝
灰
質
岩
層
の
凝
灰
岩
の
部
分
で
は
礫
岩
の
基
質
の
部

分
が
白
土
化
し
、
溶
け
出
し
た
鉄
分
が
再
沈
殿
し
て
砂
質
の
部
分
に
リ
ー
ゼ
ガ
ン
グ
現

写真１‐２５　与崎白土　長崎医療センター下

象（
９
）
を
示
し
て
い
る
。
白
色
粘
土
の
Ｘ
線
回
折
の
結
果
は
ハロ
イ
サ
イ
ト
の
み
が
検
出
さ
れ
、
通
常
随
伴
す
る
ク
リ
ス
ト
バ
ラ
イ
ト
が
認
め
ら

れ
て
い
な
い
。

■
３
．
石
炭

大
村
市
内
の
炭
鉱
に
つ
い
て
は
一
瀬　

亘
（
一
九
六
二
）「
長
崎
県
の
鉱
業
に
つ
い
て
」
の
報
告
が
あ
る
。
以
下
そ
の
要
旨
を
記
載
す
る
。
大
村

南
部
に
露
出
す
る
石
炭
の
鉱
区
申
請
が
昭
和
三
十
六
年（
一
九
六
一
）当
時
で
三
〇
以
上
も
あ
っ
た
。
石
原
産
業
株
式
会
社
が
行
っ
た
ボ
ー
リ
ン

グ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
日
泊（
深
さ
二
五
四
㍍
）、今
村（
深
さ
二
三
二
㍍
）、上
鈴
田（
深
さ
二
二
八
㍍
）、鈴
田
ト
ン
ネ
ル（
深
さ
一
五
一
㍍
）、

陣
内（
深
さ
一
二
七
㍍
）、
東
浦（
深
さ
一
二
七
㍍
）、
与
崎（
深
さ
一
七
七
㍍
、
炭
質
が
悪
い
）、
田
下（
深
さ
二
二
五
㍍
）な
ど
で
あ
る
。
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一
九
六
一
年
当
時
確
認
さ
れ
て
い
る
炭
質
頁
岩
の
露
頭
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
東
浦
、
与
崎
、
釜
川
内
、
祝
崎
、
日
泊
、
白
鳥
、
陣
内
、

鈴
田
ト
ン
ネ
ル
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１�　

東
浦　

東
浦
東
端
で
は
か
つ
て
試
掘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
確
認
さ
れ
た
炭
質
頁
岩
は
二
枚
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
数
枚
の
炭
層
か
ら
な
り
、

一
枚
の
炭
層
の
厚
さ
は
、
数
糎
に
す
ぎ
な
い
。
地
層
の
傾
き
は
南
北
、
傾
斜
六
〇
度
東
で
あ
る
。

２�　

与
崎　

与
崎
層
上
部
の
四
枚
の
炭
層
で
、
い
ず
れ
も
五
〇
㌢
㍍
～
一
㍍
の
頁
岩
中
に
数
枚
の
薄
い
炭
層
が
あ
る
。
炭
質
が
悪
く
中
止
し
た
。

３�　

白
鳥　

白
鳥
の
谷
の
入
口
よ
り
約
九
〇
〇
㍍
の
川
岸
の
露
頭
よ
り
坑
道
を
掘
削
し
た
。

４�　

釜
川
内　

炭
質
頁
岩
は
二
ヶ
所
あ
り
、
入
口
付
近
の
も
の
は
三
枚
の
夾

き
ょ
う

炭た
ん

層そ
う

が
あ
り
、
地
層
の
傾
は
北
三
〇
度
西
、
傾
斜
五
二
度
西
で
与

崎
層
に
相
当
す
る
。
そ
れ
よ
り
西
方
約
二
五
〇
㍍
の
も
の
は
厚
さ
一
㍍
ほ
ど
の
薄
い
炭
層
を
含
む
、
海
岸
か
ら
坑
口
を
開
け
着
炭
し
た
が
資

金
が
続
か
ず
中
止
し
た
。

い
ず
れ
も
小
規
模
に
採
掘
さ
れ
た
が
、
昭
和
四
十
五
年
に
お
い
て
は
す
で
に
石
炭
は
掘
り
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

■
４
．
萱
瀬
の
鉄
・
銅
・
銀
・
金
山

以
下
、
藤
野　

保
編（
一
九
八
二
）『
大
村
郷
村
記
』第
二
巻
第
十
四
萱
瀬
村
よ
り
抜
粋
し
て
記
載
す
る
。

１　

�

此
鉄
山
跡
は
萱
瀬
山
に
あ
り
今
其
所
を
知
ら
ず
。
延
宝
五
年（
一
六
七
七
）こ
こ
よ
り
鉄
出
る
。
同
年
七
月
ま
で
に
掘
り
終
わ
る
。

２　

�

銅
山
跡
は
萱
瀬
・
山
の
内
・
桑
の
木
河
内
（
今
其
所
を
知
ら
ず
）、
岩
屋
河
内
（
今
に
鉱
跡
現
存
す
る
と
い
え
ど
も
崩
れ
落
ち
て
形
も
分
か

ら
ず
）、
黒
木
舞
岳
（
麓
の
方
大
川
端
の
岩
壁
に
鉱
跡
二
ヶ
所
あ
り
穴
の
高
さ
壱
間
、
横
四
尺
ほ
ど
深
さ
三
拾
間
ほ
ど
あ
り
と
い
う
、
次
の

鉱
跡
は
深
さ
十
五
間
あ
り
と
い
う
、
そ
の
ほ
か
は
大
抵
前
に
同
じ
、
何
れ
も
穴
暗
く
し
て
そ
の
深
さ
量
る
べ
か
ら
ず
）の
三
ヶ
所
あ
り
。
宝

永
六
年（
一
七
〇
九
）右
の
三
ヶ
所
よ
り
銅
の
つ
る（
鉱
脈
）を
見
い
だ
せ
し
ゆ
へ
掘
試
し
て
慥
か
な
る
銅
に
相
極
ま
る
。

３　

�

銀
山
跡
は
萱
瀬
山
舞
岳
と
云
う
所
に
あ
り
、
今
其
の
所
を
知
ら
ず
。
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
此
処
よ
り
銀
の
つ
る（
鉱
脈
）
を
見
い
だ
せ

し
ゆ
へ
之
を
掘
ら
す
。
吹
せ
試
み
し
に
、
正
に
銀
に
相
極
ま
る
。
右
四
ヶ
所
何
れ
も
免
許
し
て
掘
ら
し
む
る
と
いへ
ど
も
、
格
別
の
利
潤
も

な
し
、
故
に
程
な
く
止
む
な
り
。
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４　

金
山�

（
金
山
に
つい
て
は
、
河
野
忠
博（
一
九
八
五
）『
大
村
の
民
話
と
伝
説
』上
巻
よ
り
抜
粋
）

　
（
１�

）明
治
三
十
年
代（
一
八
九
七
～一九
〇
七
）岩
屋
谷
の
奥
、
鹿
島
側
に
登
っ
た
と
こ
ろ
採
鉱「
古
金
山
」

　
（
２�
）明
治
四
十
年（
一
九
〇
七
）　

石
英
安
山
岩
の
黄
鉄
鉱
を
金
鉱
と
し
て
発
掘
し
た「
前
田
金
山
」

　
（
３�
）
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）「
堤
金
山
（
仮
称
）」
岩
屋
の
一
〇
〇
㍍
ほ
ど
観
音
口
か
ら
平
谷
口
に
向
か
っ
て
登
れ
ば
橋
が
あ
り
、
そ
れ
よ
り

左
の
谷
を
登
る
と
鉱
口
に
達
す
る
。

な
ど
の
記
録
が
あ
る
が
、
平
成
二
十
三
年
現
在
、
記
録
に
あ
る
場
所
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
が
、
そ
の
範
囲
は
黒
木
の
熱
水
変
質
し
た

安
山
岩（
多
良
岳
古
期
安
山
岩
類
）の
分
布
地
域
と
一
致
し
て
い
る
。
現
在
で
も
こ
の
地
域
で
は
小
さ
な
黄
鉄
鉱
・
水
晶
・
方
解
石
な
ど
の
鉱
物

を
採
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

■
５
．
大
村
藩
の
鉱
山

一
瀬　

亘
（
一
九
七
四
）「
大
村
藩
の
鉱
山
物
語
」
に
は
、
大
串
金
山
・
波
佐
見
銅
山
・
波
佐
見
金
山
・
松
島
炭
坑
・
池
島
炭
鉱
な
ど
に
つ
い

て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
そ
の
要
旨
を
記
載
す
る
。

１　

大
串
金
山

大
串
金
山
は
寛
永
七
年（
一
六
三
〇
）か
ら
採
掘
を
は
じ
め
万
治
元
年（
一
六
五
八
）に
は
最
盛
期
を
迎
え
、年
産
金
量
四
・
五
貫（
一
五
㌔
㌘
）

に
達
し
、
当
時
我
が
国
第
一
の
金
山
と
な
っ
た
。
寛
文
十
二
年（
一
六
七
二
）に
休
止
し
た
。
大
村
藩
に
財
政
的
貢
献
を
し
た
。

２　

波
佐
見
銅
山
と
波
佐
見
金
山

波
佐
見
銅
山
は
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）に
始
ま
り
、
岩
堅
く
こ
の
銅
山
は
程
な
く
や
ん
だ
。
そ
の
後
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
再
興
し
て
嘉

永
六
年（
一
八
五
三
）ま
で
稼
行
し
た
。

波
佐
見
金
山
は
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
開
坑
、
三
十
五
年
に
は
月
産
八
貫
で
東
洋
一
の
金
山
と
な
っ
た
。
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
金

鉱
整
備
に
よ
り
休
止
し
た
。
地
質
は
古
第
三
紀
層
の
砂
岩
・
頁
岩
と
そ
れ
を
貫
い
た
含
金
石
英
脈
で
、
黄
銅
鉱
及
び
黄
鉄
鉱
を
伴
い
ま
れ
に
辰

砂
を
含
む
。
付
近
に
は
流
紋
岩
や
安
山
岩
が
認
め
ら
れ
る
。
波
佐
見
金
山
は
日
露
戦
争
の
遂
行
に
大
い
に
関
係
が
あ
っ
た
。
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３　

松
島
炭
坑

天
明
元
年（
一
七
八
二
）か
ら
文
化
十
年（
一
八
一
三
）年
ま
で
藩
が
炭
鉱
を
経
営
し
た
。
大
正
二
年（
一
九
一
三
）三
井
鉱
山
が
買
収
し
松
島

炭
坑
Ｋ
Ｋ
を
創
立
、
最
盛
期
の
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）に
は
五
〇
万
ト
ン
を
出
炭
し
、
大
炭
鉱
と
な
る
。
昭
和
四
年
と
九
年
に
大
き
な
水
没

事
故
が
あ
り
、
昭
和
十
五
年（
一
九
四
〇
）三
月
廃
坑（
事
実
上
閉
山
）に
な
っ
た
。

４　

池
島
炭
鉱

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
十
二
月
開
坑
、
昭
和
三
十
四
年
操
業
開
始
、
昭
和
四
十
三
年
七
月
に
は
出
炭
量
が
日
本
一
と
な
る
。
平
成
十

三
年（
二
〇
〇
一
）十
一
月
に
九
州
最
後
の
炭
鉱
と
し
て
閉
山
し
た
。

■
６
．
大
村
藩
の
石
材

藤
野　

保
編（
一
九
八
二
）『
大
村
郷
村
記
』に
残
さ
れ
て
い
る
記
録
を
中
心
に
大
村
藩
内
の
石
材
に
つい
て
記
載
す
る
。

１　

玄
武
岩

（
１�

）千
綿
杉
の
尾
の
石
場　

濬
哲
院
殿
、
崇
謙
院
殿
石
碑
は
こ
こ
か
ら
切
り
出
さ
れ
て
い
る
。
石
の
質
は
萱
瀬
石
を
除
け
ば
こ
こ
の
石
は
上
品

で
あ
る
。

（
２�

）慶
長
十
九
年（
一
六
一
四
）玖
島
城
の
大
手
門
を
南
に
移
し
た
と
き
に
使
っ
た
石
材
は
、大
村
市
小
字
石
場
か
ら
掘
り
出
し
た
も
の
。「
打

込
は
ぎ
」と
い
う
石
積
み
で
あ
り
、
旧
大
手
門
は「
野
面
積
み
」で
あ
る
。

２　

流
紋
岩

波
佐
見
村
小
樽
郷
姥
子
谷
・
西
の
谷
か
ら
砥
石
を
切
り
出
し
、
天
明
九
年（
一
七
八
九
）よ
り
大
坂
そ
の
ほ
か
諸
方
に
搬
出
し
て
い
る
。

３　

角
閃
石
安
山
岩

西
海
村
田
原
頭
さ
ん
き
と
い
う
と
こ
ろ
に
石
場
が
あ
り
、
敬
任
院
石
塔
を
切
り
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
長
崎
屋
敷
普
請
の
折
、
地ぢ

伏ぶ
く

石い
し

、
石

碑
を
は
じ
め
礎
石
と
し
て
搬
出
し
て
い
る
。

４　

砂
岩
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（
１�

）西
彼
杵
郡
松
島
の
串
島
か
ら
荒
砥
石
を
出
し
て
い
る
。
宝
暦
三
年（
一
七
五
三
）に
は
大
坂
ま
で
運
送
し
、
お
お
い
に
利
潤
を
得
て
い
る
。

（
２�

）平
島（
現
在
西
海
市
）で
文
化（
一
八
〇
〇
年
代
）の
始
こ
ろ
、
願
い
な
し
に
砥
石
を
切
り
出
し
、
差
し
留
め
を
受
け
て
い
る
。

そ
の
後
、
こ
の
砂
岩
を
使
っ
て
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
砥
石
、
敷
石
、
直
径
が
二
㍍
に
も
及
ぶ
パル
プ
粉
砕
用
の
大
型
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
を
製
作
し

て
い
た
。（
こ
の
部
分
は
筆
者
挿
入
）

５　

石
炭

天
明
元
年
の
松
島
炭
坑
の
開
発
が
あ
る
。
ま
た
、
平
島（
現
在
西
海
市
）で
も
石
炭
を
掘
り
出
し
た
が
、
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
。

６　

結
晶
片
岩
・
水
晶

亀
岳
の
三
町
分
ふ
く
り
岩
と
い
う
と
こ
ろ
の
野
方
に
水
晶
石
あ
り
。

７　

雲
母

亀
岳
の
三
町
分
鳥
加
山
に
雲
母
石
あ
り
、瓦
の
上
土
に
用
い
て
よ
し
と
い
う
。
寛
延
二
年（
一
七
四
九
）紀
州
宮
浦
の
も
の
が
大
串
村
の
こ
さ
い
ヶ

倉
か
ら
切
り
取
り
の
免
許
を
得
て
五
ヶ
年
の
間
切
り
出
し
た
。

な
ど
の
古
記
録
が
あ
る
。

平
成
二
十
三
年
現
在
、
大
村
市
で
は
鈴
木
産
業
（
株
）（
池
田
町
）
と
大
和
産
業
（
有
）（
原
町
）
が
安
山
岩
を
主
と
し
て
採
石
し
て
い
る
が
公

共
事
業
の
縮
小
と
環
境
問
題
に
絡
む
行
政
の
指
導
か
ら
採
石
量
は
激
減
し
、
砕
石
の
規
模
は
更
に
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
大
村
市
で
の
土
木
工

事
に
必
要
な
砕
石
の
大
部
分
は
佐
賀
県
か
ら
取
り
寄
せ
る
と
い
う
事
態
に
陥
っ
て
い
る
。

�

（
清
水　

洋
・
阪
口
和
則
）

註（
１
）　�

リ
ニ
ア
メ
ン
ト
（
英
語: lineam

ent

）
と
は
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
に
よ
る
空
中
写
真
で
地
表
に
認
め
ら
れ
る
直
線
的
な
地
形
の
線
状
模
様
の
こ
と

を
言
う
。
崖
、
尾
根
の
傾
斜
急
変
部
、
谷
や
尾
根
の
直
線
的
な
地
形
。
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（
２
）　�

六
三
〇
〇y　

B
.P
.　

六
三
〇
〇
年
前
を
表
す
。
Ｂ
Ｐ
（
ビ
ー
ピ
ー
）
は
、
年
代
測
定
で
年
代
を
表
す
指
標
。B

efore P
resent 

の
略
に
由
来
す
る
。

し
か
し
、
14
Ｃ
年
代
で
は
、
一
九
五
〇
年
を
基
点
と
す
る
な
ど
特
別
な
意
味
を
持
つ
。
そ
の
た
め
、B

efore P
resent 

で
は
な
く B

efore 
P
hysics 

の
略
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

（
３
）　�

地
震
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド（m

agnitude

）は
、
地
震
が
発
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ
を
表
し
た
指
標
値
で
あ
る
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
地
震
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
対
数
関
係
に
あ
り
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
二
増
え
る
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
一
〇
〇
〇
倍
に
な
る
。

（
４
）　�
溶
存
固
形
分　

温
泉
水
を
温
度
一
一
〇
度
以
上
で
蒸
発
さ
せ
た
跡
に
残
る
固
形
物
の
重
量
、
主
と
し
てN

aC
l

、C
a

（H
C
O
3

）2

な
ど
の
無
機
化
合
物

や
シ
リ
カ
が
含
ま
れ
る
。
固
形
物
の
総
量
が
一
〇
〇
〇
㎎
／
㎏
以
上
が
温
泉
の
条
件
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

（
５
）　�

マ
グ
マ
が
地
表
付
近
で
固
ま
っ
て
で
き
た
岩
石
は
火
山
岩
で
斑
晶
（
は
ん
し
ょ
う
）
と
石
基
（
せ
っ
き
）
か
ら
な
る
組
織
を
持
つ
。
こ
の
よ
う
な
組
織
を

斑
状
組
織
（
は
ん
じ
ょ
う
そ
し
き
、）
と
い
う
。
斑
晶
は
周
囲
よ
り
大
き
な
鉱
物
結
晶
で
、
石
基
は
斑
晶
の
間
を
埋
め
る
微
細
な
結
晶
の
集
合
な
い
し
非

晶
質（
ガ
ラ
ス
質
）で
あ
る
。

（
６
）　
ト
ラ
キ
テ
ィッ
ク
組
織　

安
山
岩
な
ど
の
石
基
に
見
ら
れ
る
組
織
の
な
か
で
細
粒
で
短
冊
状
の
長
石
が
ほ
ぼ
並
行
に
並
ん
で
い
る
組
織　

（
７
）　
ソ
ー
シ
ュ
ラ
イ
ト
化　

斜
長
石
が
変
質
を
受
け
緑
泥
石
、
曹
長
石
な
ど
ほ
か
の
鉱
物
に
変
化
す
る
現
象
。

（
８
）　�

Ｓ
Ｋ
33
～
36　

ド
イ
ツ
語
で
ゼ
ー
ゲ
ル
錘
を
表
すSeger K

egel

か
ら
来
て
い
る
。
ゼ
ー
ゲ
ル
コ
ー
ン
は
粘
土
や
釉
薬
の
成
分
で
あ
る
酸
化
カ
リ
ウ
ム

や
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ア
ル
ミ
ナ
及
び
ケ
イ
酸
な
ど
の
配
合
を
少
し
ず
つ
変
え
な
が
ら
三
角
錐
の
形
に
固
め
た
も
の
で
陶
磁
器
の
焼
成
温
度
や
熱
量
を

測
定
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
各
種
コ
ー
ン
に
は
熔
倒
す
る
温
度
に
対
応
し
て
Ｓ
Ｋ
番
号
（
Ｓ
Ｋ
は
）
が
つ
い
て
い
る
。
Ｓ
Ｋ
33
～
36
の
ゼ
ー
ゲ
ル
錘

の
溶
倒
温
度
は
約
一
七
八
〇
度
に
相
当
す
る
。

（
９
）　�

リ
ー
ゼ
ガ
ン
グ
（Liesegang

）
現
象　

地
下
の
熱
水
溶
液
に
含
ま
れ
る
鉱
物
成
分
が
廻
り
の
岩
石
に
拡
散
、
沈
殿
す
る
と
き
に
つ
く
る
周
期
的
な
縞

模
様
の
こ
と
で
、
天
草
の
流
紋
岩
に
見
ら
れ
る
褐
色
の
模
様
が
そ
の
例
で
あ
る
。

第
七
節
　
大
村
市
周
辺
の
地
史

こ
こ
で
は
、
大
村
市
の
地
形
地
質
の
総
括
を
兼
ね
て
、
大
村
市
周
辺
の
地
質
学
的
な
歴
史
に
つ
い
て
述
べ
る（
第
二
節
、
表
１
―
２　

古
第
三
系

の
対
比
表
参
照
）。
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始
新
世
～
漸
新
世（
五
五
〇
〇
万
年
～
二
五
〇
〇
万
年
前
）

以
下
、
村
田
茂
雄
・
森
永
陽
一
郎（
一
九
五
七
）の「
諫
早
古
第
三
系
」の
中
の
諫
早
古
第
三
系
と
関
係
炭
田
の
古
地
理
図
を
参
考
に
し
て
作

成
し
た
図
１
―
３２
を
も
と
に
説
明
を
加
え
る
。

大
村
市
を
含
む
九
州
北
西
部
に
分
布
す
る
堆
積
岩
の
年
代
は
、
古
第
三
紀
始
新
世
か
ら
漸
新
世
で
あ
る
。
そ
の
地
層
は
次
の
よ
う
な
堆
積

障
碍
物
（
陸
地
）に
囲
ま
れ
た
地
域
に
か
つ
て
湾
入
し
て
い
た
古
諫
早
湾
、
古
長
崎
湾
、
古
玄
海
湾
、
古
松
浦
湾
な
ど
の
海
域
の
堆
積
物
か
ら
で

き
て
い
る
。

堆
積
障
碍
物（
陸
地
）

１
．
八
代
湾
、
大
牟
田
を
結
ぶ
線
以
東
の
古
期
岩
類

２
．
花
崗
岩
、
三
郡
変
成
岩
を
主
と
す
る
筑
紫
山
脈

３
．
現
在
の
西
彼
杵
、
野
母
両
半
島
の
長
崎
変
成
岩
類

４
．
筑
後
川
河
口
と
天
草
下
島
西
縁
を
結
ぶ
北
北
東
―
南
南
西
の
線（
古
有
明
山
脈
）

こ
の
時
代
は
日
本
海
の
拡
大（
１
）の
時
期（
二
五
〇
〇
万
年
前
）よ
り
前
の
時
代
に
当
た
り
、
ま
だ
日
本
は
ア
ジ
ア
大
陸
の
一
部
で
あ
っ
た
。

始
新
世
の
九
州
北
西
部
の
海
域
は
、
九
州
南
西
方
海
上
よ
り
北
北
東
に
向
か
っ
て
湾
入
し
て
い
た（
図
１
―
３２
―
１
）。
こ
の
頃
の
多
良
岳
火
山
地

域
は
海
の
中
に
あ
り
、
諫
早
層
群
が
堆
積
す
る
始
新
世
の
有
明
期
上
部（
高
島
階
）で
は
諫
早
層
群
の
ほ
か
に
天
草
の
砥と

石い
し

層
、
長
崎
の
二ふ

た

子ご

島じ
ま

層
や
端は

島し
ま

層
が
、
崎
戸
・
松
島
で
は
寺
島
層
が
堆
積
し
た
。
こ
の
時
期
は
天
草
地
域
か
ら
島
原
南
部
、
諫
早
地
域
を
含
め
て
三
池
地
域
への
湾

入
（
古
長
崎
湾
入
・
古
諫
早
湾
入
）が
あ
っ
た
。
続
く
侍
石
層
、
切
宮
層
の
堆
積
す
る
直
方
期（
図
１
―
３２
―
２
）に
は
北
は
唐
津
炭
田
ま
で
湾
入
の

範
囲
が
広
が
っ
た
、
こ
れ
を
古
諫
早
湾
入
と
い
い
唐
津
炭
田
の
ウ
ツ
ボ
木
層
、
天
草
の
坂
瀬
川
層
群
、
長
崎
の
沖
ノ
島
累
層
が
堆
積
し
た
。
こ
の

時
期
の
古
長
崎
湾
入
は
高
島
炭
鉱
ま
で
し
か
及
ば
ず
、
崎
戸
松
島
炭
鉱
に
は
及
ん
で
い
な
い
。

漸
新
世
前
期
の
大
辻
期
下
部
で
は
矢
上
含
礫
砂
岩
層
、
矢
上
砂
岩
層
、
長
与
頁
岩
層
、
伊
王
島
累
層
な
ど
が
堆
積
し
て
い
る
。
一
方
、
海

域
は
筑
後
川
河
口
と
天
草
下
島
西
縁
を
結
ぶ
北
北
東
―
南
南
西
の
古
有
明
山
脈
の
隆
起
に
よ
り
陸
化
し
海
域
も
大
き
く
狭
め
ら
れ
た
た
め
、

一
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図１‐３２‐１　有明階上部 諫早層群・高島層群・
寺島層群（4500万年前）

図１‐３２‐２　直方階 古賀累層・ウツボ木層・坂瀬
川層・沖の島累層（4000万年前）

図１‐３２‐３　大辻階下部 矢上含礫砂岩層・矢上
砂岩層・長与頁岩層・伊王島累層

図１‐３２‐４　大辻階上部 長与頁岩砂岩互層・崎
戸層・芳谷層（3300万年前）

図１‐３２　大村周辺の古第三紀～新第三紀の古地理図　水色は水域を示す。
諫早古第三系と関係炭田の古地理図（森永（1957）をもとに編集）

古諫早湾入

古松浦湾入

古長崎湾入

古諫早湾入

古長崎湾入
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天
草
・
三
池
地
域
で
は
こ
の
時
期
の
堆
積
物
は
な
い（
図
１
―
３２
―
３
）。

後
期
の
大
辻
期
上
部
で
は
長
与
頁
岩
礫
岩
互
層
、
崎
戸
層
、
唐
津
炭
田
の
芳よ

し

ノの

谷た
に

層
が
堆
積
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
火
山
活
動
が
あ
り
、

海か
い

退た
い（

２
）が
始
ま
っ
た
。
唐
津
炭
田
主
部
で
は
石
炭
の
堆
積
が
行
わ
れ
、
古
諫
早
湾
入
は
終
止
し
た（
図
１
―
３２
―
４
）。

漸
新
世
後
期
の
筑
紫
期
下
部
に
は
諫
早
・
大
村
地
域
は
陸
化
し
、
唐
津
炭
田
の
杵
島
・
芦
屋
層
群
、
長
崎
の
西
彼
杵
層
群
が
堆
積
し
、
有
田
、

嬉
野
地
域
が
古
玄
海
湾
入
の
中
心
に
な
り
、
多
良
岳
火
山
地
域
の
北
側
の
嬉
野
・
武
雄
・
伊
万
里
な
ど
に
分
布
す
る
漸
新
世
の
地
層
群
が
形

成
さ
れ
た（
図
１
―
３２
―
５
）。
こ
の
海
は
対
馬
ま
で
延
び
て
い
た
。

図１‐３２‐５　芦屋階・杵島階 杵島層群・西彼杵
層群（3200万年前）

図１‐３２‐６　相浦階初期 相浦層（2800万年前）

古玄海湾入

古玄海湾入
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中
新
世
～
鮮
新
世（
二
五
〇
〇
万
年
～
二
〇
〇
万
年
前
）

以
下
、
日
本
列
島
の
地
質
編
集
委
員
会
（
一
九
九
六
）『
日
本
列
島
の
地
質
』
を
参
考
に
し
て
作
成
し
た
古
地
理
図
略
図（
図
１
―
３３
）
を
も
と
に

記
載
す
る
。

漸
新
世
後
期
の
筑
紫
期
下
部
に
続
く
中
新
世
の
筑
紫
期
上
部
で
は
海
域
は
更
に
西
に
偏
り
、
佐
世
保
の
相
浦
層
群
と
佐
世
保
層
群
が
堆
積

し
、
い
よ
い
よ
日
本
海
の
拡
大
が
本
格
化
す
る（
図
１
―
３２
―
６
、
図
１
―
３３
―
１
）。

今
か
ら
約
二
五
〇
〇
万
年
前
頃
か
ら
ア
ジ
ア
大
陸
の
東
部
が
割
れ
始
め
大
陸
の
縁
の
部
分
で
地ち

溝こ
う

帯た
い（

３
）
が
形
成
さ
れ
、
浅
い
海
や
湖
水
群
が

で
き
た
。
佐
世
保
層
群
が
堆
積
し
た
場
所
の
更
に
北
西
側
の
北
東
か
ら
南
西
に
延
び
る
地
溝
帯
が
堆
積
場
の
中
心
に
な
り
、
五
島
列
島
か
ら
佐

世
保
・
北
松
地
方
を
通
り
対
馬
ま
で
延
び
る
水
域
（
淡
水
域
）
が
形
成
さ
れ
た（
図
１
―
３３
―
２
）。
そ
こ
に
堆
積
し
た
火
山
性
堆
積
物（
４
）
を
多
く

含
む
淡
水
性
の
地
層
群
が
野
島
層
群
で
あ
る
。
そ
の
水
域
は
、
更
に
山
陰
地
方
の
島
根
県
ま
で
延
び
て
い
た
。
こ
の
中
新
世
～
鮮
新
世
は
土
地

の
隆
起
・
沈
降
そ
し
て
活
発
な
火
山
～
火
成
活
動
が
あ
り
グ
リ
ー
ン
タ
フ
変
動
（
５
）
と
呼
ば
れ
る
。
海
域
の
み
な
ら
ず
陸
域
に
も
火
山
性
の
噴
出

物
で
あ
る
火
砕
岩
や
溶
岩
が
堆
積
し
た
。
図
１
―
３３
―
１
・
２
の
水
色
は
水
域
で
の
堆
積
岩
で
、
現
在
の
地
図
上
で
の
分
布
地
域
を
示
し
て
い
る
。

中
期
中
新
世
か
ら
後
期
中
新
世
は
じ
め
に
か
け
て
北
松
浦
、
佐
世
保
を
中
心
と
し
た
地
域
の
準
平
原
化
し
た
平
坦
面
に
玄
武
岩
溶
岩
の
大

流
出
が
あ
り
、
日
本
有
数
の
広
大
な
溶
岩
台
地
を
形
成
し
た
、
こ
れ
が
北
松
浦
玄
武
岩
類
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
平
戸
島
で
は
安
山
岩
・
玄
武

岩
・
流
紋
岩
な
ど
各
種
の
火
山
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
、
五
島
列
島
で
は
溶よ

う

結け
つ

凝
灰
岩（
６
）
を
つ
く
る
よ
う
な
激
し
い
火
山
活
動
が
あ
っ
た（
図
１

―
３３
―
３
）。
図
１
―
３３
―
３
～
５
の
褐
色
の
部
分
は
陸
域
で
の
火
山
あ
る
い
は
火
成
活
動
で
、
現
在
の
地
図
上
で
の
分
布
地
域
を
示
し
て
い
る
。

後
期
中
新
世
の
終
わ
り
か
ら
鮮
新
世
に
か
け
て（
図
１
―
３３
―
４
）
福
岡
・
大
分
・
熊
本
、
な
ど
を
中
心
と
し
た
中
部
九
州
で
火
山
活
動
が
活
発
に

な
り
、
一
部
に
は
金
鉱
床
も
胚は

い

胎た
い

し
た
。
こ
の
時
期
に
多
良
岳
火
山
地
域
の
北
方
域
に
お
い
て
複
輝
石
安
山
岩
質
の
凝
灰
角
礫
岩
と
溶
岩
が
噴

出
し
一
部
は
変
質
し
て
プ
ロ
ピ
ラ
イ
ト（
７
）に
変
化
し
た
。
こ
れ
が
唐
泉
山
安
山
岩
類
の
活
動
で
あ
る
。
一
方
多
良
岳
南
部
の
大
村
で
は
、
岩
松

デ
イ
サ
イ
ト
が
古
第
三
紀
層
中
に
貫
入
し
変
形
と
変
質
を
与
え
た
。

二
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図１‐３３‐１　後期漸新世～前期中新世
初頭（2300万年前）

図１‐３３‐２　前期中新世～中期中新世
初頭（1600万年前）

図１‐３３‐３　中期中新世～後期中新世
前期（1100万年前）

図１‐３３‐４　後期中新世～鮮新世（500万年前）

図１‐３３　�北西部九州の新第三紀～第四紀更新世の古地理図（堆積岩や火成岩の分布図）　水色は水域に堆
積した堆積岩、褐色は陸域での火成岩の分布を示す。
日本列島の地質編集委員会『日本列島の地質』をもとに編集
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図１‐３３‐５　更新世前期～完新世（200万年前）

ま
た
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
、
東
松
浦
、
壱
岐
、
宇
久
島
な

ど
で
の
玄
武
岩
の
活
動
と
、
大
村
市
三
浦
半
島
の
日
岳
玄
武
岩
、

小
長
井
か
ら
佐
賀
県
の
大
浦
、
太
良
に
か
け
て
の
玄
武
岩
の
活
動

が
あ
っ
た
。
五
〇
〇
万
年
前
に
は
島
原
半
島
南
部
口
之
津
付
近
で

の
玄
武
岩
の
活
動
、
佐
賀
で
は
讃
岐
岩
や
杵
島
玄
武
岩
、
武
雄
流

紋
岩
、
山
崎
山
安
山
岩
な
ど
の
活
動
が
あ
っ
た
。
西
彼
杵
半
島
北

部
を
中
心
に
長
浜
春
夫
・
松
井
和
典
（
一
九
五
八
）五
万
分
の
一
地

質
図
幅
説
明
書
『
蛎
ノ
浦
』に
よ
っ
て
西
海
凝
灰
角
礫
岩
と
呼
ば
れ

て
い
る
安
山
岩
質
凝
灰
角
礫
岩
の
活
動
が
あ
り
、
そ
の
延
長
は
東

彼
杵
町
ま
で
延
び
て
分
布
し
て
い
る
。
東
彼
杵
町
の
虚
空
蔵
山
安

山
岩
の
活
動
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
長
崎
火
山
・
時
津
火
山
・
有

喜
火
山
に
ま
た
が
る
広
い
範
囲
で
の
陸
域
に
お
け
る
大
規
模
な
火

成
活
動
の
時
期
で
あ
っ
た（
図
１
―
３３
―
４
）。
引
き
続
き
、
矢
上
の
行

仙
岳
火
山
、
飯
盛
火
山
、
波
佐
見
や
川
棚
の
流
紋
岩
な
ど
長
崎
県

内
の
広
い
範
囲
や
佐
賀
県
の
有
田
流
紋
岩
、
伊
万
里
安
山
岩
な
ど

多
良
岳
火
山
周
辺
の
火
山
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
、
別
府
か
ら
島

原
に
延
び
る
地
溝
帯
が
形
成
さ
れ
た
。
多
良
岳
火
山
や
雲
仙
火
山

の
活
動
は
ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
い
。



95自然編 第一章 地形・地質

　
　
第
四
紀
更
新
世（
二
〇
〇
万
年
前
）以
降

二
〇
〇
万
年
前
頃
、
図
１
―
３３
―
５
に
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
が
、
現
在
の
中
部
九
州
（
大
分
～
熊
本
）
と
南
部
九
州
の
鹿
児
島
、
熊
本
、
宮
崎
、

大
分
で
は
カ
ル
デ
ラ
を
伴
う
大
規
模
な
爆
発
～
爆
裂
型
の
火
山
活
動
が
繰
り
返
し
活
発
に
行
わ
れ
、
大
規
模
火
砕
流
が
発
生
し
九
州
全
域
か

ら
本
州
に
か
け
て
広
域
火
山
灰
を
降
ら
せ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
多
良
岳
火
山
と
雲
仙
岳
の
火
山
活
動
が
始
ま
っ
た
。
多
良
岳
火
山
は

約
一
〇
〇
万
年
前
に
、
雲
仙
火
山
は
約
五
〇
万
年
前
に
活
動
を
開
始
し
た
。
多
良
火
山
の
活
動
は
約
一
〇
〇
万
年
前
頃
の
古
期
と
八
〇
～
四

〇
万
年
前
の
新
期
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
古
期
に
は
、
ま
ず
大
量
の
玄
武
岩
質
溶
岩
（
多
良
岳
古
期
玄
武
岩
類
）の
流
出
を
繰
り
返
し
広
大
な

溶
岩
台
地
を
つ
く
っ
た
。
活
動
は
玄
武
岩
か
ら
安
山
岩
質
（
郡
川
火
山
岩
類
）
と
な
り
、
火
山
砕
屑
物
と
溶
岩
か
ら
な
る
小
型
の
成
層
火
山
が

で
き
た
。
更
に
多
良
岳
古
期
安
山
岩
類
で
あ
る
安
山
岩
質
溶
岩
と
火
山
砕
屑
物
の
流
出
と
噴
出
へ
と
変
化
し
、
嬉
野
・
千
綿
・
大
村
・
諫
早
・

小
長
井
ま
で
広
が
る
大
型
の
成
層
火
山
が
形
成
さ
れ
た
。
多
良
岳
新
期
玄
武
岩
の
火
山
活
動
は
、
は
じ
め
は
山
麓
の
側
火
口
か
ら
玄
武
岩
質
の

溶
岩
と
火
山
砕
屑
物
が
噴
出
し
、
大
野
原
や
鉢
巻
山
・
赤
似
田
な
ど
の
溶
岩
台
地
と
噴
石
丘（
８
）
が
形
成
さ
れ
た
。
最
後
に
は
多
良
岳
新
期

安
山
岩
類
の
活
動
と
な
り
、
中
心
部
で
は
経
ヶ
岳
や
多
良
岳
、
五
家
原
岳
、
郡
岳
な
ど
の
溶
岩
流
主
体
の
小
型
成
層
火
山
が
、
山
腹
で
は
武

留
路
山
な
ど
の
溶
岩
ド
ー
ム
が
形
成
さ
れ
、
大
型
成
層
火
山
で
あ
る
多
良
岳
火
山
に
成
長
し
た
。
そ
の
後
著
し
く
開
析
さ
れ
、
火
山
活
動
と

平
行
あ
る
い
は
火
山
活
動
終
息
の
後
、
主
に
土
石
流
堆
積
物
か
ら
な
る
多
良
火
山
麓
扇
状
地
や
大
村
扇
状
地
な
ど
が
つ
く
ら
れ
た（
図
１
―
３３
―
５
）。

�

（
阪
口
和
則
）

註（
１
）　�

ア
ジ
ア
大
陸
と
の
岩
石
の
類
似
性
や
最
近
の
古
地
磁
気
の
研
究
で
、
か
つ
て
ア
ジ
ア
大
陸
の
一
部
で
あ
っ
た
日
本
列
島
が
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
に
大
陸

か
ら
分
離
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
降
分
離
が
続
き
現
在
の
日
本
海
の
形
が
で
き
た
。
そ
の
と
き
の
大
規
模
な
火
山
活
動
に
伴
っ
て
鉛・

亜
鉛
・
銅
な
ど
を
主
体
と
す
る
鉱
床（
黒
鉱
）や
グ
リ
ー
ン
タ
フ
が
形
成
さ
れ
た
。

（
２
）　�

地
盤
隆
起
ま
た
は
海
水
準
の
低
下
に
よ
っ
て
海
岸
線
が
海
側
へ
後
退
す
る
こ
と
。
海
進
と
逆
の
現
象
。
海
退
に
と
も
な
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
海
底
が
あ

ら
た
に
陸
地
と
な
り
、
ま
た
海
は
よ
り
浅
く
な
る
。

（
３
）　�

グ
ー
ラ
ベ
ン
と
も
い
い
、
ド
イ
ツ
語
で
「
溝
」
を
表
す
。
断
層
に
よ
っ
て
落
ち
込
ん
だ
地
帯
を
い
う
。
地
溝
帯
や
リ
フ
ト（
英
：rift

）も
同
義
語
で
あ
る
。

三
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類
義
語
に
リ
フ
ト
バ
レ
ー
（rift valley

、
裂
谷
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
広
義
の
地
溝
の
う
ち
、
拡
大
し
て
い
る
プ
レ
ー
ト
の
境
界
の
こ
と
を
さ
す
こ
と
が

多
い
。

（
４
）　

火
山
灰
や
他
の
火
山
砕
屑
物
の
陸
上
や
湖
あ
る
い
は
海
底
の
堆
積
物

（
５
）　�

新
第
三
紀
の
中
新
世
に
な
る
と
、
日
本
海
の
拡
大
に
伴
っ
て
日
本
列
島
の
各
地
で
断
層
運
動
や
沈
降
運
動
が
起
こ
っ
た
。
同
時
に
、
海
底
火
山
活
動

が
活
発
化
し
、
緑
色
凝
灰
岩（
グ
リ
ー
ン
タ
フ
）を
特
徴
と
す
る
多
量
の
火
山
噴
出
物
が
堆
積
し
た
。
こ
の
と
き
の
変
動
を
グ
リ
ー
ン
タ
フ
変
動
と
い
う
。

（
６
）　�
溶
結
凝
灰
岩（w

elded tuff

）は
、
火
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
空
中
に
放
出
さ
れ
た
噴
出
物
が
地
上
に
降
下
し
た
後
に
、
噴
出
物
自
身
が
持
つ
熱
と
重
量

に
よ
っ
て
そ
の
一
部
が
溶
融
し
圧
縮
さ
れ
て
で
き
た
凝
灰
岩
の
一
種
。

（
７
）　�

プ
ロ
ピ
ラ
イ
ト
（propylite

、
変
朽
安
山
岩
）
と
は
安
山
岩
や
石
英
安
山
岩
な
ど
の
火
山
岩
が
熱
水
変
質
作
用
を
受
け
て
生
じ
た
緑
色
の
岩
石
。
日

本
で
は
特
に
第
三
紀
に
形
成
さ
れ
た
金
、
銀
、
銅
、
鉛
、
亜
鉛
の
鉱
脈
型
の
鉱
床（
黒
鉱
）の
母
岩
の
変
質
に
み
ら
れ
る
例
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

角
閃
石
や
黒
雲
母
の
緑
泥
石
・
方
解
石
化
、
斜
長
石
の
曹
長
石
・
緑
簾
石
化
で
淡
褐
緑
色
を
呈
す
る
の
が
特
徴
。
現
在
は
岩
石
名
と
し
て
は
使
用
さ

れ
て
い
な
い
。

（
８
）　

火
山
灰
や
ス
コ
リ
ア
な
ど
主
に
噴
石
か
ら
な
る
円
錐
形
の
火
山
砕
屑
丘
で
、一
般
に
小
規
模
で
大
火
山
の
寄
生
の
火
山
と
し
て
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。


